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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　何という責め苦だろう。

　苦しさで雁がん字じ搦がらめになり、息もつけない。

　目の前に蒼そう馬まがいて、後ろには帯たて刀わきがいる。どちらの手を取ることも、白火にはできない。

　胸が軋きしむ。

　心が軋む。

　身も心も引き裂さかれてしまいそうに悲しくて悲しくて悲しくて、心が凍こおりつく。

　白火は、喘あえぐように呼吸のみを繰り返した。







　時は少々遡さかのぼって、舞ぶ台たいは宮中、氷ひ見みの座ざ所しよのある大広間へと戻もどる──。
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　そちはそれで良いのか──氷見が一いつ瞬しゆんそう問いたげな顔をして、白火へと視線を向ける。

　白火はその厳しい視線に、そっと唇くちびるを嚙かんで耐たえた。

　正しいことのはずだ。

　柚ゆ木き座ざを、蒼馬を守るために白火が選んだ、これが最善の策だ。

「まあ祝しゆう言げんとは喜ばしい話だが……」

　宮中の施し政せいの場──信しん頼らいできる重臣たちを一堂に集めた板いた敷じきの大広間で皆みなの視線を集め、氷見は一度言葉を句切った。

「今は、あまりのんびりとしてはおられぬ」

　座所で脇きよう息そくに寄りかかった氷見が、弄もてあそぶように檜ひ扇おうぎをぱらりと開く。

「叔父おじ宮──佐さ波なみの宮みやのことで、少々気にかかることがある。叔父宮はひとりでこまごまとした計画を立て自ら他ほかの者を率いて謀む反ほんを起こせるようなお人ではない。それは皆みなも重々承知しておろう？」

　血筋の正統さを声こわ高だかに語るだけの──わかりやすく言うなら口先だけの──佐波宮だったからこそ、今の今まで一度も謀反めいた行動を起こさず、ただ喚わめき立てるだけ──それもかなり鬱うつ陶とうしいものだったが──で済んだのだ。

　氷見が、瞼まぶたを半分伏ふせる。

　この少年帝ていの思し慮りよ深ぶかさ、頭の回転の速さは、宮中に居る者ならば誰だれもが知っている。

「──恐おそらく、この件の裏には黒幕が居る」

「黒幕、ですか？」

「うむ。よくよく考えてみると、京に土つち蜘ぐ蛛も騒そう動どうを引き起こし、柚木座を混乱させることで得をする人物がひとりだけ居るのだ」

「なんと……！」

「それは一体」

　重臣たちが固かた唾ずを吞のむ中、氷見が檜扇を上げる。檜ひのきの爽さわやかな、かすかに甘さが混じる香かおりがゆかしく立ち上る先せん端たんを真一文字に自分に向かって指し示されて。

　白火は、驚きよう愕がくに目を瞠みはる。

「え…………!?」
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「その者を捕とらえよ。疑いの向きがある」

　衛え士じに左右の腕うでを取られて縛いましめられ、帯刀から引き離はなされる。姫装しよう束ぞくで長い裳も裾すそを引きずっているせいか足を踏ふん張ることが出来ず、つるつるとした床ゆかを滑すべり、あっという間に大広間の中央に引き据すえられてしまった。

　白火は、青ざめながらも叫さけぶ。

「どういうことでございますか……!?」

　何がどうなっているのか、まったくわからない。

　──オレに、疑いの向きって……!?　どうしてだ!?

　一体何の疑いがかけられているというのか。

「白火から手を放せ！」

「式しき部ぶ卿きよう宮のみやさま、ここは危のうございます。どうぞお下がりください」

　衛士にやんわりと、けれど強ごう情じように牽けん制せいされ、帯刀も手出しができない。氷見がいきなり何を言い出したのか、帯刀にもわからない。

「氷……主上！」

「氷見の帝みかど、オレは何も……！」

「控ひかえろ！　御ご前ぜんであるぞ！」

　目の前で槍やりを交差させられ、床に膝ひざをついた状態で、白火は必死に氷見を見ようとした。衛士に手を背後に引かれ、顔を伏せているような姿勢にさせられてしまう。

　彼のみが立ち入ることを許されている御み簾すの中で、氷見はそんな白火に、冷れい徹てつな眼まな差ざしを注いでいた。白火が今まで目にしたことのない、冷静な為い政せい者しやの顔だった。

「氷見の帝……!?」

「どういうことでございますか……？　式部卿宮の許嫁いいなずけが黒幕とは……？」

　重臣たちも、さすがに動どう揺ようを隠かくせないでいる。

　──氷見さまがオレを疑っている……？　どうして……？

　白火の視界が、驚おどろきのあまり白と黒に点てん滅めつを繰り返した。大広間の隅すみに控え直していた蒼馬も、さすがに目を瞠みはる。

「白火が……？」

　槍の檻おりに閉じ込められるのは罪人の処しよ遇ぐうだ。白火がこのような扱あつかいを受ける謂いわれはない。

　剣つるぎの皇子みこの氷のごとき双そう眸ぼうも憤ふん激げきに青く燃え上がっている。

「下がれ！　白火は私の許嫁、妻となる身。なれば疑う余地はない。放せ」

　帯刀が日ひ頃ごろ衛士たちを取りまとめ敬意を抱いだかれている立場であろうとも、衛士たちが忠誠を誓ちかっているのは氷見だ。いつもの飄ひよう々ひようとした態度はなりをひそめ、ここにいるのは、国をその手ひとつで支える少年帝だった。

「ならぬぞ、帯刀」

　檜扇を閉じ、ゆっくりと座所を降りて白火に近づいてくる。引き据えられた屈くつ辱じよく的な体勢のまま、白火は顔を伏せていることしかできない。

　氷見が、檜扇の先を白火の顎あごの下に押しこんで無む理り矢や理り顔を上げさせた。

「氷見さま…………？」

　消え入るような白火の声を、氷見は黙もく殺さつした。

「状じよう況きようを考えた。柚木座蒼馬がいなくなったことで一番得をする人物。次の若わか太た夫ゆうはまだ決まっていないのであろう？」

「必ずしも白火が継つぐとは限らぬ」

　帯刀が腹立たしげに反はん駁ばくする。それも当然だろう。白火に疚やましいことなど何もありはしないことは、帯刀がよく知っている。それは氷見とてわかっているはずではないのか。氷見は一体何を考えている。

「まあ、それだけならば余も疑いの目を向けはしなかったのだが……」

　高貴な少年らしからぬいささか行ぎよう儀ぎの悪いしぐさでしゃがみ込んだ氷見が、白火を一いち瞥べつする。驚愕のあまり白火はうっすらと汗あせをかいていて、なおかつ唇が小刻みに震ふるえていた。

　氷見が、ふっと不思議な微び笑しようを唇に浮うかべる。見ようによっては、白火が図星をさされて顔色を失っているようにも見える。

「だがその状況下にあって、白火はそちと婚こん約やくを交かわした」

　問題がいつのまにかすり替かえられていることに誰だれも気づかない。氷見は巧こう妙みように、罪の在処ありかを謀反から柚木座の問題へと逸そらしていく。

　白火という犯人がここにいることで、皆の思考は白火ひとりに集められていく。問題がすり替えられた矛む盾じゆんとその意図に、今は誰も気づかない。この程度の操作は、氷見にとってはお手の物だ。

「そちの後こう援えんという土産みやげがつけば、柚木座は白火を諸もろ手てを挙げて歓かん迎げいするであろうな」

　滔とう々とうと語られる台詞せりふが何を意味するのかを悟さとった瞬しゆん間かん、白火の目の前が真っ赤に染まった。純じゆん粋すいな怒いかりに、ここが宮中であるということも、帝の御前として礼節を尽つくさなければならないということも忘れる。

　柚木座を侮ぶ辱じよくすることは、誰であろうと許さない。蒼馬の座だ。白火が舞まうことを認めて受け入れてくれた、大切な、大切な居場所なのだ。柚木座を乗っ取るために蒼馬を出し抜ぬいただなんてそんな馬ば鹿かげたことを、白火がするわけがないのだ。

「オレはそんなこと、一度も考えたことはありません！　氷見さま、誤解です！」

　じっとしていられず、白火はじたばたと抗あらがって何とか手の拘こう束そくを解こうとする。

「違ちがいます！　柚木座を乗っ取ろうとしたことなんてない！　オレはただ、蒼馬さまに帰ってきてほしくて……！」

　その言葉に、蒼馬がはっとしたように息を吞む。

　待っていたと、いうのだろうか。

　あれほど酷ひどい言葉を投げつけて自分を捨てた男のことを、白火はずっと待っていたと──そういうのだろうか。

　だが──白火は、帯刀と婚約をした。

　それこそが、白火からの答えのはずだ。

「信じてください！　オレはただ」

「控えろ！　発言は許されていない！」

　白火は頭を強く押さえこまれ、訴うつたえることすらできなくなる。

　綺き麗れいに梳すかれていた薄うす茶ちやの髪かみが床に散らばり、無む惨ざんに乱れる。帯刀の許嫁と罪人とでは、衛士たちの扱いもまったく異なる。高価な絹織物の裾すそも乱れ、大おお柄がらな衛士に押さえつけられて、白火は怒りと屈辱との間で大きく喘あえいだ。

「帝に対してあまりにも不ふ遜そんであるぞ！」

　だん、と華きや奢しやな肩かたごと床に押さえこまれて、更さらなる痛みに呻うめく。左の肩は今でこそすっかり癒いえているものの、ならず者たちに刺さされた傷きず痕あとがまだ残っている。

「痛……っ」

「──白火！」

　白火の呻きの意味に気づいた蒼馬が、ただでさえ険しくなっていた顔色を変える。

　白火の周囲は抜かりなく衛士たちに取り囲まれて近づくことはおろか、姿さえよく見えない。衛士の手を止めようと腰こしを浮かした蒼馬を、背後からぬっと伸のびてきた腕がぐいっと引き寄せて大広間から連れ出す。

　そのとき、今まで聞いたこともないほどの厳しさを孕はらんだ帯刀の一いつ喝かつが飛んだ。

「白火を手て荒あらに扱うことは許さぬ！」

　いつも冷静を保ち無表情を崩くずさないこの皇子にしては珍めずらしいほどの渋じゆう面めんで、氷見に向き直る。

「──白火が怪あやしいとの仰おおせであれば、疑いの晴れるまで尋じん問もんを」

　きっぱりと有う無むを言わせぬ口調は、帯刀の押しこめられた怒りを如によ実じつに表していた。

「ただし、白火は私の許嫁。それにふさわしい待たい遇ぐうを」

　氷見が傲ごう然ぜんと顎を上げる。

「よかろう」

　──氷見さま……帯刀さま……？

　まさに、罪人。

　両手を背後に捻ひねり上げられ、白火は最も早はや、発言さえ許されてはいなかった。
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「私の納なつ得とくのいくまで説明を」

　氷見の私室に入るなり、氷ひよう片へん砕くだけ散る口調で説明を求める。

　今の今まで、重臣のひとりの屋や敷しきにて監かん視しすることになった佐波宮の処遇処置に追われて身動きが取れなかった。それが氷見の手回しだということはわかっている。

　白火の件できつく尋問しに来ることがわかっていたから、氷見はわざと帯刀に佐波宮の件を一任したのだ。

　だから帯刀は、そら恐おそろしいほどの速さですべてを決断して務めを果たしてきた。

　帯刀の凍いてつく迫はく力りよくに怯ひるむことなく、文ふ机づくえに向かって書類の決裁をしていた氷見が、珍しく不ふ機き嫌げん丸出しの表情で応じる。

「思っていた以上に早かったな。まずは座れ。叔父おじ宮はどうしておる」

「重臣のひとりの屋敷の対を借り受けて押しこめた。今は神しん妙みようにしている」

　帯刀がぴしゃりと答え、一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくが落ちる。

　氷見が言葉の接つぎ穂ほを見失った隙すきに、帯刀が鋭するどく切り込む。

「説明を」

　釈しやく明めいを聞くまで、腰こしを下ろすつもりはなかった。白火に罪がないことなど明らかだというのに、氷見は一体何を考えているのだ。

　今回の件は、さすがに帯刀も承しよう伏ふくしかねる。大広間では皆みなの手前ということもあり、あくまで臣下の立場を守ったが、ここでは遠えん慮りよする必要もない。

「余だって、舞まい姫ひめが犯人だなどと戯たわけたことは考えておらぬわ」

　氷見が苛いらついた口ぶりでそう吐き捨て、続ける。氷見がここまで負の感情を露あらわにすることは、滅めつ多たにない。

「だが仕方あるまい。こうするくらいしか打つ手がなかったのだ」

「何のだ」

　氷見は氷見で憤いきどおっているのかそれとも感情を持て余しているのか、苛々として説明があまり要領を得ない。

　氷見が怒おこっているのは、己おのれの才覚に対してだ。

　──情けないものだ。帝みかど、現あら人ひと神がみと崇あがめられてはいても、完かん璧ぺきに世を治めることなどできぬ。いつになっても争いの種は尽つきることがないし、それをあらかじめ摘つみ取る術すべも持たぬ。

　ため息を吐つくその横顔は、憂うれいに満ちている。

「あの場で、白火を犠ぎ牲せいにすることでしか時間稼かせぎの方法を思いつかなかった」

　帯刀の前でだけしか露わにすることのないそれは、為い政せい者しやとしての痛みに耐たえる顔だ。

「──舞姫にはかわいそうなことをしたと思っておる。けれどあの時点で、舞姫以外に条件を満たす者がいなかった。仕方がなかろう」

「だから何のだ。そなたは一体何をしたい」

「舞姫は囮おとりだ」

「囮？」

　帯刀が、不機嫌そうに眉まゆをひそめる。

「ああ。囮だ」

「何を炙あぶり出したい」

「話が早くて助かるな」

　帯刀は、氷見の真意を悟さとって怒いかりを和やわらげた。半分近くは先刻読み取っていたのだが、帯刀は氷見ではない。氷見の考えていることのすべては読めない。

　だが、氷見が何をしたいのかは大体わかった。何故なぜ白火であったのかも大方飲み込めて納得する。

「そういうことであったか」

「そういうことだ」

　帯刀が殺さつ伐ばつとした空気を引っ込め、氷見も肩かたの力を少しだけ抜いた。

　とにかく佐波宮の一派の目をそらしたい。柚木座を狙ねらって白火が土つち蜘ぐ蛛も騒そう動どうを巻き起こしたのだと氷見が誤解しているようにみせかけ、油断を誘さそいたい。今のままでは手がかりが少なすぎる。

　もっと、情報が要いる。

「黒幕の考えていることがさっぱりわからぬ。何故、ならず者たちを雇やとって土蜘蛛の振りをさせてまでして、京に騒動を撒まき散らす意味がある？」

　氷見が引っかかっているのはそこだ。佐波宮を背後で操あやつっていた黒幕の真の狙いはどちらなのだろう。蒼馬の失しつ脚きやくか、京の混乱か。

　すべてが奇き妙みように曖あい昧まいで詰つめが甘く、黒幕の真意が何なのか、想像もできない。氷見が黒幕なら、もっとしっかりと計画を詰める。

　それに、混乱の先に氷見への謀む反ほんが繫つながっているのなら、慎しん重ちようにことを運ばなくてはならない。

　謀反は大罪。

　企たくらむだけでも常ならば死罪に値あたいし、実行に移したならば、親類縁えん者じやへの処しよ罰ばつも免まぬかれない。

「ふたつの件が繫がる線が、余には見えぬのだ」

　だからこその囮だ。

　あの場で、冤えん罪ざいを被かぶせられる条件を満たす唯ゆい一いつの存在が白火だった。

「叔父宮を軟なん禁きんされ、慌あわてた輩やからに捨て鉢ばちになって謀反など起こされてはたまらぬ。皆が舞姫に気を取られているうちに、黒幕を炙り出すぞ」

　鋭えい利りな光が氷見の双そう眸ぼうを煌きらめかせる。

　帯刀は、静かに頷うなずいた。こうなれば、一刻も早く黒幕を捕つかまえることが一番手っ取り早い。回りくどい真似まねは面めん倒どう臭くさい。相手がどこまでも逆らうというのなら、ねじ伏ふせて叩たたきのめせばいい。

　帯刀は恭きよう順じゆんの意を示すため、軽く目を伏せて胸に手をあてがった。

「──御ぎよ意い」
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　カイは、とある術を以前から重ねていた。

　蒼馬に初めて会った時からずっと折に触ふれて、ささやかな、ささやかな──そうとは気づかれない程度の暗示を。

　──あんたは姫さんにふさわしくない。

　──姫さんや柚木座を守りたいなら、あんたは離はなれるしかないんだよ。

　あからさまにカイが敵対していれば蒼馬も警けい戒かいしてやすやすとは暗示にかからなかったかもしれないが、割合カイは蒼馬と接点が多く、友好的に振ふる舞まってきた。

　それも、カイの術のひとつだ。

　──あんまり、趣しゆ味みの良いやり方じゃないけどさ。

　カイとしては蒼馬に何の恨うらみもないし、白火にも幸せになってほしいと思っている。

　けれど、帯刀に白火が必要だというのなら。

　それを踏ふまえて、周しゆう到とうにこまかな暗示を重ねておいた。

　そしてその呪じゆ術じゆつは見事に効いた。

　蒼馬が土蜘蛛一族の血を引くことが露ろ見けんし、その隙すきに生まれた心の揺ゆらぎにつけ込む形で。

　その術が今、薄れつつある。

　大広間から引きずり出され、太たい鼓こ橋ばしを模した風通しの良い渡わたり廊ろう下かで。

　新しん鮮せんな空気に洗われた蒼馬は風に髪かみを乱し、茫ぼう然ぜんと目を瞠みはる。

「俺は、何をしていたんだ……？」

　脳のう裏りに立ちこめていた濃のう霧むが晴れるように、頭の中が次し第だいにくっきりとしてくる。

　きっかけは、白火のあの叫さけび。

　──俺は何をしていた……？　白火にあんな悲痛な声を出させて、一体何をしていた!?

　目が、醒さめた。

　蒼馬が、己の額をわし摑づかむ。

　──あ～あ……術、完全に解けちゃったかな。

　カイとしても自身で良かれと判断してやったことなので、詫わびるつもりはないけれども。

「白火……！」

　蒼馬の後悔の呻うめき声は、常に非情であるべき忍しのびの長おさの胸に響ひびくことはないのだ。
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　静しず凪なぎは、帯刀の屋や敷しきの正門を出たところで一度立ち止まった。

　初夏の青い空を、小鳥がのどかに鳴き交かわして飛んで行く。帯刀の住まいはさほど護衛の数は多くないが、内部の警備は万ばん全ぜんだ。

　永えい観かん座ざの座員は時として、有力な貴族と同等に優ゆう遇ぐうされる。その幹部である静凪にすら、帯刀は遠い存在だ。

「……妙みようなことになっているようですね」

　白火が柚木座に戻もどったという話も聞かないし、京も、奉ほう納のう舞まいの騒動以降白火の姿がぱったりと見えなくなったことに気づき始めている。

　もっとも蒼馬のように突とつ然ぜん行ゆく方えをくらませた訳ではなく、帯刀の保護下にいるらしいことは人づてに伝わっているし、静凪は実際に白火が帯刀に連れ去られるところを目まの当たりにしている。

　だから、静凪は直接帯刀を訪おとずれたのだ──正確には、帯刀のもとにいる白火を、だが。

　白火を井い澄すみの伴はん侶りよに。

　その夢を、静凪はまだ諦あきらめていない。井澄には白火こそがふさわしい。

　──井澄太た夫ゆうが永観座を離れられた、今しかない。

　白火を訪ねたい、と身分を明かして申し出た静凪に、厳いかめしい顔つきの門番は丁てい寧ねいに応対しつつも中へは入れないし、事情も曖昧にぼかすだけで何も教えようとはしない。きつく口を閉ざすよう命令されているらしかった。

　静凪は確信する。

　白火は現在、帯刀の屋敷にはいないのだ、と。

「ということは……」

　今が、引き返す最後の機会なのかもしれないということはわかっていたけれど。

「……いいえ。もう、賽さいは振られたのですから」

　今いま更さら引き返すことはできない。けれど、突つき進むこともできない。

　静凪が踏ふみ込んでしまった完全なる迷い道は、道どう成じよう寺じの姫ひめが堕おちてしまった情念の昏くらい淵ふちにどこか似ていた。




　──恋こいぞ積もりて　淵となりぬる


（「道成寺」より）
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　蒼馬を睨にらみつける。

　柚木座の蒼馬の自室ですっと背筋を伸のばして膝ひざを揃そろえ、いつもの前まえ掛かけを外し、髪かみには以前矢や涼りようから貰もらった簪かんざしを挿さして。

　じっと、蒼馬を睨む。

　しばらく留守にして先日戻もどってきたばかりだというのにも拘かかわらず、蒼馬の部屋は清潔で埃ほこりっぽさはかけらもない。毎日、誰だれかがきちんと風を通して掃そう除じを欠かさなかったからだろう。そしてそうするように指示を出していたのは、恐おそらく白火だ、と朧おぼろは思う。

　柚木座にいる間は、きっと白火が自ら掃除をしていたに違いない。文ふ机づくえの上の筆の配置などがただ掃除をしただけではなく、蒼馬の好みや癖くせに合わせて使いやすいように配置されていた。

　向かい合った蒼馬が、朧の非難の眼まな差ざしを硬かたい顔つきで黙だまって受け止めている。いっそのこと怒ど鳴なり散らしてくれたほうが、蒼馬としても気が楽だったに違いない。

　朧の少し垂れ気味の目の端はしには涙なみだが滲にじんでいるが、本人は自覚すらしていないようだ。唇くちびるを真っ赤になるほど嚙かみ締しめて、ひたすらに蒼馬を睨み続ける。

　無言の責めがしばらく続いて、

「──遅おそくなった」

　遅おくれて部屋に入ってきた矢涼が、事情は隼はや人とか有う楽らく辺りから聞いたのか、苦々しい顔つきで朧に声をかけた。蒼馬にもちらりと目を走らせるが、浮うかぶのはやはり非難の色だ。

「蒼馬さまを陥おとしいれた罪を被かぶせられて、宮中で監かん禁きんですって……？」

　怒いかりを押し殺して凝ぎよう縮しゆくしていたものが溢あふれ始めたのか、わなわなと震ふるえる声は初めは聞き取りづらいほどに小さかった。

　そして、一気に爆ばく発はつする。矢涼が来たことで気が緩ゆるみ、必死の制せい御ぎよが外れてしまったらしい。

　最初に蒼馬から話があると聞かされたとき、朧はさらさら応じる気はなかった。蒼馬は白火を捨てたのだ。だから自分も関係はない、と。

　これまで連絡も一いつ切さいなかったのだし、白火は今では帯刀の許嫁いいなずけだ。

　けれど白火に関する重要な話だと説得されて、渋しぶ々しぶ柚木座にやってきた矢先にこれだ。

「一体何をどうやったら、そんな無む茶ちや苦く茶ちやなことになるんですっ！　蒼馬さまも宮中も、白火をどれだけ苦しめたら気が済むんですのっ！」

「──すまない。白火の冤えん罪ざいは絶対に晴らす」

「当たり前です！　もともと蒼馬さまがあの子を捨てて京を出しゆつ奔ぽんなんかしたからこんなことになったんですもの」

「何をどう言われても返す言葉もない。本当に、すまない」

　言葉を嚙み締めるようにして謝罪する蒼馬の姿に、朧は一いつ瞬しゆんたじろいでしまった。

　真実の想おもいで綴つづられる言葉を読み取れないほど鈍にぶくはない。

「今更……」

　矢涼と、顔を見合わせる。

　蒼馬は眉み間けんに苦く悩のうの皺しわを寄せながらも、己おのれの罪から逃にげようとはしなかった。

「本当に、どうかしていたんだとしか思えない。守るという大義名分を掲かかげて俺は……白火を、傷つけた」

　あのとき突つき放したのは今でも仕方ないことだったと思っているが、蒼馬が許せずにいるのは、宮中で再び白火を突き放したことだ。

「帯刀と祝しゆう言げんを挙げることになったと聞いた時に、頭の中が煮にえくりかえるように熱くなった」

　どこまで傲ごう慢まんだったのかと、己を殴なぐりつけたい気持ちでいっぱいだ。

　こんな醜しゆう態たいを晒さらしながら、口先では白火の幸せを願っていたなど──お笑いぐさでしかない。

　傷つけて傷つけて、白火の心をずたずたに引き裂さいておきながら。

「……別れを決断したときの蒼馬さまのお気持ちは、不本意ながらわかりましてよ」

　朧が、わずかに歩み寄る気配を見せた。

　蒼馬の真しん摯しな気持ちは痛いほど伝わってきたからだ。

　あれはあくまで、白火を守ろうとした上でのことだったのだから。

　蒼馬が、奥歯をぎり、と食い縛しばる。

　ぎりぎりと爪つめの先が拳こぶしに食い込み、血が一条流れ落ちていく。

「……おい」

　矢涼がさすがに見かねて咎とがめた。

　役者は己の身体からだを傷つけてはならない。そんなことは骨の髄ずいまでしみこんでいるであろうに、自身を制せい御ぎよできずにいる。

　絞しぼり出す声は、潔いさぎよいほどに力強かった。

「白火にもお前たちにも、許してもらおうとは思わない。謝って済む問題でもない。わかっている」

　蒼馬が、立ち上がる。

「……どちらへ行くおつもりですの？」

　出て行きかけた背中に朧が声をかける。

「宮中だ」

「宮中？　何をしに……」

「──償つぐないを、態度で示す」

　心を決めて、蒼馬は迷いがない。

　傷つけた。

　これ以上はないというほどに白火を傷つけて追い詰つめ、白火は帯刀の手を取らざるを得ないところまで追い詰められた。

　そんなことくらい少し考えればわかることなのに、蒼馬は一時、その行動に裏切られたような気持ちになった──白火がずっと蒼馬のためだけに頑がん張ばってきたことを、知ろうともせずに。

　柚木座を守り蒼馬の部屋を整え、白火はずっと蒼馬の帰りを待っていてくれたのだ。柚木座に帰って来て一目でわかった。

　民衆に踏み荒あらされてぼろぼろになった幟のぼりも、丁てい寧ねいに洗せん濯たくをして泥どろを落とし、慣れない手つきで繕つくろおうとしていた痕あとがある。

　針などもともと持ったことがない少女だ。器用そうに見えて不器用なところもあるから、きっと何度も指先を針で突いてしまったことだろう。

　それでも繕おうと、直そうとした──幟は、柚木座の大切な看板だから。

　言葉にならない白火からの伝言は柚木座のそこかしこに残っていて、それが蒼馬を激しく責め立てる。白火に責める意図がなくても、蒼馬が自身を許せない。

　苛いら立だちとも焦あせりともつかない焦しよう燥そうが募つのって、じっとしてなどいられない。

　白火のために、何かできること。

　何でもいい。

　この身を差し出せと言うのなら、命ごとくれてやる。

　だから。

　──白火……！

　全身全ぜん霊れいで、祈いのるように願う。

　これ以上傷つかないでいてほしい。

「でもあの子はもう、帯刀皇子さまの許嫁です。蒼馬さまのもとには戻ってきません」

　蒼馬の返答にためらいはなかった。

「帯刀皇子の傍かたわらのほうが安らげるというのなら、それでいい。あいつが晴れ晴れとした気持ちで笑えるのなら──それでいい」

　取り戻すことも奪うばい返すことも、もう蒼馬には高望みすぎて分不相応だ。

「それでも、俺にも出来ることがあるはずだ」

　力を尽つくす。

　愛いとしい少女のために、身を粉にできなくてどうする。

「出来ること？」

「俺には、これまで築いてきた人脈がある。身分を問わず職種も幅はば広ひろい。きっと何かの役に立つはずだ」

　だから、氷見のもとへ。

　蒼馬の決然とした後ろ姿を見送り、朧はそっと吐と息いきに混ぜて問いかける。

「──これから、どうなるのかしら……」

　誰だれも悲しまない、誰も泣かない、そんなささやかな幸せを望むことはできないのだろうか。誰だって、ただ幸せになりたいだけなのに。

「……それだけのことが、随ずい分ぶん難しいのね」

　頼たよりなくか細いその呟つぶやきに頷うなずき、矢涼が答えた。

「だから人は……努力せずには、いられないんだろう」

　蒼馬がそこまでするというのなら、矢涼も動く。矢涼の守しゆ備び範はん囲いは蒼馬とは異なるから、それだけでもかなり力になれるはずだった。

「私は、何ができるかしら」

　朧は悪戯いたずらっぽく、矢涼の目を見上げた。

　ひとりでじっと留守居役をしているだけなのは、もういやだ。

　白火のために。

　朧にもできることが、何かあるはずだった。
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　うろうろと歩き回る。白火が幽ゆう閉へいされているのは、こざっぱりとした板いた敷じきの部屋だ。

　普ふ段だんは人が住むことを想定していないのか、奥庭の木々の中に埋うもれるようにして建っている小さな離はなれだ。この部屋に来るためには、目の前の長い渡り廊ろう下かを渡わたらなくてはならない。人の出入りが一目でわかる分、見張りをするには便利なようだ。

　右に進んで柱の手前で足を止め、方向を変えて左へ進んで壁かべの前で足を止めて。

　白火は、ひたすら部屋の出入り口付近の往復を繰くり返していた。

　落ち着かない。幽閉生活が始まって数日が経過して、落ち着こうと決めたけれども、やはり不安なものは不安だ。

　昼日中なので明るさが欲しくて蔀しとみ戸どを開けているが、見張りの衛え士じたちの姿が視界に入ることはない。けれども、その存在を確かに感じる。物言わない威い圧あつ感かんが辺り一帯に満ちていて、たとえば風に飛ばされた文ふ机づくえの上の紙一枚を追って縁えん側がわに出ただけでも、白火はたちまちのうちに取り押さえられてしまうだろう。

「──これから、どうなるんだろう」

　白火こそが蒼馬を陥おとしいれた真犯人のように扱あつかわれてしまって。

　失念していたが、氷見の言うことは一理ある。ようやく白火は、頭の中をきちんと整理することができた。

　蒼馬が土つち蜘ぐ蛛もの縁ゆかりだという秘密を言い触ふらし、あまつさえ土蜘蛛の男たちをけしかけて京で暴れさせた首しゆ謀ぼう者しやだと──そんな疑いが、今、白火の身にかけられている。そういうことらしい。

「あくまで他人ひと事ごととして考えれば、だけど……」

　身に覚えがなさすぎて、まるきり他人事のように思えるけれど、これは今実際に白火にかけられている嫌疑だ。

「オレは、蒼馬さまを追い出したいと思ったことも、柚木座を手に入れたいと思ったことも、そのために帯刀さまと祝しゆう言げんを挙げることにしたのでもない……！」

　疑われている事こと柄がらが事柄なのでてっきり厳しい尋じん問もんでも受けることになるのかと思っていたのだが、そんな気配は微み塵じんもない。ここ数日、白火の周辺は至って静かだ。訪おとずれる人もカイ以外にはいない。

　カイは日に一度は必ず顔を見せに来てくれる。忙いそがしいのか、ほんの一言二言言葉を交かわすだけで去っていってしまうことが多いけれども、人と話すことがまるきり皆かい無むなのとでは全然心構えが違ちがう。

　日中の、人目につくような頃ころ合あいにはカイは来ない。

　自然と、独り言が多くなる。ずっとひとりでいると、何かしら喋しやべっていたりしたほうが気が紛まぎれる。

「オレのことで、帯刀さまにご迷めい惑わくかけてないといいんだけど」

　しかし帯刀は氷見の従兄いとこであり後見役としての信しん頼らいも厚いので、それほど心配しなくても大だい丈じよう夫ぶそうだ。ただ、白火のことを案じてくれているだろう。

　そう思うと、申し訳ない気持ちでいっぱいになる。帯刀には心配をかけ通しだ。

「柚木座は」

　柚木座には、少なからず影えい響きようがあるかもしれない。

　役者としての籍せきを柚木座に置いているから、白火がなにか不ふ祥しよう事じを起こせばその責任は柚木座にも及およんでしまう。

「……でもオレは」

　誰がなんと言おうと、本当に関係ないのだ。自分が蒼馬を陥れたりなど、絶対にするものか。どうしてもそうしなければならないような状じよう況きように陥おちいったとしても、白火は蒼馬を裏切らない。この身を犠ぎ牲せいにしてでも、蒼馬を守りたい。

「柚木座は、蒼馬さまが戻もどったからきっと大丈夫だよな。有楽太た夫ゆうもきっと安心して、病もすっかり良くなって……」

　わざと明るい口調でなんとかそこまで言ったものの、胸が切なさに張り裂けそうになり、壁に手をかけたまま、白火はずるずると座りこんだ。帯刀が手配してくれたのか、いつものような袴はかま姿すがたなので裾すそが乱れることもない。

　顔を両手で覆おおう。

　──泣く、な……！

　己おのれで己を叱しつ咤たする。

　厳しく律しても、それでも涙なみだは止まらない。ぽろぽろぽろぽろ、指の間から零こぼれ落ちて袴に次々と染しみを作る。

　──蒼馬さまは、オレのこと、疑っているかな……。

　氷見の判断は、白火にとって大きな衝しよう撃げきだった。まさかこんな疑いをかけられるとは、思ってもみなかった。今は憤いきどおりというより悲しみのほうが深い。

　──確かにオレは、蒼馬さまの秘密を知っている。

　蒼馬だって白火には隠かくしておきたいから、ひとりで朱しゆ鬼ぎの呼び出しに応じたのだ。あれは白火を怖こわがらせたくなかったからだと後で言われて、白火は泣きたいほど安あん堵どした。

　けれど、白火が蒼馬の唯ゆい一いつの弱点を握にぎったことも事実で。

　今いま頃ごろ蒼馬も怒おこっているのだろうか。白火のことを、恩を仇あだで返した裏切り者だと。

　そう思うと、居ても立ってもいられなかった。

　──蒼馬さまに疑われたら、オレ……！

　あの人に疑われたら、疎うとまれたら。

　そう思うだけで、足もとから震ふるえが走る。

　いやだ。

　疑われたくない。嫌きらわれたくない。

「……でも、もう逢あえない」

　逢うことはできない──蒼馬と柚木座を守るために、白火は帯刀に嫁とつぐのだ。もう金輪際、誰にも蒼馬に手出しはさせない。

　この願いを叶かなえてもらう代わりに、白火はこれから誠心誠意帯刀に尽つくすと決めたのだ。心をねじ曲げてでも帯刀に恋こいをして、帯刀だけを見つめて帯刀の傍そばに生しよう涯がい寄り添そって生きていく。

　それが、最低限の礼れい儀ぎというものだろう。

　帯刀に謝意を示せるような地位も財産も、白火は持っていない。持っているのはこの身ひとつ。

　だから、身も心も帯刀に捧ささげる。

　──だから、蒼馬さまには……二度と、逢わない。

　懐ふところにしまいこんでいた青い舞まい扇おうぎも、白火が持っている資格はない。

　──封ふうじてしまおう。この想おもいすべて。

　恋心を固く固く閉ざして、忘れて、蒼馬の面おも影かげを完全に消さなくてはならない。そうでもしなければ、帯刀に合わせる顔がない。あの皇子は、白火を守るために白火を娶めとってくれるのだから。

　蒼馬の舞扇を取り出して、そっと目の前の文机の上に置く。

　もう、この舞扇にも触れない。そのうち帯刀に頼たのんで、持ち主に返してもらおう。そのほうがこの舞扇にとっても幸せだろう。大切に使ってくれる持ち主の手もとに戻るのだから。

　これが、白火の決めたことだ。

「──オレが、決めたことだ」

　どんなに唇くちびるを嚙かみ締しめて歯を食い縛しばっても、零れ落ちる涙は止められない。

　この切なさがきっと、一生つきまとう。悲しみをひた隠しに隠して、微笑ほほえみの檻おりで閉じ込めて。

　それが、白火の望んだ結果だった。

「白火」

　きしりと渡わたり廊ろう下かを軋きしませて、幽ゆう閉へいされて不安を募つのらせているであろう許嫁いいなずけを見み舞まう、と我がを張り通した帯刀が部屋に入ってきた。

　まだ夕方というにも少し早い。

　どうやら、政務の途と中ちゆうに抜ぬけ出してきたようだ。

「帯刀さま」

　慌あわてて目もとの涙を拭ぬぐい、無む理り矢や理り笑みを浮かべる。

「来て、くださったのですか？」

「監かん視しつきゆえ、会話も聞かれているし時間も制限されているが」

　出で迎むかえに立った白火を上から下まで一通りざっと眺ながめ、帯刀が尋たずねた。

「大事ないか」

「──はい」

　白火が一度も逃にげ出そうとしたり騒さわいだりすることなくおとなしくしていたおかげで、ようやく面会の許可が下りたのだという。それまでは、いかに帯刀であろうとも打つ手立てがなかったらしい。

　白火に嫌けん疑ぎがかかっているので仕方ないとはいえ帯刀は、部屋の出入り口に常時詰つめている衛え士じたちの気配が気に障さわって仕方ないというような、かすかに苛いら立だたしげな素そ振ぶりを見せる。

　誇ほこり高い人なので、こういった扱あつかいに白火が甘んじていること自体が許せないのだろう。

　部屋は白火ひとりなら充じゆう分ぶん余よ裕ゆうがあるのだが、長身の帯刀が入ってくると一気に狭せまく感じる。

「このような狭苦しいところに……力が及ばず、すまぬ。この埋うめ合わせは、きっとする」

　帯刀は片手に大きな花束を摑つかんでいた。

「見舞いだ。宮中の庭園から切って来させた。しばしの慰なぐさめにはなろう」

　ばさりと無造作に手て渡わたされ、白火は一ひと抱かかえほどもある花々に顔を埋うずめる形になる。

　赤、薄うす紅べに、白、黄色、橙だいだい。そして青に紫むらさき。

「わあ……っ」

　摘つみ取ったばかりの花の瑞みず々みずしい香かおりが部屋に満ち、空気が華はなやぐ。

　帯刀は花の種類はよくわからないが、せめて少しでも白火の気が晴れるようにとの配はい慮りよなのか、さまざまな色を取り混ぜてあった。名も知らないような珍めずらしい花もあって、見ているだけで楽しくなってくる。
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「とっても綺き麗れいです、ありがとうございます！……あ」

　どこの花はな陰かげに隠れていたのか、一いつ匹ぴきの白い蝶ちようがひらりと飛んで部屋の中を旋せん回かいした。

　一いち巡じゆんすると、細く開けた蔀しとみ戸どをするりと通り抜けて、悠ゆう然ぜんと去っていく。

　白火が蝶に見み惚とれる。

　その横顔をちらりと見、帯刀は目を眇すがめた。

　目が赤い。

　頰ほおに、乾かわいてもいない涙の痕あと。

　そして──文ふ机づくえに所在なくぽつんと置かれた、青い舞扇。

　──あの男を想って泣いていたのか。

　帯刀としては、当然おもしろくはない。けれどいきなり蒼馬のことを忘れろと言うのも酷こくな話だろう。白火がそれほど器用でないことくらいは帯刀も知っている。

　──時を待つしかあるまい。

　急いだりして白火を追い詰めたり、傷つけたりすることは帯刀の本意ではない。腹立たしいが、今は待つことしかできなさそうだった。

「帯刀さま。あの……」

　花々が萎しおれないように、水差しの水を即そく席せきの花か瓶びんに見立てて活いけながら、白火がどこか恐おそる恐る問う。

「何だ？」

「氷見さまは……氷見の帝みかどは、まだオレのことをお疑いでしょうか」

　帯刀は一いつ瞬しゆん息を詰める。

　真実を打ち明けるにはまだ早い。

　ここには、他人の耳もある。いかに宮中衛士と言えど、信しん頼らいできる者は少ない。

「そうですか……」

　帯刀が黙だまり込んだことで、白火はその答えを正しく受け取ったようだった。

「落ち込むな。最善を尽くしている」

　帯刀は、白火の小さな手を取った。

　白火の肩かたがわずかに怯おびえたが、あえて気づかない振ふりを装う。

　帯刀に触ふれられることに、白火は慣れなくてはならない。

　だから、触れることには躊躇ためらわない。白火は帯刀の許嫁で、嫌けん疑ぎが晴れ次し第だい祝しゆう言げんを挙げる身なのだ。慣れてもらわなくては困る。

　ひんやりとした指先に、それでも怯えさせないように唇で軽く触れる。

「──はい」

　白火の声が、震ふるえていた。










　折からの風に吹ふかれて、大輪の百合ゆりの花が一輪、ぽとりと落ちた。
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　蒼馬はこのところ、宮中に日参している。

「蒼馬の若がいきなり参さん内だいしたところで、どうなるというわけでもないだろうに」

　柚木座を訪おとずれた矢涼が首を捻ひねり、朧が蒼馬の部屋の片づけをしながら答える。

「あら、そうでもないみたいよ。蒼馬さまってもともと帝のところへ人目につかずに上がる裏道を知っているみたいだし、蒼馬さまがいると、帝としても便利でしょ？」

　あれだけの人脈や行動力を持つ蒼馬が手足となって動くのなら、確かに氷見としては便利かもしれない。

　貴族たちでは目が届かないような階級に蒼馬は強い。

　佐波宮が謀む反ほんを企たくらんだことを証あかし立てするための証しよう拠こがほしい今、蒼馬の尽じん力りよくは氷見にとっても得え難がたいものになっているらしかった。

「しかし、宮中には帯刀皇子がいるだろう」

「だからこその裏参内なのよ」

「まさか、帯刀皇子にすら秘密にして動いているのか？　あの方は常に帝の近くにいるだろう」

「ところが、そうでもないんですって。式しき部ぶ卿きよう宮のみやとしてのお仕事は別にあるし、意外と離はなれていることが多いみたい。帝には何度も断られたけど、蒼馬さま、押しの一手で役割を勝ち取ったんですって」

　朧も矢涼も日にち輪りん座ざに居ても落ち着かないので、柚木座の離れにたびたびやって来て、時には泊とまり込むこともある。

　白火が一大事だということは日輪座には──一いち陽ようと天てん輪りんは除いて──伏ふせてある。日輪座の厨くりやには芹せりがいるし、笛方も矢涼ひとりではない。

　興行より、白火のほうが大切だ。

　蒼馬がほとんど帰ってこないので、部屋はあまり散らかっていない。

　それでも落ち着かなくて、朧は水で絞しぼった雑ぞう巾きんでせっせと床ゆかを拭ふく。

「毎日毎日朝早くから出かけていって、帰ってくるのは夜遅おそくで、ろくに休んでも居なくて」

　せめて、体力をつけるような食事や、寝ね心地ごこちの良い褥しとねを用意してあげたい。

「あ、朧さん。掃そう除じなら俺、やりますから！」

　通りかかった廊ろう下かから、隼人が勢いよく飛んできた。

「大だい丈じよう夫ぶです。慣れてますし、何かしていないと落ち着きませんし」

「でも、御お客きやく人じんにそんなことはさせられませんよ。貸してください」

「白火のために、柚木座の皆みなさままでお稽けい古この時間を削けずって協力してくださっているんですもの。これくらいさせてください」

　緩ゆるみかけていた髪かみ紐ひもを括くくり直し、隼人が頭かぶりを振ふる。

「白火さんは柚木座の一員なんですよ。それに俺たちは、若わか太た夫ゆうが不在の間、どれだけ白火さんに励はげまされたか」

　だから、今はその恩返しです──そう言って、隼人が微み塵じんも負担を感じさせない表情で朗ほがらかに笑う。

　事情を聞かされてからというもの、座員たちは皆蒼馬に協力的で、頼たのまれて使いに走ったり、さりげなく情報を集めたりするために動いている。

　どのみち蒼馬が土つち蜘ぐ蛛もの一族とは関かかわりがないということを公言しなくては、柚木座は到とう底てい興行を打てない。

　だったらその間に、白火のために何かできることを、と隼人たちが言い出したのだ。

　人手が一気に増えて、蒼馬ひとりでは手が届かないようなところまで耳を傾けることができるようになった。

　白火に罪がないことなど、皆わかっている。

　けれども罪を被かぶせられてしまったというのなら、やるべきことは決まっている。

　無実を信じて、帰りを待つ。

　泣なき寝ね入いりなど絶対にしない。

　ただ黙だまって待っていることなど御ご免めんだ。

「佐波宮さまでしたっけ、その方の罪が明らかになって罪の在処ありかがしっかりとわかれば、白火さんの冤えん罪ざいは必ず晴れると若太夫も仰おつしやっていましたから」

　もうしばらく、頑がん張ばりましょう──雑巾を絞り直しながら隼人がそう言うと、文ふ机づくえの辺りをそれまで無言で片づけていた矢涼が、書き損じらしい反ほ古ご紙の切れ端はしを持ち上げる。

『必ず助ける。待っていろ』

　滾たぎる思いを抑おさえきれなかったのか、蒼馬にしては少し乱れた筆ひつ跡せきで、ただ一文、真しん摯しな思いだけが綴つづってあった。

　誰だれにとは書いていないし、差出人の名前も書いていない。

　読ませるつもりのないこれは、立派な文ふみだ。

　蒼馬から、白火への。

　三人は、こっそりと目配せを交かわす。

　こんなにも正直に想いを記してある文は絶対に白火に届けられるべきだと思った。










　小さな小さな物音に、白火は眠ねむりを妨さまたげられた。

「ん…………？」

　目線だけで辺りを探さぐってみるが、まだ真っ暗だ。閉めきっているので月明かりも入って来ない。

　夕ゆう餉げを済ませて少しして、白火は早はや々ばやと床とこに就ついていた。

　思い立ったときにいつでも稽古の出来る柚木座や日輪座ならともかく、ここでは白火は監かん視しされている身だ。高価な蠟ろう燭そくなどを使ってまでして起きている用事もない。外部と連れん絡らくを取ることは固く禁じられている。

　食事は過度なくらいの量を毎食運び込まれ、日中は貸かし与あたえられた書物を読んだり、手の中でそっと舞まい扇おうぎを閃ひらめかせながら、端はし近ぢかに座って庭を眺ながめて謡うたいを小さく口ずさんで。

　静かに、ひっそりと白火は毎日を過ごしていた。絶えず感じる見張り役の衛え士じたちの気配さえなければ、到底幽ゆう閉へいされているとは思えないほどののどかさだ。

　ただ、見張られているという事実に、どうしても神経が昂たかぶっているのだろう。少しの物音でも、すぐに目が覚めてしまう。熟じゆく睡すいできないから身体からだがいまいちすっきりしない。

　ゆっくりと、少しずつ疲つかれが蓄ちく積せきされていく。

「…………ふう」

　白火は、腕うでを伸のばして寝ね乱みだれた前まえ髪がみをかき上げた。ついでに、ころりと寝返りを打つ。

　──厚こう遇ぐうされているのはわかる。

　毎日清潔な敷しき布ふに取り替かえられる褥は、ふっくらとした日向ひなたの匂においがする。小さな朱しゆ塗ぬりの卓たくの上には白磁の一いち輪りん挿ざしが置いてあって、毎日活いける花を取り替えて運ばれてくる。

　部屋からは一歩も出られないものの、蔀しとみ戸どを開けることはできるので、風を入れることもできる。これだけでもだいぶ違ちがう。薄うす暗ぐらくて湿しめっぽい獄ごく舎しやに繫つながれたなら、白火はもうとうに参ってしまっていただろう。

　──幽閉生活に慣れているっていうのもどうかと思うけどな。

　帯刀に閉じ込められた嵯さ峨が野のの山さん荘そうなどはまだましなほうだった。精神的には追い詰つめられたが、待遇だけなら幼いころのほうがずっとひどかったと言える。

　藁わら葺ぶきの小屋や、黴かび臭くさい蔵くらに手を縛しばられて放ほうり込まれることもざらではなかった。見目好よい芸人の子供を、玩具おもちやのように扱あつかいたいという薄うす汚ぎたない望みを持つ男たちは後を絶たなかった。そのたびに矢涼が助けに駆かけつけてきてくれて、何とかことなきを得ていたのだけれど。

　──永観座の蔵もきつかったけど、時間的には短かったし。

　陽ひも射ささない、風も入ってこない真っ暗で狭せまい空間に閉じ込められると、あっというまに体内の感覚が狂くるってしまう。何も見えず、何も聞こえない。

　今が昼なのか夜なのかわからなくなって頭が混乱して、息苦しいような閉へい塞そく感かんに焦しよう燥そうが募つのる。外の世界と切り離はなされて、真の孤こ独どくを味わわされるからかもしれない。

　──それに較くらべれば今なんて、たいしたことない……だから、大丈夫。

　かさ、とやはり物音が聞こえて、白火は緊きん張ちようしながらもゆっくりと身体を起こした。

「……誰かいるのか？」

　人の気配がする。

　どうやら気のせいではないらしい。見張りを意識して、声は精せい一いつ杯ぱい潜ひそめる。

「カイか？」

　衛士たちが交代する際には潜めた声で一言二言会話を交わしたりするが、それとも違う。

　──でも、カイとも違うような……？

　第一、カイは白火が床に入る前にやってきたばかりだ。

　──誰……？

　白火が不ふ審しんに思ったその時だった。

「──白火。……ここか」

　ふ、と天てん井じようから黒い塊かたまりが降り落ちてきて、苦もなく片かた膝ひざをついて白火の目の前に着地する。

　──矢涼……っ！

　白火は目を瞠みはった。

「声は出すなよ。ここは警備が厳しい」

　いつもと変わらない声こわ音ねでそう告げられ、白火は自分の両手で口を覆おおいながら、こくこくと頷うなずいた。黒い大きな塊が、ふ、と微び苦く笑しようして、手を伸のばす。声は潜められていて聞こえづらいはずなのに、白火にはとてもよく聞こえた。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　こく、と白火が頷くと、矢涼は安あん堵どしたように吐と息いきを零こぼした。

　こうしていると、昔とまるっきり同じだ。

　──どこに閉じ込められても、矢涼がいつも助けに来てくれた。

「思っていたより元気そうだ。安心した」

　──カイが、時々様子を見に来てくれるんだ。帯刀さまも、大丈夫だって言いに来てくれた。オレは大丈夫だよ。矢涼たちは？　オレのことで、なにか巻きこまれたり大変な目に遭あったりしていないか？

　そう聞きたかった。自分は大丈夫だからと矢涼たちを安心させたかったし、安心してほしかった。

　でも今白火が少しでも声を漏もらせば、廊ろう下かや縁えん側がわに詰めている衛士たちが不審に思うだろう。草木も眠る丑うし三みつ時どきは、しんと静まり返って静せい寂じやくが耳に痛い。こんな夜よ闇やみに声を溶とけ込ませて聞き咎とがめられずに喋しやべることは、白火にはできない。

　──大丈夫だから。

　言いたいことを口に出せない代わりに、白火は矢涼の人差し指をきゅっと握にぎった。

　矢涼は一いつ瞬しゆん柔やわらかに微笑ほほえんだようで、けれどすぐに顔つきを引き締しめる。

　宮中はカイの縄なわ張ばりだ。気を緩ゆるめるわけにはいかない。

「心配だったから顔を見に来た。朧に伝えておく。元気そうだと」
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　白火が、目にいっぱい涙なみだを溜ためて頷く。

「……うん」

　それが、精一杯。

　手て練だれの矢涼ですら、この警護の目をかいくぐるのは相当に厳しい。辺りにかなり気を配って、警けい戒かいを怠おこたらない。これほど緊張した矢涼を見るのは初めてだ。

　もしかしたらカイは気づいているかもしれないな、と白火は思う。気づいていて、わざと見み逃のがしてくれているような気がしてならない。

　気をつけて、と声にならない声で告げる白火に、矢涼は軽く頷きを返してすぐに闇に溶けて消えてしまった。去り際ぎわに、何か紙切れのようなものを手に押しつけられる。

　──文ふみ、かな……？　朧からかな？　それとも、父さまかな。

　蒼馬と離れてしまったことも帯刀との祝しゆう言げんのことも、かろうじて朧に説明できただけで、一陽とはそう言えば久しく顔を合わせていない。

　日輪座のために日々粉ふん骨こつ砕さい身しんの一陽は、やんちゃ盛りの天輪は、今どうしているだろう。

　白火を生まれた時から温かく見守ってくれた、日輪座の皆みなは。

「……会いたいな」

　家族と離れてひとりでいると、どうしてこうも急激に寂さびしくなるのだろう。切なくなってしまっていけない。死に別れたわけでも、絶望的に遠く離れた場所にいるわけでもないのに。

　──なんて書いてあるんだろう。誰だれからだろう。

　懐なつかしさと慕したわしさが同時にこみ上げてきて、どうしても夜が明けるまで我が慢まんできなくて。

　白火は物音を立てないように注意を払はらいながら縁側近くににじり寄り、蔀戸の隙すき間まから差し込む月明かりに紙を透すかしてみた。

　かすかにではあるけれど手もとだけが明るくなって、その瞬間、白火はくしゃりと顔を歪ゆがめた。

『待っていろ』

　──……もう、遅おそいんです。蒼馬さま。

　白火はその文を、そっと床ゆかに置いた。

「──さようなら……。蒼馬さま」










　同じ頃ころ、京の一角では、非常に剣けん吞のんな気配が漂ただよっていた。

「おい」

「ん？　何だ？　誰か、何か言ったか？」

　酒に酔よってふらふらと帰き途とについていた佐波宮家の家人を、待ち伏ぶせしていた蒼馬は片かた腕うでで裏路地に引きずり込んだ。

　──用事が済んだっていうのにいつまでもはしご酒で、いい身分だな。

　いささか柄がらの悪い手段であることは認めるが、こうするのが一番手っ取り早いのだ。

　背に腹は替かえられない。

「うわ、おい、何だ？　何者だ!?」

　被かぶり布で顔を覆った蒼馬の声はくぐもって、これではこの長身の男が誰なのか、家人にはわからない。

「静かにしろ。聞きたいことがあるだけだ」

「な、何を聞こうっていうんだ！　俺の仕え先は御ご身み分ぶんの尊い宮家だぞ！　こんなことをして、ただで済むと思うなよ！」

　喚わめき立てられて、ただでさえ最近とみに短くなっている蒼馬の堪かん忍にん袋ぶくろの緒おがぶちっと切れた。

　拳こぶしを握にぎり、男の顔の真横、木の壁かべにめり込む勢いで叩たたきつける。

　男が、ひっと息を吞のんだ。

「酔いは醒さめたか？」

「ははは、はいっ！　それで、御用件は何でしょうかっ」

　恐きよう怖ふに声を裏返らせた男の様子に、わざとゆっくりと威い圧あつするように蒼馬は身を寄せた。

「ららら乱暴は止やめてください！　知っていることなら何でもお話ししますから！　物もの盗とりなら金入れが懐ふところに」

「俺が、物盗りに見えるのか？」

　いくら顔を隠かくしているとはいえ、それは心外だ。

「いえいえ、とんでもない！」

　遊び慣れているように見えて、案外肝きもの小さい男らしい。

　がくがく震ふるえている男の肩かたに腕を回し、蒼馬は嬲なぶるように低く問いかけた。

　買える情報はすべて、柚木座総出で搔かき集めた。

　あとは、強ごう引いんな方法で聞き出すしかない。

「お前は、佐波宮の家人だろう？　教えてもらいたいことがある。屋や敷しきに近ちか頃ごろよく出入りしている役者がいるだろう。そいつの名前を、独り言で言ってくれればそれで話は済む」

「ええええあのでもその、そういったことをみだりに他人に話すことは」

「答えられないのか？　それでは仕方ない」

　蒼馬が男から少し身体からだを離はなし、家人がほっと安あん堵どの息を零こぼす。

　次の瞬間視界を横切った白はく刃じんのきらめきに、引き攣つった悲鳴を上げた。

「言います言います、出入りしているのは、宮さまが御ご贔屓ひいきの静凪さまです。永観座の……っ」

　そこまで言って、男はそのまま気を失って崩くずれ落ちてしまった。

「おい。……たかが刃は物ものひとつ見せただけで気絶しやがって。それでも男か」

　家人を路地脇わきに放ほうり出したまま、被り布の奥で蒼馬はそれにしても、と顔をしかめた。

「静凪だと……？」

　井澄の影かげのようなあの青年が、一体何をしているというのだろうか。

「佐波宮と言えば永観座贔屓で有名な方だが……」

　だからこそ佐波宮で、だからこそ静凪なのかもしれない。このふたりを繫つなぐもので蒼馬が思い当たるものはひとつしかない。

　──天覧能だ。

「そういう、ことか……？」

　黒こく檀たんの双そう眸ぼうにきらりと光が宿る。

　からくりが、少し見えたような気がした。
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「なあに姫ひめさん。考えごと？」

　考え込んでいた白火の肩を、カイがぽんと叩く。

「カイ」

　カイは、暇ひまを見つけてはちょこちょこと白火のもとへとやってくる。カイ自身多た忙ぼうだからなのかそれとも人目につきにくいからなのか夜半にやってくることが多いので、今日のようにまだ明るいうちに顔を出すのは珍めずらしい。

「厨くりやからもらってきた。食べる？」

　カイが片手をひらひらと閃ひらめかせる。

　その手の中には、小さな揚あげ菓が子しがふたつ握られていた。

「俺さ、よく顔見知りの料理人に味見頼たのまれるんだよね。特に味にうるさいわけでもないんだけどね」

　嬉うれしそうに菓子を受け取りながらも、白火は別のことに気を取られる。

「……居るんだ、顔見知り」

　何となく常に忍しのんでいるような印象があるカイだが、案外宮中では知られた存在なのかもしれない。

「いやだな。俺だって普ふ通つうの人間なんだよ？」

「……普通の人間は、足音も気配もなく突とつ然ぜん現れたりはしないだろう」

　粉をこねて丸めてから揚げて、黒くろ蜜みつを絡からめてあるものだ。京でもよく露ろ店てんで売っているような庶しよ民みん的な菓子だが、宮中の揚げ菓子は形が花のようで綺き麗れいだった。

　まだほんのりと温かい。

　カイが思い切りよくかぶりつき、白火も大きく口を開けて齧かじりつく。

「おいしい」

「うん。美味うまいねこれ」

　あっというまにふたりして菓子を平らげて、白火は水差しに手を伸のばした。温かいお茶は頼めば持ってきてもらえるが、白火は頼んだことがない。

　それに、井い戸どから汲くみ上げたばかりの清水を運び込んでもらっているので、充じゆう分ぶんな甘みがある。

「今日は、時間があるのか？」

「ていうか、夜に忙いそがしくなりそうでさ」

「そうか」

「それで、さっき、何考えてたの？」

　あくまでも飄ひよう々ひようとした態度を崩さないが、カイの観察眼は鋭するどい。

　白火がただ考えごとに耽ふけっていたのではなく、悩なやんでいたことをきちんと見み抜ぬいているらしい。

「幽ゆう閉へい生活、つらくなっちゃった？」

「違ちがう」

　待たい遇ぐうだけで言うなら恵めぐまれすぎているほどで、何の不足もない。

　あくまで、待遇だけに限ったことだけれど。

　思い切って白火は、ずっと気にかかっていたことを尋たずねてみることにした。

「……カイ。オレがここにこうしていることで、日輪座や柚木座……の皆みなに迷めい惑わくがかかったりしていないか？」

　蒼馬が土つち蜘ぐ蛛もだとの噂うわさが立ったとき、京人たちは柚木座をも糾きゆう弾だんした。

　自分が宮中に捕とらえられていることで大切な人たちが苦しんでいたらと思うと、居ても立ってもいられない。

「ああ、それ心配してたの」

　カイがうっすらと微笑ほほえむ。

「よくそこまで他人のことばかり気にしていられるよね」

　ぼそりと口の中で呟つぶやいてから、水差しの水を一気に飲み干す。

　濡ぬれた口もとを籠こ手てを嵌はめた腕うででぐいっと拭ぬぐって、カイが答えた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。姫さんの件は、外には漏もれていないから。姫さんが居ないって気づいている人は多そうだけどね」

　囮おとりであることを、白火だけが知らない。

　カイが慎しん重ちように言葉を選びつつ、白火の不安だけを取り除いていく。

　それは、カイが氷見から直々に依い頼らいされた『仕事』だということを白火は知らない。立場上、氷見が白火のもとを訪おとずれるわけにはいかないのだ。

　それに、こういう仕事は帯刀には向いていない。

　使えるものは何でも使う氷見の、適材適所を見み極きわめた采さい配はいである。

「おかしな噂は聞いていないし、何だったら俺、日輪座の様子見に行って来てあげようか。それとも、幼なじみさん連れてくる？」

　カイがやると言ったら、本当に朧をここまで連れてきかねない。

　白火は、慌あわててふるふると首を横に振ふった。

「いや、大丈夫だ。……皆が大変なことになっていないならいい」

「まあねえ……柚木座も、この間っからずっと大変だもんねえ」

「──うん」

「日輪座は大丈夫だけど、他ほかに気になる人はいる？　姫さんのことを捜さがして騒さわがれるとちょっと困るんだよね」

「それは……確かに、そうか、な……？」

　カイの物言いが何だか妙みような気がして内心首を傾かしげつつ、白火は考えを巡めぐらせてみた。

　白火に嫌けん疑ぎがかけられていることで、柚木座と日輪座のほかに影えい響きようが出そうな人物はいるだろうか。白火にとっての近しい人。

「最近会った人とかさ」

「興行関係の打ち合わせもしばらくなかったし、第一それは柚木座の縁ゆかりだし……」

　ゆっくりと考えてみて、一件だけ思い当たる。

「あとは、永観座かな」

「永観座ぁ？」

　何でまた永観座が、とカイが鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食ったような微び妙みような顔をした。

　くすくすと笑いながら、白火が頷うなずく。

「最近お会いしたのは井澄太た夫ゆうと静凪さんだけだけど……永観座の方々とは行き来があるぞ」

「え？　だって、今まで天覧能を独どく占せんしていたのが永観座なんでしょ？　永観座的には、姫さんや柚木座のことは良くは思っていないんじゃないの？」

　他人の目から見ると、そういうふうに映るのか──変に感心しながら、白火の返事は淀よどみない。

「そんなことはない。今回の天覧能が特別だったことは皆知っているし。永観座の皆さま方はそれほど心が狭せまくないよ」

　そう捉とらえているのは姫さんだけかもしれないよ──と。

　吐はき出したい毒を力ちから業わざで吞のみ下して、カイが続ける。

「じゃあさ、姫さんは永観座と会ったりしているってこと？　最近？」

「ああ。──それが、何かあるのか？」

　不思議そうに白火が尋ね、カイがにこにことした笑みを浮うかべてあぐらをかいたまま、身体からだを左右に揺ゆらして遊ぶ。

「そっか～。永観座とも交流あるんだ」

「交流というか……」

　井澄から求きゆう婚こんの申し出があったことを口にするのは、恥はずかしかった。それでも事実は事実としてきちんと説明しておかなくては、と白火の律りち儀ぎさがここでも発揮される。

　そうされるように、カイが誘ゆう導どうしている。

「……姫ひめさん、もててるね」

「そういうのじゃない。井澄太夫はオレを……舞まい人としてしか見てはいないから」

　あの井澄に認められ求められたということは、確かに誇ほこらしいことではあるのだけれど。

　それは恋こいとは違う。

「そろそろ戻もどるね。またね、姫さん」

「わざわざありがとう。カイも忙しいのに」

「気にしなくて良いよ。俺も良い息いき抜ぬきになってるし」










　天てん井じよう裏うらを通り抜け、カイは白火の部屋から氷見の私室へと戻りつつ呟く。

「永観座だよ永観座」

　鼠ねずみの巣に蜘蛛くもの糸、綿わた埃ぼこりに野鳥の羽根。お世辞にも綺き麗れいとは言えない天井裏は時折間者が潜ひそんでいるくらいで、普ふ段だんは誰だれも居ない。

「氷見さま、変なところから繫つながったよ」

　白火が永観座と繫がっている。

「そうだとしたら、永観座が若太夫さんを追い落とそうとするのに、明確な理由ができる」

　白火が欲しくて、その障しよう壁へきが蒼馬だと、永観座が判断したというのなら、話の筋はあっけないほどあっさりと通る。

「……ところで、永観座の、誰かな」

　どこか楽しげに言いながら、カイは氷見のもとへと急いだ。
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　蒼馬から文ふみが届いたことを言い出しづらくて、向かい合って座ったまま、白火は言葉を探す。

　帯刀が気を悪くするかもしれないし、白火自身、できれば帯刀に蒼馬のことを話したくはないと思っている。繊せん細さいで複雑な問題で、とても白火の言葉では処理しきれそうにないからだ。

　自分自身でも持て余しているものを、説明するのは難しい。

　帯刀からもらった花束はまだ大半が元気で、甘い芳ほう香こうを漂ただよわせている。今はその花の香かおりの中に極ごく上じようの伽きや羅らが混じって、白火の髪かみや素す肌はだにまとわりつく。

「ええと……あの……帯刀さま？」

「何だ」

「いえ……何でもない、です」

　蒼馬から文が届いたことを、帯刀はカイから聞いて知っていた。

　何となく聞きづらくて、帯刀は悶もん々もんと黙り込むしかない。

　蒼馬が何を今いま更さらとも思ったが、面と向かって文の内容を詰きつ問もんするのはいかにも狭きよう量りような男のようで、帯刀の矜きよう持じが邪じや魔まをする。

　それに言葉を操あやつるのはもともと得意ではないし、どういう聞き方をすれば白火が傷つかずに済むのかわからない。

「──白火」

「はい、何でしょうか？」

「────いや。何でもない」

　あれ以降、帯刀も二日に一度ほどの割合で、白火のもとを訪れる。訪れる毎ごとに滞たい在ざいする時間が延びて、何を話すというわけでもなく、ただゆったりと時を過ごすことが多い。

　祝しゆう言げんなどの込み入った話も衛え士じたちの監かん視しつきではしづらいようで、白火としては申し訳ないと思いながらも、ほんの少し救われる思いだった。

　政務の合間を縫ぬうようにしてやってくるので半刻から一刻ほどの時間なのだが、いつも白火は喜んで帯刀を迎むかえている。話し相手ができるのが、単純に嬉うれしいからだ。

　毎日ほとんどの時間をひとりで過ごさざるを得ないので、たまの話し相手は貴重だ。

　まとわりつく仔こ猫ねこのような白火の話を、いつも帯刀は優やさしい微び笑しようを浮かべて聞いている。

　けれど、今日は少し様子が違ちがった。

　それは白火も気づいている。

　──帯刀さま、何だか怒おこっている……？

　雰ふん囲い気きがぴりぴりとしていて話しかけづらい。自然と白火も口を噤つぐんでしまい、ただただ静かな、少し他た人にん行ぎよう儀ぎな時間が流れていく。

　手持ちぶさたで、花か瓶びんに活いけ直した花の、萎しおれてきた葉をむしる。元気のなくなった葉を取り除いておくと花が長持ちする。

「……？」

　ふと視線を感じて帯刀の方を向くと、帯刀がとても優しい眼まな差ざしを向けていて、白火は思わずたじろいでしまった。

「帯刀さま？」

「花が好きか」

「はい。綺麗ですし、香りも良いですし。今までは食べられるお花ばっかり見ていたから、こういう風に楽しんだことがあまりなくて。優ゆう雅がな感じで、まるでお姫さまになったみたいです」

　白火の答えに、帯刀が少し表情を綻ほころばせる。

「また持ってこよう」

「ありがとうございます」

　帯刀の表情が和やわらいだのを見、白火は蒼馬からの文のことを切り出そうとした。夫婦めおとになると覚かく悟ごを決めたのだから、白火は蒼馬についていくつもりはない。そのことを、帯刀に知っていてほしかった。隠かくし事は苦手だし、隔へだたりを作るだけだ。

「あの」

　口を開きかけたその時、帯刀の眉み間けんがぴくりと反応する。カイが合図でも送ってきたのだろう。式しき部ぶ卿きよう宮のみやとしての任務のほかに氷見の補ほ佐さも兼かねているこの皇子は、本当に多た忙ぼうだ。

　立ち上がった帯刀に、白火も慌あわてて立ち上がる。

「また来る」

「……はい」

　よほど急ぎの用事でもできたのだろうか。少し速歩で渡わたり廊ろう下かを歩いていく帯刀の後ろ姿を部屋の中から見送り、白火は小さなため息をついた。

　──どうやって見送ったらいいのかわからない。

　許嫁いいなずけなのだから、帯刀の出立の際には指をついて見送るべきなのかもしれないが、ここは帯刀の屋や敷しきではない。それに、かけるべき言葉もわからない。

「帯刀さまのお屋敷だったら、『行ってらっしゃいませ』なんだろうけど……オレが今ここで『行ってらっしゃいませ』って、何か違う気がするしなあ……」

　口の中でもごもごと呟つぶやいて、蔀しとみ戸どを閉める。帯刀との距きよ離りは、近いようでいて遠い。遠いけれども、以前ほど遠くはない。少し、縮まっている。

　近くて遠い。

　遠くて近い。

　花瓶に活けて新しん鮮せんな水をたっぷりと与あたえられている花が、少しずつ萎れていく。










　その知らせを受け、氷見が鋭するどく叫さけぶ。

　──繫がった……！

「帯刀を呼べ！」

　カイからの話と、蒼馬の集めた情報と。

　重なって、繫がって、ようやく謎なぞが解けた。

　氷見は声高に呼ぶ──右みぎ腕うでたる、剣つるぎの皇子みこの名を。

「何事だ」

　すぐさま帯刀がやってきて、氷見の大声に顔をしかめる。

　その不ふ機き嫌げんにさえ気づかないほど興奮して、氷見は顔を輝かがやかせた。

「繫がった！　これから一気に炙あぶり出すぞ！」
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　俗ぞくに逢おう魔まが時と呼ばれる夕暮れに、白火は呼び出された。

　久し振ぶりに幽ゆう閉へい部屋から出ることを許され、渡り廊下から、夕ゆう陽ひが沈しずんでいくのを見る。冬特有の熟うれた柿かきのような濃こい色が消えて、陽が落ちるのが日に日に延びていく初夏の終わり。

　この時季は雨が降ることが多いが、今日は爽さわやかに晴れたので夕陽もくっきりと美しかった。

　嫌けん疑ぎがかけられている立場なので当然といえば当然なのか、前後左右を衛士にぴたりと固められての移動とはいえ、久々の外は嬉うれしかった。

　先導されるままに幾いく筋すじもの渡り廊下を渡って、通されたのは前と同じ板いた敷じきの大広間だった。どうやらここが、日常的に政まつりのごと場として使われている場所らしい。

「来たか、舞まい姫ひめ」

　そこにはすでに氷見と帯刀、そして下座には何故なぜか静凪が控ひかえていた。人ひと払ばらいがされているらしく、見張りの衛士の気配も少し遠い。白火を連れてきた衛士たちもすぐさま下がり、白火は指示された円坐に腰こしを下ろした。

　ここが白火の席ということらしい。三人ともの顔をちょうど見渡せる場所だ。

　静凪はひどく青ざめて硬かたい顔つきをしていた。

「どうして静凪さんがここに……？」

「──この者だ」

　唐とう突とつに氷見にそう言われ、白火は思わず聞き返す。

「何のことですか？」

　氷見と帯刀はすべてを理解し、理解したゆえに納なつ得とくしきれずにいる。

　静凪が何をしたのかはわかったが、一体何をしたかったのか──何を望んでいたのかが、さっぱりわからない。

　真実を知っているのは、張本人の静凪のみだ。

「未いまだ罪を認めてはおらぬが、この者こそが叔父おじ宮──佐波宮に甘かん言げんを吹ふきこんで謀む反ほんを唆そそのかし、蒼馬が土つち蜘ぐ蛛もだという噂うわさをまいた張本人だ」

「──そんな……っ！　何で、静凪さんが!?」

　突とつ拍ぴよう子しもなさすぎて、白火は慌あわてて静凪のそばににじり寄った。衛士たちも、もう白火の身を拘こう束そくしない。

「静凪さん。何かの間ま違ちがいですよね？」

　茫ぼう漠ばくとした投げやりな、心ここにあらずといった眼差しがいつもの静凪らしくなかった。

　そのことが白火は怖こわい。直感で、氷見の言っていることが正しいとわかってしまっているからかもしれない。

「舞姫。この者は、そちとは違ってれっきとした理由がある」

　佐波宮の屋や敷しきの使用人たちやそこに不自然に出入りしていた人相の悪い男たち。

　佐波宮から静凪に与あたえられたという多額の金子。証言の他ほかにも、まだまだ裏付けとなるものは出てきそうだった。

「だって、どうして静凪さんが」

　白火の知っている静凪は控えめで気がよく回って、こんなことを画策するような人ではない。確たる証拠があるとは言われても、すぐには信じられない。

「動機にも幾つかの疑問はあるが……」

　証拠は衛え士じを始めとする宮中組織が集めたが、蒼馬の活かつ躍やくもなかなかに役立った。佐波宮と静凪の繫つながりに一番初めに気づいたのは蒼馬だ。

　そこから一気に繫がった。

「蒼馬を京に居られなくすれば白火が永観座のものになるとでも思ったか、ひいては柚木座を追い落とし、天覧能の復権を願ったのか」

　そして。

「かねてより目をかけられていた叔父宮の寵ちよう愛あいをいいことに、永代に永観座への庇ひ護ごを望んで、叔父宮を帝てい位いに就つけようとしたのか──」

　そこで氷見は一度言葉を句切る。

「まあこれは、あくまで余の推測に過ぎぬがの」

　だが、どれもが恐おそらく外れてはいない。そしてそのどれもが、静凪の一番の望みではない。

　静凪は固く口を閉とざして何も語ろうとはしない。

「これから尋じん問もんを重ねていくうちに、おいおいとわかってくることもあるとは思うが……どうしても聞きたいことがある」

　黙もく秘ひは犯人の最後の権利として認めはするが、それとこれとは話が別だ。

「これは勅ちよく命めいである」

　勅命という言葉に、白火は慌ててその場に平へい伏ふくした。

　氷見の命令。

　今きん上じよう帝ていの命令は絶対だ。逆らうことは許されない。

　帝王の威い厳げんを滲にじませて、氷見の声が鋭えい利りさを帯びる。

　白火も帯刀も静凪も、誰だれもがひれ伏ふして下問を待つ。

「そちは、舞姫に罪を被かぶせようとしたのか」

　その言葉に、白火はひどい衝しよう撃げきを受ける。

　──静凪さんが……？

　その考えを打ち消す。

　──そんな、まさか。

　怖い人だと思ったことはあるけれど、憎にくまれていたとは思えない。

　いつだって冷静で気が利きいて、人一倍永観座に──井澄に誇ほこりを抱いだいていて。

「答えよ」

　囮おとりにしたとはいえ、それは氷見が白火の無実を信じてのことだ。

　もし氷見が白火のことを信じていなかったら、今いま頃ごろ白火は謀反を企たくらんだ大罪人として首をはねられていたかもしれないのだ。

　罪そのものは詰つめが甘く、受けた被ひ害がいには目を瞑つぶることもできる。被害を受けたことよりも、矜きよう持じを傷つけられたことに宮中人は我が慢まんできない。

　けれどその咎とがを白火に着せようとしていたというのなら話は別だ。

「……今いま更さら私の言葉を信じていただけるとは思いませんが……」

　静凪が、声こそ小さいながらもしっかりとした受け答えをする。

「そのようなことになろうとは、想像しておりませんでした」

「それは誠まことか。それすらも偽いつわりであったと知れたときには私は容よう赦しやせぬぞ」

　帯刀の怒いかりを押しこめた声こわ音ねが空気を震ふるわせ、内心の怒りのほどを知らしめる。

「誓ちかって。私とても、井澄太た夫ゆうの伴はん侶りよとなられる御お方かたに、要いらぬ傷などつけたくはありませんでしたから」

　わざと、悪びれることなく言い放つ。

　それが静凪にとっての譲ゆずれない事実だからだ。

　反省の色の見えない静凪に、処置なしというようにため息をついた氷見が、最後に問う。

「そち、何故逃にげなかった？　叔父宮が拘束されてからでも時間はたっぷりとあったであろうに」

　少なくとも、逃げようと思えば逃げることはできたはずだ。

　佐波宮がうっかり紅くれないを拉ら致ちしていると口を滑すべらせたときから、氷見の使いが永観座に静凪を迎むかえに行くまで。

　それでも、静凪は逃げなかった。

「どこへ……？」

　静凪が、心底疲つかれ果てた様に尋たずね返す。

　どこまでも透すき通るように冷静で、冷れい淡たんで、どこか壊こわれてしまったかのような、そんな声で。

「どこへ行けと仰おつしやるのです……？」

　井澄の隣となり以外、どこにも自分の居場所などありはしないのに。

「永観座以外に、私の居場所など」

　もっとも、こうして罪が明らかになった時点で静凪は永観座とは縁えんを切るつもりでいた。

　この愚おろかしい罪に、永観座を──井澄を巻きこむわけにはいかない。

　破門される前に自らあの舞まいの極きよく致ちから縁を切って守り通さなくてはいけないと以前から覚かく悟ごを決めてはいたけれど。

　いざそうなってみると、心の底から震えるほどに寂さびしかった。あの輝かがやかしい人の隣に──もう、二度と戻もどれない。

　ひどく静かな、静かすぎる面おも持もちで、静凪が白火を見つめる。

　憎ぞう悪おすら孕はらんだ、泥でい眼がんの眼まな差ざしで。

　白火がびくりと身を竦すくませずにはいられないほど強く、強く。

「──貴女あなたのせいですよ」

　白火は顔色を失う。

「オレ、の……？」

　荒あら々あらしく立ち上がった帯刀が、憤ふん怒ぬの形相で指示を飛ばした。

「……こやつを獄ごく舎しやへ連れて行け！」










「オレのせいって、どういうことですか……？　オレのせい、なんですか……？」

　小刻みに全身を震わせて、白火の声がか細く揺ゆれている。

　帯刀は咄とつ嗟さに白火の目の前に屈かがみ込んで視線の高さを合わせ、宥なだめるように顔つきを和やわらげて見せた。

「あの者の世よ迷まい言に耳を貸す必要はない」

「……でも」

「少し休め。真っ青さおだぞ。温かなものでも飲んで、心を落ち着かせるが良い。それとも気を鎮しずめる薬湯のほうが良いか」

　続けてそう言われてしまっては、白火としてもそれ以上我がを張ることができない。

　家族や身内相手だったらわがままも言えるのだが、相手が帯刀だとそうもいかない。もとが人見知りなためか、白火が何も考えず無意識のうちに甘えられる人間は限られている。

「白火を部屋へ」

　衛え士じに目配せをして、自身に与あたえられている部屋へ送り届けるよう指示を出す。帯刀は衛士の束ね役でもあるので、静凪が獄舎に入れられたことなどの報告を受けなくてはならない。

　だから付き添そっていてやることはできないが、帯刀の部屋なら白火は安全だ。

「でも、静凪さんに話を」

　蒼そう白はくになって、白火はそれでも気き丈じように言い募つのる。

　──オレが、静凪さんを苦しめていたのか……？

　白火が知らず知らずのうちに、何かをしてしまったのだろうか。

　静凪の話を聞きたい、と切に願う。

　けれどその望みは、きっぱりと断られてしまった。

「それは、そなたが落ち着いてからだ」










　白火を衛士たちに送らせた後、氷見はのそりと座所から降りた。

「帯刀」

「何だ」

「……そち、本当に舞まい姫ひめと祝しゆう言げんを挙げるつもりか？」

「何か問題でも？」

　檜ひ扇おうぎの先を口にあてがい、氷見が意味深な目で帯刀を見る。

　白火は帯刀に対して従順な様子を見せているが、完全な信しん頼らい関係ゆえのものだとは思えない──少し怯おびえているように見えるのは気のせいだろうか。

　白火と帯刀がそういう仲になった理由は、氷見は薄うす々うす察しているのだけれど。

　──そこまでして、舞姫がほしかったか。帯刀よ。

「帯刀」

　けれど、人の心は縛しばれない。

　そのことは、氷見が誰だれよりも一番よく知っている。

「だから、何だ」

「いや……そちが良いと言うならそれで良いがな」

「歯に衣きぬ着せたような物言いはそなたらしくない」

「そうか？　余はただ、大切な従兄いとこどのに幸せになってもらいたいと思っただけだ。そうだ、この件の処理をできる限り進めておかねばな」

「待て」

　追つい及きゆうしようとする帯刀の声に聞こえない振ふりをして、ぽんと手を叩たたいた氷見はさっさと大広間を出て行ってしまった。

「──相変わらず逃げ足の速い……」

　取り残された帯刀が、氷見の台詞せりふを思い返してかすかに眉み間けんに皺しわを寄せる。

　氷見の言いたいことなど、わかっている。










「御おん身みさま、お髪ぐしをお梳すき致いたしましょうか」

　宮中仕えの身み綺ぎ麗れいな女によ官かんたちが次から次へとやってきて、あれこれ白火の世話を焼こうとする。

「御身さま、爪つめのお手入れを致しましょう。さあ、どうぞお手をこちらに」

　帯刀の意を汲くんでいるのか、数人の女官たちがにこやかにそう言って手道具を広げていく。

「何かお召めし上がりものを持って参りましょうか。水みず菓が子しなどいかがですか。早生わせですけれど、もう桃ももが届いております。甘みも強くて瑞みず々みずしゅうございますわ。それとも、もっとお腹なかの塞ふさがるものに致しましょうか。夜分でございますから、粥かゆなどいかがでございますか」

「い、いえ、あの、オレは何も」

　白火はできることなら壁かべにでもへばりつきたい気持ちを懸けん命めいに抑おさえて、茣ご蓙ざの上で礼れい儀ぎ正ただしく膝ひざを揃そろえたまま首を振った。

　何というか、苦手なのだ。

　何度かこういう高貴な女性たちに身み支じ度たくを整えてもらったり何くれとなく世話を焼いてもらったことがあるが、必要以上に飾かざり立てられるし、どう接したらいいのかわからなくて、白火としては困こん惑わくするしかない。

　それに、白火の美び貌ぼうを前にした女性たちの目は怖こわいのだ。日ひ頃ごろ磨みがいている腕うでを思う存分発揮できると言わんばかりの女官たちの迫はく力りよくある眼差しに、白火はいつも圧あつ倒とうされてしまう。

　脱だつ兎とのごとく逃にげ出したい気持ちを抑えてなんとかやんわりと断りきることができたのは、生まれついての接客稼か業ぎようの賜たま物ものだ。

「お気持ちはありがたいのですが」

「まあ。ご遠えん慮りよなさる必要などございませんのに」

　宮中の女官は、高位の貴族の姫たちや才女たちが行儀見習いを兼かねて上がっているという。

　ひとりにしてほしい、と控ひかえめに懇こん願がんすると、

「それでは、何かございましたらすぐにお呼びくださいませ」

　と、少し残念そうではあるが速すみやかに下がっていく。

　それが彼女たちの仕事なのだと理解はしているが、基本的に貧びん乏ぼう育ちなので白火が受け入れられることは少ない。

　帯刀の妻となったらこういうことにも慣れなくてはいけないのかなと、ふと思う。

　華はなやかな衣きぬ擦ずれの音が遠ざかったあとはすぐに宮中お抱かかえの医師がやってきて、気持ちが落ち着く効果があるというお茶を持ってきてくれた。

「ありがとうございます」

　今回はさすがに断り切れず、湯気を立てるそのお茶を、ゆっくりゆっくりと冷ましながら口に運んでいるうちに確かに少し落ち着いてきた。

　どきどきと不安に高鳴り続けていた心の臓が落ち着いて、すっかり冷たくなっていた指先に血の気が戻もどる。

　そこへ、諸もろ々もろの指示を出し終えた帯刀がようやく戻って来た。

　時刻にして、二刻ほども経たったころだろうか。

「帯刀さま！」

　ぴょんと立ち上がって駆かけ寄った白火を、帯刀は鷹おう揚ように迎むかえる。

「もう休んでいるかと思っていたが」

　待ちくたびれて眠ねむっていると思っていたらしい。少し驚おどろいている様子がわかって、白火は得意げに胸を張った。

「オレは、それほど子供ではありません」

　実際には女官たちがなかなか解放してくれなかったので眠くなる暇ひまもなかっただけなのだが、それは黙だまっておく。

「静凪さんは」

「獄ごく舎しやにて落ち着いている。案ずることはない」

「そうじゃなくて」

　帯刀としては、白火を静凪に会わせたくないのだろう。何とかして煙けむに巻きたいようだが、白火はもう誤ご魔ま化かされない。

「会わせてください。お願いです。静凪さんの気持ちが知りたいです」

「知って何とする」

「それは……」

「そなたには関係のないことだ」

「か、関係ないということはないと思います！　静凪さんは、オレの名を口にされました！」

　言いくるめるつもりが逆に正論を突つきつけられてしまい、帯刀が口を噤つぐむ。

　口先では誤魔化せないことを悟さとったのか、そのまま、さりげなく顔を背そむけてしまった。

　逃がすものかとばかりに白火はつま先立って帯刀と目を合わせようとする。

　が。

　──と、届かない……。

　ただでさえ帯刀の背は高く、その差は大きい。

　帯刀の胸にしがみつくような形になって白火はすっかり浮ういてしまっている足をばたつかせた。

「何がしたいのだ、そなたは」

　からかい半分、呆あきれ半分の顔つきで、帯刀が白火の腰こしに片かた腕うでを回す。こうして支えていれば白火は落ちないが、その代わり、帯刀の腕からも逃のがれられない。

　びくっと、罠わなにかかった兎うさぎのように白火が身体からだを強こわ張ばらせる。

「怖がるな」

　帯刀が、そっと唇くちびるを寄せていく。

　白火の唇を味わうのは、今日が初めてではない。嵯峨野の山さん荘そうで無む理り矢や理り奪うばったあの口づけは、涙なみだの味がした。

　祝しゆう言げんを挙げるということは、単なるままごと遊びではない。

　こういうことなのだ。

　白火も、それを理解はしているらしい。ぎゅっときつく目を瞑つぶりながらも、逃げようとはしなかった。

　ただ、震ふるえていた。

　こらえようとしてもこらえきれずに、かたかたと震えていた。

　帯刀の脳のう裏りに、不意に先ほどの氷見の言葉が蘇よみがえる。

『そちが良いと言うならそれで良いがな』

　それで良い、と帯刀は思う。己おのれ自身で決めたことだ。

　だがわずかに迷う。

　白火は──帯刀の傍かたわらにいて、幸せになれるだろうか、と。

　──幸せにしてみせる。どれほど時間がかかろうと必ず。

　浮かんだ迷いをはじき飛ばして、帯刀は唇を寄せる。

　あまりに震え続ける白火が憐あわれで、唇を避さけて、白はく桃とうのごときやわらかな頰ほおに。

　──これが、私の最大限の譲じよう歩ほだ。
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　静凪は、あれ以降頑かたくなに口を閉とざしているという。

　押し問答を繰くり返し、ようやく白火は押しの一手で獄舎を訪おとずれていた。

「良いか。牢ろうの中へ入ることは許さぬ。それが条件だ」

　石を敷しき詰つめた床ゆかは、歩く度たびにこつこつと音が響ひびく。少し湿しめっぽくて気温が低いから肌はだ寒ざむい。ふるりと身体を震わせた白火を、前を歩く帯刀が気き遣づかう。

「──だから止やめておけば良いものを」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです。そんなに冷える季節でもないですし」

　いったん言い出したら白火はとことん頑がん固こになる。それを目まの当たりにして、それまで不ふ機き嫌げんだった帯刀がふっと口もとを綻ほころばせる。

「何ですか？」

「いや……そなたらしいと思っただけだ」

　帯刀に道案内され、そろそろ静凪の閉じ込められている石牢へ着く。

　その手前で帯刀は足を止め、白火を見下ろした。

　手にしていた紙し燭そくを白火に渡わたす。

「刻限は半刻。それ以上は認めぬ。何かあればすぐに声を上げよ。私はここにいる」

「わかりました」

　寒さだけではなく緊きん張ちように青ざめながら、白火がすっと息を吸い込む。

「……行って参ります」

　暗くら闇やみに閉ざされた石牢へと、白火は足を踏ふみ出した。
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　こつ、こつ、と、小さな足音がゆっくりと近づいてくる。視野の利きかない薄うす闇やみの中を転ばないように恐おそる恐る、けれども一歩ずつ近づいてくる物音がする。

　自失の態ていでいた静凪はその音に導かれるように、ふと己を取り戻した。

　ここは牢ろう獄ごく。

　静凪の辿たどり着いた、罪人の最後に沈しずむ場所だ。

「……来ると思っていましたよ」

　紙燭をかざして訪れた小さな人ひと影かげに、そう声をかける。

　白火が、不意に泣き出しそうに顔を歪ゆがめた。知り合いが牢に入っている姿というのは、見るほうがつらいのかもしれない。頑がん丈じような牢なので拘こう束そくされてはいないが、天てん井じようからは水すい滴てきが滴したたり落ちて床を鼠ねずみが鳴きながら走る。衛え士じたちは影かげに徹てつし、語らいに口を挟はさむことはない。

「……静凪さん。オレ、どうしても静凪さんに聞きたいことがあって」

「わかっています」

　先ほどの、あの言葉を気にしているのだろう。

　実際に口にするつもりはなかった。

　それでも、ぽろりと口を衝ついて出てしまった──あれは、静凪の噓うそ偽いつわりのない本音だったのだろう。静凪自身自覚すらしていなかったけれど。

「わかって、います」

　ぼんやりと壁かべに身をもたれさせていた静凪は、だらりと行ぎよう儀ぎ悪わるく足を投げ出したまま呟く。

　白火もこの件には深く関かかわっているのだ。蚊帳かやの外にすることはできないし、白火には知る権利がある。

　黙り込んで静凪の胸ひとつに収めることもできるけれど、今、静凪の中では誰だれかに聞いてもらいたい、打ち明けたいという欲よくが芽生えていた。心にひそむ重い澱おりを吐はき出し、自由になりたい──そう思ったからかもしれない。

　本当は、墓場までこの身ひとつに抱かかえて持って行くつもりだったけれど。

「お座りください。少々長い話になりそうですから」

　格こう子しを隔へだてて、表と裏──あるいは、光と影。

　静凪は白火になりたかった。井澄と並んで立つことのできる、表の存在に。

「はい。失礼します」

　格子の手前、手を伸のばせば触ふれられるような場所を白火が選んで、紙燭をそばに置いて石床にじかに腰を下ろす。小さな小さな手灯あかりが、静凪をほのかに照らした。

　暗闇にすっかり目が慣れていたと見えて、そんな灯りでさえも目を射る。眩まぶしさに目を瞬またたかせながら、静凪は問いかけた。

「貴女あなたは何故なぜ、井澄太た夫ゆうの手を取らなかったのですか」

　静かに静かに、静凪が問う。その名の通り静凪は常に密ひそやかに凪ないで、自分から目立つ位置に立つことはない。

　影。

　静凪は永観座の──井澄の影。

　静凪はずっと白火に問いたかった。

　能楽界の至宝、井澄に望まれておきながら、何故その手を取らなかったのかと。

「私にはそれが、どうしても許せなかった」

　井澄の隣となりに堂々と立つことを唯ゆい一いつ許された存在が、井澄の伴はん侶りよとなる女性だ。太夫の妻は本来控ひかえて影に徹するべきだが、白火は立場が違ちがう。井澄が認めた才能があるのだ。

「井澄太夫と『二ふた人り静しずか』を舞まう栄えい誉よも得ることができたでしょうに」

　井澄の『二人静』は絶品だ。井澄の隣に白火が並んで舞う『二人静』は能の美しさを余すところなく表現して素す晴ばらしいものになったことだろう。

「そんな機会を摑つかんでおきながら、貴女は」

　許せないと思った。

　静凪がどれほど尽つくしても望んでも、静凪は井澄の妻にはなれない。井澄のあの舞いについていけるほどの舞いは舞えない。

　白火は、静凪が羨うらやむすべてのものを持っていた。

「貴女は、舞えるのに……！」

　女によ人にん禁制の掟おきてを井澄に破らせるほどに魅み了りようしておいて、何が不足だというのか。井澄と同等に舞うことができるなら、静凪はどんなことだってしただろう。

「静凪さん…………」

　白火はじっと耳を傾かたむけている。どこかが痛むように眉まゆ根ねをきゅっと寄せて、苦しげな顔で。

「蒼馬どのの秘密を知ったのは、ほんの偶ぐう然ぜんだったんです。天覧能の後の花の宴うたげの席で、酔よった佐波宮さまがぽろりと口になさって……そのときおそばにいたのは、幸か不幸か私だけでした」

　由ゆい緒しよ正ただしい永観座を佐波宮は贔屓ひいきにしていたし、奥ゆかしく出しゃばらない静凪に殊こと更さらに目をかけていた。佐波宮は重臣のひとりとして、大おお江え山やまの騒そう動どうの際に蒼馬が土つち蜘ぐ蛛もの出身だということを知っていた。

「私とて京に住まう者として、帝みかどには敬意を払はらっています。佐波宮さまが日ひ頃ごろどれだけ文句を口になさっても、本気で謀む反ほんなど起こすはずがないと思っていました」

　だが、佐波宮の要求は帝てい位い、それのみだった。

　宮中での宴の際に静凪以外がそばに上がってこないほど、佐波宮は打ち捨てられた存在だった。佐波宮も影。決して光の下には立てない。光にはなれない。

　わずかに感じた憐れん憫びんが、静凪を困こん惑わくさせた。

「蒼馬どのを京から追い出すために、態ていよく利用させていただくだけのつもりだったのですが」

　蒼馬がいなくなれば、白火は必ず井澄の手を取る。

　その機会を、静凪は作った。

「ですが、宮中の秘された情報を聞き出すためには佐波宮さまの懐ふところ深くに入り込む必要がありました。そのために、実際には無む謀ぼうだと思えるほどの謀反の計画を」

　その結果佐波宮は人を雇やとって紅を大江山から拉ら致ちし、狼ろう藉ぜき者に土蜘蛛の面を被かぶせて京を荒あらさせた。

　いずれ自身が帝てい冠かんを戴いただけるものと信じて。

「──自分が何をしているのか、わからなくなりました」

　静凪の背後に彼を吞のみ込む深しん淵えんが見えた気がして、白火は慌あわてて首を振ふった。

　──あれは。

　絶望の闇やみ。

『道どう成じよう寺じ』の姫ひめが堕おちてしまった、恨うらみや嫉そねみ、悲しみの淵ふち。

「静凪さん。オレは」

　白火は必死に言葉を探した。

　こういう時に言いたいことも言えないような口なら要いらない。こんな時だからこそ、言葉が必要だ。静凪の閉とざされた心に響ひびくような、白火の本音を綴つづるものが。

「井澄太夫と静凪さんの『二人静』が好きでした。あんな風に舞ってみたいと憧あこがれて、息がぴったりのおふたりに魅了されて」

「それは、井澄太夫の舞いが素晴らしいからです」

「おふたりの、って言っているでしょう！　あれは井澄太夫と静凪さんだからこその舞いだって、オレ、以前にも言いましたでしょう！」

　確かに以前、白火は静凪にこう言ったことがある。

『井澄太夫と静凪さんだからこその息の合い方なんでしょうね。寸分のずれもなくて憧れます。あの域に達するには、長年の積み重ねがいると思いますし』

　静凪はそれを井澄への賛辞として受け流してしまったけれど、あれには静凪への賛辞も含ふくまれていたのだ。

「井澄太夫と寸分の狂くるいもなく合わせられる人なんて、この世にきっと静凪さんだけですよ」

　あの非ひ凡ぼんな舞い人と合わせることなど普ふ通つうは出来ない。迫はく力りよくに吞み込まれて萎い縮しゆくするか破は綻たんする。それか井澄に張り合ってしまい、『二人静』特有の相あい舞まいのふたつ並んだ水すい紋もんのような、神秘的な美しさを表現することはできなかっただろう。

　井澄の呼吸の仕方から舞いの癖くせまで、あらゆることをひとつひとつ知り尽くしていた静凪だからこそ、あの相舞は成立していたのだ。

　それを静凪はわかっていない。自分は影だという思い込みに目を曇くもらせて、真実を何も見ていない。

「今となっては、どうでもいいことです。太夫に顔向けできない身となって、これ以上生きる望みなど」

　静凪がひとりごちる。もとより白火の答えなど必要としていない呟きだった。

「顔向けできないというのなら、挽ばん回かいする機会に向けて努力すればいいでしょうっ？」

「そのような機会が、あるとお思いですか」

「機会は、作るものです！　頑がん張ばって、努力して、自分で作るものです！　静凪さんはひとりじゃない、オレだって、永観座の皆みなさんだって静凪さんの味方ですから！」

「貴女のその愚おろかなほどにひたむきな前向きさが、今となっては羨ましいです。ですが、もう……疲つかれました」

　静凪の手が、するりと伸のびて格子の間から紙し燭そくを摑む。

「──静凪さん、何を……っ!?　だめ、だめですっ！」

　静凪の意図に気づいた白火が咄とつ嗟さに紙燭を摑もうとするが、静凪のほうが一いつ瞬しゆん早かった。

「このような醜しゆう態たいを晒さらし、これ以上どうしておめおめと生き長らえることができましょう」

「だめです、静凪さんっ！　やめてください！……帯刀さま、帯刀さまーっ！」

　格子の間に腕うでを突つっ込んで紙燭を取り返そうと試みるが、静凪はすでに白火の手の届かない奥に引っ込んでしまっている。湿しつ度どが高いせいで火がなかなか移らないのか、焦こげた臭においだけが広がって炎ほのおは吹ふき上がらない。

　──オレだけでは無理だ……！

　必死になって腕を伸ばすが、届かない。

「来て下さい、早く！　帯刀さま！」

「白火、何事だ!?」

　帯刀が衛え士じ数人と駆かけつけてくるが、静凪はすでに己おのれの着物に火を放っていた。帯刀が現状を読み取って指示を飛ばす。

「……っ！　牢ろうを開けよ！　白火、そなたは下がっていよ！」

　険しい顔つきの帯刀が素す早ばやく命じるうちにも、火は静凪の袂たもとから燃え上がっていく。すぐさま牢が開けられ、飛びこんだ衛士が火を叩たたき消す。石牢の中なので火の粉が燃え広がりはしないものの、焦げくさい臭においと燻くすぶる煙けむりとが充じゆう満まんする。白火は衛士の手によって石の廊ろう下かの反対側にまで引きずり出された。

「水を！」

　消火するための水を用意しに衛士が走る。その合間にも石いし畳だたみの隙すき間まに落ちた火がちろちろと燃え、石牢の中を煙で満たしていく。息苦しくて目に涙なみだを滲にじませつつ、白火は衛士たちの間を縫ぬって牢の中へと入り込もうとした。

　いきなり、口を何か布のようなもので覆おおわれる。

「……っ!?」

　驚おどろいて振り仰あおぐと背後には息を切らした蒼馬が立っていた。

　白火の口もとを覆っているのは蒼馬の片かた袖そでだ。

「蒼馬さま……!?」

「火事場で喉のどを使うな。なるべく鼻で息をしろ。喉を痛めるぞ」

　煤すすや煙を吸い込むと喉を痛めるし、場合によっては声が出なくなることもあるのだ。

　──どうして蒼馬さまがここに……？

　疑問に思いつつも、今の白火の意識は完かん璧ぺきに静凪に占しめられていた。

「静凪さんは……!?」

　教えられた通り、自分の袖を引っ張って口を覆いながらも牢の中へと入り込む。

　火消しに素早く対処する衛士たちに取り囲まれた中で、ひとりの人ひと影かげが静凪を羽は交がい締じめに拘こう束そくしていた。

　白火は、薄うすい煙が立ちこめて視界の悪い中、その人の面おも差ざしに目を凝こらして息を吞のむ。

「井澄太た夫ゆう……！」

　まだ、火の臭いが強い。息苦しさを覚えて、白火は袖の陰かげで小さく咳せき込んだ。息をしていても息をしていないような苦しさに胸が詰つまって重い気がする。
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　──頭が、ぼーっとする……。

　いがらっぽさと焦げ臭さと、飛び散る煤。

　くらくらするのを懸けん命めいに堪こらえて、白火は目を凝らす。気を張っていないと、視界が霞かすんでよく見えない。

　──こんなに、ぐらぐら揺ゆれる獄ごく舎しやだったっけ……？

　こんな雑多な獄舎に、井澄は似合わない。

　静凪が抵てい抗こうできないように背中から押さえこみ、井澄がぼそりと告げる。

「事情は柚木座から大体聞いた。死に逃にげるな」

「お放しくださいっ！　それに太夫は精しよう進じん潔けつ斎さい中のはずです。何故なぜこのような場所に」

「柚木座が呼びに来た。勅ちよく命めいだと言っていた」

　普ふ段だんの精進潔斎の際には、井澄は誰だれからの使いにも面会しないし、たとえ宮中からの呼び出しであろうとも応じない。舞まいに関することを最優先させるのは永観座にとっては常識だ。

「どんな手を使ってもいいから、井澄を連れて来いと言われてな。引きずり出して馬に乗せて、道すがら俺の知っていることをすべて話した」

　蒼馬がそう言い添そえて、静凪は、自分のしたことがすべて井澄にわかってしまったのだと悟さとった。

　身体からだからがくりと力が抜ぬけて、ずるずると足もとから崩くずれ落ちる。

　とりあえず火の気のない石床の廊下の反対側まで引きずり出されたところで、静凪が沈しずんだ声を振ふり絞しぼった。

　等とう間かん隔かくに灯あかりが灯ともされ、獄舎の中よりは明るい。火事の後始末にきびきびと指示を出しながら、帯刀がちらりと静凪に目を走らせる。

　この隙に乗じて逃とう亡ぼうするのではないかという疑ぎ惑わくの眼まな差ざしに、蒼馬が首をわずかに振って応こたえた。

　ここで逃げようとするような、そんな男ではないだろう。

　静凪は、あくまで信念に基もとづいて動いただけだ。

　そもそもが間ま違ちがった信念だったのだけれど。

「太夫の精進潔斎を、私が妨さまたげてしまったのですね……？」

　それは静凪にとっては、謀む反ほんよりも遥はるかに重い罪だ。

　ゆるりと顔を上げて、更さらなる罪の証あかしを目まの当たりにして、頰ほおを引き攣つらせる。

「井澄太夫……！　その御お手ての……っ」

「少し火に触ふれたか。大事ない」

　右手──舞まい扇おうぎを持つ手の甲こうにできた小さな火ひ膨ぶくれに、静凪は激しく己を責めた。

「何故こんなところにいらしたのです！　このようなことをしでかした私のことなど、捨て置いてくだされば良いものを！　御おん身みに火傷やけどまで負って……！」

「この程度、何ともない。お前の命のほうが大事だった。柚木座に連れられて宮中に入った途と端たん、嫌いやな予感がした」

「虫の知らせとでも言うのか……間に合って良かった」

　駆けつけてきた種明かしをして、蒼馬が白火を振り返る。

　それが、ぎりぎりまで意識を保ち続けようと努力していた白火の最後に見た光景だった。

「白火!?」

　視界が闇やみに閉とざされる。

　身体が大きく揺らいで、立っていることができなくなる。

　抱だき留めてくれる力強い腕うでの感かん触しよくに安あん堵どして、白火は目を閉じた──。
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　獄舎を離はなれ、新しん鮮せんな空気の溢あふれる外に連れ出されて、白火はうっすらと目を開けた。

　初夏の庭先には緑の濃こい匂においが立ちこめていて、胃いの腑ふまで爽さわやかな清すが々すがしさに一いつ瞬しゆんにして洗われていくようだ。

　まだ意識の完全には戻もどりきっていない白火は、くんくんと小さく鼻を鳴らした。

　良い匂いがする。

　──木の匂いと土と水の匂い。

　水に濡ぬれた土は、なんとも言いようのない良い匂いがする。雨上がりの匂いよりは甘さがなくて、さっぱりと爽やかな匂いが鼻先をくすぐっていく。

　その緑の香こう気きに混ざる、香の匂い。

　──うん、蒼馬さまの匂いだ……。

「え……？」

　蒼馬は、もう白火のそばにはいないはずだ。

　矛む盾じゆんに気づき、ぼんやりとしていた意識が急激に現実に引き戻される。

　瞬まばたきを数度繰くり返して、息がかかるほど間近で蒼馬に覗のぞきこまれているのを見るなり、白火は驚おどろいて声を上げた。

「──わ……！」

「気がついたか。大だい丈じよう夫ぶか。どこか怪け我がは」

「あ、ありません！　大丈夫です」

　蒼馬の腕に横抱きにされていることに気づき、白火はあわあわしながらも下りようと身をよじった。

　白火はもう、こんなふうに蒼馬に甘えていい立場ではないのだ。帯刀の許嫁いいなずけとして恥はずかしくないよう、きちんと振る舞わなくてはならない。

「お、下ろしてください。もう大丈夫ですから」

「──そうか」

　するりと下ろされて、地面に足をつける。

　すぐそばを衛え士じたちが水の入った大きな桶おけを担かついで運んでいく。地ち下か牢ろうの処理はまだ続いているらしい。ということは、帯刀もまだ地下牢にいるのだろうか。

　静凪の腕をがっしりと摑つかんだ井澄もすぐそばにいて、深呼吸を繰り返していた。衛士のひとりが、喉のどを潤うるおしたり煤すすを洗い落とすために水桶をひとつ持ってきてくれたので、ありがたく使わせてもらうことにする。

　衛士に注いでもらった水の枡ますを、蒼馬が真っ先に白火へと渡わたす。

「ほら。白火」

「……ありがとう、ございます」

　からからに渇かわいていた喉を、清水が心地ここちよく潤していく。

　一息に飲み干し、まだ足りなくて、お代わりをもらう。蒼馬や井澄たちも同様に顎あごをそらせて水を飲んでいた。

　手しゆ巾きんを絞って顔や腕などを拭ぬぐってさっぱりしてしまうと、庭先に気詰まりな沈ちん黙もくが降り落ちる。

「……無事で良かった」

　蒼馬の言葉が、当然のことながら、ひどく他た人にん行ぎよう儀ぎに聞こえた。

　そのことに面めん食くらうほど傷ついて、白火は人知れずきゅっと唇くちびるを嚙かみ締しめる。

「助けていただいて、ありがとうございました」

　ぺこりと腰こしから折って感謝の意を示しつつも、白火は蒼馬の顔を真っ正面から見ることができない。

　どう接したらいいのかわからないし、蒼馬の顔を見るなり泣き出してしまいそうだ。

　蒼馬の黒こく檀たんの瞳ひとみに落らく胆たんや侮ぶ蔑べつなどの色が浮うかんでいたら、きっと白火の心臓は動くのを止めてしまうだろう。

「火傷したか」

「少しですから」

　怯おびえてぎこちなく、うつむいたままの白火が少しでも顔を上げることができたなら、蒼馬がただただ白火のことを案じているのだと気づくこともできたのだけれど。

　蒼馬は蒼馬で、いまだかつてないほど不自然でよそよそしい白火の態度を、蒼馬への怒いかりゆえだと受け取っていた。

　──当たり前だ。あんなふうに心を傷つけて出て行った男に、愛あい想そ良よくしろというほうが無理な話だ。

　それでも、寂さびしさがふたりの間を吹ふき抜ける。

　井澄も静凪に対して言うべき言葉が見つからなかったし、静凪とてそれは同じことだ。

　息が詰つまる重苦しい沈黙から逃のがれる術すべがわからず、一同はただ黙々と呼吸を繰り返す。

「皆みな、大事ないか!?」

　知らせを受けて駆かけつけてきた氷見の一声が、その場を救った。










　火の気が完全に鎮しずまるまで、氷見は現場に立ち入ることも近付くこともできない。帝てい冠かんを戴いただく身に何かがあっては困るからだ。だから火事の一報が届いてからも、火が完全に鎮まるまで氷見は獄ごく舎しやに近づくことができなかった。

　もちろん、衛士にそう言い含ふくめて手配したのは帯刀だ。少しでも目を離すと無む謀ぼうなことをする氷見の性格を、帯刀はよく知っている。

「大体、こういう規則というものは過保護でな」

　ぷんぷんと怒おこりつつ、氷見は白火と蒼馬を自室へと導いた。

　まあ、身分上、甘んじて受け入れなくてはならないこともある。

　静凪は二度とこうした騒さわぎを起こさないよう厳重に見張りをつけ、小部屋に移した。水みず浸びたしになった獄舎はさすがにしばらく使えない。

　井澄はとりあえず、永観座に戻るという。

「ともかく、大事がなくて何よりだ」

　氷見がほっとした表情を露あらわにする。

　宮中の最奥、氷見の自室。

　女によ官かんや小こ姓しようたちに誰だれも取り次がないよう言ってあるので、ここでは遠えん慮りよなく話が出来る。

「舞まい姫ひめ、火傷やけどの薬を後で誰かに持たせるゆえ、治ち療りようは念入りに致いたせよ」

　他人の目がないのであまり堅かた苦くるしくしなくて良いぞと微笑ほほえまれて、宮中の深しん奥おうにまで入り込んでしまった、と人知れず緊きん張ちようしていた白火もほっと気を緩ゆるめる。

　蒼馬と違ちがい、白火は氷見の私室に来るのは初めてだ。

「はい。ありがとうございます」

　もう夜も遅おそい。

　脇きよう息そくにもたれかかって少々行儀悪く足を崩くずした氷見と違い、白火は円座の上できちんと膝ひざを揃そろえている。手や頰ほおなどに少し火傷があるが、それ以外はどこも何ともないという。

　蒼馬にも怪我はない。

　小火ぼやで済んだとはいえ本当に良かった、と氷見は内心胸を撫なで下ろす。

　話の大体は氷見がして、その間蒼馬はずっと円座に座り、硬かたい顔つきを崩さなかった。白火は蒼馬のほうを不自然に見ようとしないし、微び妙みような空気が流れていることは氷見にも伝わる。

「氷見さま～。急なお知らせがあるってよ」

　カイの声が天てん井じよう裏うらから唐とう突とつに聞こえ、白火がびっくりして飛び上がる。いつもいつでも、カイは唐突で前まえ触ぶれがない。

　氷見はそんなことにはすっかり慣れているかのように平然と答えた。投げ出していた足を戻もどしながら言う。

「通せ」

「はーい」

　それから間かん髪はつを容いれずに衛士がやってきて、部屋の前の廊ろう下かで片かた膝ひざをついて恭きよう順じゆんの姿勢を取った。ここまで入ることを許されている衛士は少ないが、それでも部屋の中まで入ることは許されていない。

「申し上げます」

「許す」

「医師どののお見立てなのですが」

　静凪が足にひどい火傷を負っている、と。

　その知らせに、白火は弾はじかれたように立ち上がった。蒼馬も目つきを鋭するどくしている。

「静凪さんが……っ!?」

　薄うすい障子の向こうの、畏かしこまった大おお柄がらな衛士の影かげが頷うなずく。

「はい。先ほど、医師どのの診しん察さつにて判明致しました」

「詳しよう細さいを」

「右足の膝ひざ下したから甲こうにかけての広い部分に火ひ膨ぶくれがあり、完治は難しいだろうとのことです。死ぬまで片足を引きずることになるだろう、と」

「──そんな」

　白火が血の気を引かせる。

　火事の際に、静凪は呻うめき声ひとつ漏もらさなかったというのに。

　実は、それほどの火傷を負っていたとは。

　──そんな怪け我がをしたら、もう、思うようには舞まえない……。

「火事の際に髪かみも少し焦こげましたが、そちらは大事ないとのことです。今は薬を与あたえて安静にさせてあります」

「ご苦労であった。明日、報告書を寄よ越こすよう医師に伝言を。下がって良いぞ」

「は」

　端たん的てきに報告を受け、氷見が衛え士じを下がらせる。

　衛士の影が遠ざかるのを待ってから、深い深い嘆たん息そくを漏らす。

「……こういう報告を受けるのは、いつになっても嫌いやなものだな」

　氷見がいつもより疲つかれて見える。

「あの、氷見の帝みかど」

「気に病やむでないぞ、舞姫。そちは出来るだけのことをした」

「でも、オレが紙し燭そくをもっと遠ざけていれば……！」

　白火が悔くいているのはそこだ。

　静凪の手の届かないところに紙燭を置いておけば。

　そもそも、薄うす暗ぐらいところだからといって紙燭など持って行かなければこの火事は起こらなかったはずだ。

「そうしたら、こんなことには」

「そうしたら、舌を嚙かみ切るなり首を絞しめるなり、自分で何とかしていただろう」

　低い声が突とつ然ぜん入ってきて、白火はつい蒼馬を見つめた。

　蒼馬はまっすぐに白火を見つめていて、その眼まな差ざしは微み塵じんも白火のことを責めてはいなかった。

「発ほつ作さ的に自害しようとしたのであろうがな……」

　静凪はもう、自じ刃じんしようという気き概がいさえないかもしれない。今の静凪は抜ぬけ殻がらだ。

　光を失ってしまった影が暗くら闇やみの中で戸と惑まどい、自分自身を見つけられずにいる。

　──静凪さん…………。

　正しいことをしたわけではない。それでも、静凪の気持ちも白火にはわかる。

　永観座を、井澄を愛していることにかけて、静凪に張る人間はいないだろう。白火は静凪の、血の滲にじむような苦く悩のうの声を確かに聞いた。

『太た夫ゆうに顔向けできない身となって、これ以上生きる望みなど』

　永観座の座員として出た言葉かもしれないけれど白火にはこの呟つぶやきがどうしても、太夫と座員、幼なじみの親愛の枠わくを超こえたところから出たように思えて仕方ない。

「時間を……あげてほしいです。静凪さんには、ひとりでよく考える時間が必要なのだと思います」

「舞姫？」

「白火？」

　男たちがいっせいに白火に視線を向ける。

　凜りんと背筋を伸のばして少しだけ目線を落として、白火はぽつりぽつりと訴うつたえた。

「自分が何をしたのかを、きちんと理解するための時間を」

　静凪の企たくらんだことで蒼馬は柚木座を離はなれざるを得なかったし、柚木座自体興行を打てずにひどい被ひ害がいを受けた。

　土つち蜘ぐ蛛もの振ふりをしたならず者たちが好き放題に暴れ回ったおかげで治安も乱れ、紅が拉ら致ちされて悔くやしい思いもした。

　すべて、井澄のためにと考えて道を踏ふみ違えた結果だ。

　静凪はそのことを理解しなくてはならない。

　すべてを理解するにはきっと時間がかかる。

「でも、落ち着いてゆっくり考えれば、きっと静凪さんはわかってくださると思うから……」

　舞いを観みればわかる。

　静凪はもとはとても聡そう明めいな人なのだ。

　井澄のことを思いすぎて、大切にくるみ込もうとしすぎて、少しその腕うでが絡からまってしまっただけ。

「どうぞ、お願い申し上げます。オレがこんなことを言うのも変かもしれませんが」

　立場的には白火も被害を受けているので、静凪を庇かばうのは変かもしれない。

　それでも、静凪の気持ちがなんだか少しわかるような気がするから。

　大切な人のために必死になる気持ちは、痛いほどよくわかるから。

　氷見が閉じた檜ひ扇おうぎを頰ほおにあてがい、大人びた微び笑しようを刻む。

「謀む反ほんは、計画した時点で死罪は免まぬかれないのが通例であるのだが」

　白火が、非情な言葉にびくっと肩かたを怯おびえさせる。

「──被害者からの要望として、考こう慮りよするとしよう」

「ありがとうございます……！」

「それはそうと、蒼馬」

　氷見が、くるりと檜扇の先を蒼馬に向ける。今まで蒼馬は、白火と氷見の会話には一言も口を挟はさまなかった。

「そちもご苦労であった。おかげで証しよう拠こが思ったより早く集まった」

「……いえ」

　何のことだろう、と白火が首を傾かしげると、氷見があっさりと種明かしをした。

「そちを幽ゆう閉へいしてからというもの、何とかして解放する方法はないのかと連日押しかけてきての。なかなかに便利に使わせてもらった」

「使ったって、何を……？」

「役者の人脈というのもおもしろいな」

「人脈？」

　正確に言えば蒼馬が用いたのは人脈だけではなく相当に物ぶつ騒そうな手段も遠慮なく使っていたのだが、それを白火に教えるつもりは蒼馬にはない。

「これからも使わせてもらうことがあるやもしれぬが……」

「今回きりだと初めに言ったでしょう！」

　──もしかして。

　白火の唇くちびるが小刻みに震ふるえる。

　今の遣やり取りを聞いていたらまるで、蒼馬が白火を解放するために奔ほん走そうしてくれたような、そんな自うぬ惚ぼれた考えに囚とらわれてしまう。

　──自惚れてはだめ……オレはもう、蒼馬さまとは……。

　それでも、聞いてみたい。

　あの走り書きの文ふみといい、白火の胸は感動に満ちて、小鳥のように打ち震える。

　憎にくまれてはいなかったのだろうか。

　白火が蒼馬の秘密を漏もらしたと、疑われてはいなかったのだろうか。

　もしそうだとしたら、それだけで白火はこの先一生を微笑ほほえんで生きていける。そう思う。

　──信じてくれて、いたのなら。

「──あの」

　意を決して口を開きかけたその時に、その人が姿を現した。

　上質の伽きや羅らをくゆらせて、きらめく髪かみをなびかせて。

「白火。こんなところで何をしている」

　蒼馬に牽けん制せいするかのようなきつい視線を投げつけて、氷見の右腕たる剣つるぎの皇子みこが。










「具合はどうだ。大事ないか」

　帯刀は火事場の監かん督とくに当たり、後処理が完かん了りようするまで獄ごく舎しやを離れることができなかったのだ。

　ようやく一通りを片づけて、すぐさまここへやってきたらしい。

「帯刀さま」

　目の前で片かた膝ひざをついた帯刀が指を伸ばし、いとも自然な様子でするりと白火の顎あごを摑つかんだ。

　息がかかるほどの近しい距きよ離りで顔を覗のぞきこまれ、まじまじと検分される。

「少し火傷やけどをしたか。すぐに我が家の医師に薬を処方させよう」

「そんなにして下さらなくても大だい丈じよう夫ぶです。痛みもほとんどありませんし」

　白火の白はく桃とうのような頰に小さな火傷があるのが帯刀は気に入らないらしい。不満げに目を眇すがめる。

「だが、この顔に痕あとが残ったら何とする」

「大げさです、帯刀さま……」

　白火は困こん惑わくしてしまう。

　本当に小さな、数日経たてばすっかり消えるであろう火傷なのだ。高価な薬を使うのはもったいないと思えるほどの。

　帯刀の気き遣づかいをくすぐったく思うこともあるが、今は蒼馬の突つき刺ささるほどの激しい目線が気になる。帯刀は部屋に入ってからというもの、蒼馬には目もくれないでいる。

　青年ふたりが見えない氷の火花を散らしていることに、間に挟まれた白火だけが気づいていない。

「帯刀。処理は終わったか」

「滞とどこおりなく」

「それは上々」

　氷見と短い会話を交かわして、帯刀が立ち上がる。

「あの者がすべての罪状を認めて、証拠となる情報も集まった。これで、そなたの幽閉も解けた。屋や敷しきに戻もどるぞ」

　帯刀も、白火が単なる囮おとりであることを知っていたらしい。氷見の片腕なので、それも当然かと白火は納なつ得とくする。

　それとなく知らせておいてくれれば白火の心労はかなり減って楽になっていたはずだが、それを恨うらみに思う気持ちはない。

　自分が噓うそを吐つくのが下手へたなことは、よく知っている。

　──きっと帯刀さまは、それを知っているから。

　それに、今は蒼馬のことばかりが頭を占しめる。

　あれほど固めた決意が情けなくも揺ゆらいでしまいそうで、白火は心の箍たがを締しめ直す。

　蒼馬の前で帯刀の許嫁いいなずけとして振ふる舞まうことは、白火には苦しくてつらい。

　けれども、誓ちかいは守らなくてはならない。

　白火の心は、帯刀に捧ささげるのだ。

「そなたの体調の回復を待って、祝しゆう言げんを挙げよう。支し度たくは万ばん事じ調ととのっている」

　白火は、帯刀の妻となる。

　それが約束。

　それが誓い。

　立てた誓いは、守らなくてはならない。白火は蒼馬を、柚木座を守ってもらうためになら何を犠ぎ牲せいにしても良いと誓いを立てた。その誓いを守らなくてはならない。

「さあ」

　差し出された手入れの行き届いた手に、震えながらも白い手を委ゆだねる。

「…………」

　帯刀は無言で、その手を強く握にぎりかえしてきた。

　帯刀が氷見に挨あい拶さつをし、そのまま連れ去られるように強ごう引いんに手を引かれる。

　白火が何かを言う暇ひまもなく、まるで帯刀は何かから逃にげるように、そそくさと宮中を出ようとする。

　白火は、ふっと小さな息を吐いた。

　これでいい。

　──これで、いいんだ。

　目を軽く伏ふせて、自分にそう言い聞かせる。

　この、優ゆう雅がで優やさしい牢ろう獄ごくに囚われて、帯刀のことだけを考えて過ごそう。

　舞まいももう人前では舞わない。帯刀に所しよ望もうされたときだけ、帯刀の目を楽しませるためだけに舞おう。

　帯刀のような高貴な人の妻が役者稼か業ぎようをするというのは認められないだろうし、舞いを第一に考えて暮らせないのなら、いっそのこと封ふうじてしまったほうがいい。

　──それに、あの夢の階きざはしは、蒼馬さまと一いつ緒しよでないと目指せないから。

　桜能の時に垣かい間ま見みたあの芸の高み。

　ひとりでは目指すことの難しい理想の舞いを、蒼馬と一緒に追いかけて、いつの日にかこの手に摑み取ってみたかったけれど。

　それは、白火の一生をかけた夢であり、野望でもあったのだけれど。

　その夢も、もう今となっては叶かなわない。

　口を噤つぐんで黙だまり込んでいる白火を、手を引く帯刀が気遣わしげに見下ろすが、言葉をかけることはない。

　足早に渡わたり廊ろう下かを渡り、幾いくつかの部屋を突っ切って、最短距離で家路を急ぐ。

　よく気のつく廏うまや番ばんの少年が、指示される前に建物の縁へり近くまで帯刀の馬を引いてきていたので、白火を抱だき上げてそのまま背に乗せる。

　帯刀自身も用意されていた履はき物を履いてから素す早ばやく騎き乗じようし、白火が落ちたりしないよう背後から包み込むように片かた腕うでを回す。

「あまり速くは駆かけさせぬが……しっかりと摑まっていよ」

「……はい」

　夜遅おそいということもあって、帯刀はゆっくりと手た綱づなを握る。それでも白火の髪を風がふわりと撫なで、薄うす茶ちやの軌き跡せきを描えがいた。

　鴨かも川がわの河原かわら沿ぞいをゆっくりと進む。夜の川かわ面もを渡る風が心地ここちよい季節だ。

　頰ほおにも風を受けて、白火はずっと黙り込み、唇くちびるを嚙かみ締めている。

「──そなたはそれで良いのか」

　聞かれている意味がわからずに、白火は背後の帯刀を振ふり仰あおぐ。

「…………？」

　帯刀の背後には、満天の星が広がっている。そう言えば織しよく女じよに手芸上達を願う乞きつ巧こう祭さい会えがそろそろだと、ぼんやりと思う。

　星を背負って帯刀は、切なさに耐たえるかのような深い憐れん憫びんのような、複雑な表情を浮うかべていた。帯刀のこんな顔を見るのは初めてで、白火は戸と惑まどって指を伸のばす。

　星の光を浴びて、泣いているかのように帯刀の頰が光を放っている。

　どうして帯刀はこんな顔をしているのだろう。

「……帯刀さま？　どうかなさったんですか？　どこか、お怪け我がでも……？」

　そっと指先を頰にあてがうと、帯刀が苦しげに囁ささやいた。

　星が綺き麗れいで、かすめるように頰に触ふれる帯刀の吐と息いきが温かかった。

　今は涼りよう風ふうが吹ふいているとはいえ、もう暑いといってもいいような季節なのに。

　手からも足からも血の気が引いている理由に心当たりがなくて、白火は内心おかしいなと思う。

　──いやだな。季節外れの風邪かぜかな……？

「自分がどのような表情をしているか、わかっていないのか」

「え……？」

「悲しそうな顔をしている。それほど、あの男と別れるのがつらいか」

　あの男というのが誰だれを指しているのかを理解し、白火は大きく目を見開いた。

　蒼馬と別れるのに、つらいはずがない。

　白火は帯刀の花はな嫁よめとなるのだから。もう蒼馬のことは忘れる。

　役者の意地にかけても、忘れてみせる。

　にこりと笑って、白火は朗ほがらかに告げた。

「つらいことなんてありません。オレは大だい丈じよう夫ぶですよ」

　帯刀さまは優やさしいですね──そう言うと、帯刀が堪こらえきれないといった様子で低い呻うめき声を漏もらす。

　時ならぬ馬の疾しつ走そうする物音が、遠くから聞こえた。










「……白火！」

　荒あら々あらしく手綱を操あやつり息も髪かみも乱して、汗あせを飛び散らせて。

　その人は追いかけてきた。

「白火！」

　土手が少し揺れるほど強引に駆けて追いついた蒼馬が、少し白火たちを追い越こし、慌あわてて馬を宥なだめて立ち止まらせる。驚おどろく馬をいなして、帯刀もその場に留とどまった。

「何の用だ」

　さっと馬から下り、蒼馬が、唐とう突とつにその場に膝ひざを折る。

　──なに、を……？

　白火は、信じられないといった面おも持もちでその光景を見つめている。

　帯刀の、腕の中で。

「──蒼馬さま」

　雑草がそこかしこに生えて、泥どろがぬかるむ鴨川の土手。

　蒼馬は、こんなところに膝をついていいような人ではない。

「すまない……！」

「蒼馬、さま……？」

「帯刀皇子も、本当にすまないことをしたと思っている。腹を切って誠意を示せと言うのなら、今ここで切る。だが、白火だけは」

　まだ整いもしない荒い息に肩かたを上下させ、蒼馬が地面に両りよう膝ひざをついたまま深く頭こうべを垂れる。

　相当に急いで追ってきたと見えて、立ち止まった馬はまだ落ち着かなげに蹄ひづめを鳴らす。

「今いま更さらこんなことを言う資格がないのはわかっているが、どうしても、白火だけは譲ゆずれないんだ……！」

　蒼馬のこんな声を初めて聞いた。

　必死で、なりふり構わずに、粋いきで伊達だてないつもの洒しや脱だつささえ脱ぬぎ捨てて。

　ひたすらまっすぐに真しん摯しに、白火だけを見つめていた。

「──返してくれ。頼たのむ……！」

　俺の命を、命よりも愛いとしい白も火のを、返してくれ──。

　絶ぜつ叫きようにも似た魂たましいの叫さけび声が河原に広がり、白火はその瞬しゆん間かん、息をすることさえ忘れてしまった。

　この人にこうまで望まれて、すぐにその腕の中に飛びこんでいけない自分がもどかしい。それでも白火はもう、蒼馬のもとには戻もどれない。

　戻りたい。

　戻れない。

　もう、戻ることはできない。

　愛しさと切なさに胸が詰つまる。

　──…………っ。

　心が、千々に引き裂さかれてしまいそうだった。

　──苦しい。

　苦しくて苦しくて、どうしたらいいのかわからない。

　心と体とが相反するところでせめぎ合い、白火を苦しめる。いっそのこと切り離はなしてしまいたいくらいだった。

　──オレ、は……。

　帯刀に抱だき留められたまま、白火は身み動じろぎひとつしない。

「──白火？」

　不ふ審しんに思った帯刀が首を伸ばして覗のぞきこみ、息を吞のむ。

　白火は泣いていた。

　あらゆる感情をすべて押し殺し、虚うつろに正面を見み据すえて、見開いた双そう眸ぼうからぼろぼろと大おお粒つぶの涙なみだを流して泣いていた。

「そなた…………」

　顔を上げた蒼馬が目を瞠みはる。

「白火、お前……！」

　己おのれの心に責め立てられて、白火はもう指先ひとつ動かすことが出来なかった。あとからあとから伝い落ちる涙が星の光を弾はじいて闇やみに散る。

　帯刀が、そんな白火をぎゅっと抱き締しめた。

「己の気持ちがわかったか？」

　それは帯刀からの許しの言葉。

「もう良い。もう良い、白火。そなたの思うように行動してみよ」

　行くがいい、と背中を押されてもなお。

　白火は動かない。

　動けない。

「オレ、は、帯刀さまの……！」

　いやいやをする頑がん是ぜない子供のように首を振ふると、小さな嘆たん息そくが耳をかすめていった。

「私は、そなたの正直な気持ちが聞きたい。それが私の望むことだ」

　白火が、ふるふると頭かぶりを振る。真しん珠じゆを撒まいたように涙が飛び散り、蒼馬はたまらずに立ち上がり、手を伸ばしていた。
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「白火。来てくれ」

　びくりと、白火の肩が強こわ張ばる。

　行っても、いいのだろうか。許されるのだろうか。

　その手を取っても──いいのだろうか。

「オレは……帯刀さまの妻になると決めた身です。他ほかの方と婚こん約やくを交かわしたのに……それでもオレを、許してくださいますか。オレを、望んでくださいますか……っ？」

　白火の悲痛な声に、蒼馬が痛ましげな顔をして懇こん願がんする。

「許すも許さないもない。悪いのは俺だ」

　白火に何の罪もないことは、蒼馬にははっきりとわかっている。帯刀との婚約が裏切りだなどと思いはしない。

「頼む……。この手を、取ってくれ…………！」

　その瞬間。

　白火は馬体から滑すべり落ちるようにして下り、蒼馬の腕の中へと飛びこんでいた。
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「蒼馬さまぁ……っ」

　迸ほとばしる悲鳴は蒼馬の胸に吸い取られていった。

　きつくきつく抱き締められることが嬉うれしくて、それでもまだ足りなくて、ぎゅっとしがみつく。

「……悪かった」

　苦しいほどの抱ほう擁ように、白火が今まで耐えていたものすべての糸がぷつんと切れた。

「────う」

　わあああ、と。

　子供のように泣きじゃくる。

　この胸はすべてを許してくれる。どんなに甘えても受け止めてくれて、しっかりと包み込んでくれる。

　ここが白火の居場所。

　白火だけの、場所。

　帯刀がそんなふたりの様子を見やり、苦い微び笑しようを浮うかべてくるりと馬首を返す。

　ここに長居するのは無ぶ粋すいというものだろう。

　静かに去っていく誇ほこり高い後ろ姿を白火を胸に抱き留めたまま見送り、蒼馬は軽く目を伏ふせて礼を取る。

　──感謝する。

　白火を今まで守ってくれて。

　そして今、白火を解き放ってくれて。

「──白火」

　薄うす茶ちやの頭に頰ほおを擦すり寄せると、ひくひくと泣きじゃくる振しん動どうが伝わってくる。思う存分泣かせてやりたくもあるが、何とかして泣き止やませたいとも同じくらい思う。

「白火」

　名前を呼んでも、白火は顔を上げずにむせび泣いている。

「息苦しくないか？」

　尋たずねてみると、こくりと頷うなずく。蒼馬の声はきちんと聞こえているらしい。

「そろそろ顔が見たいんだが……」

　蒼馬が顔を上げさせようとすると、白火はますます強く蒼馬の胸に顔を埋うずめてしまう。

　いやだという意思表示のつもりらしいが、いじらしくて可かわい愛かわいらしくて、蒼馬は白火の顎あごを摑つかんで無理に顔を上げさせた。

「──まだ泣くのか？」

　上手うまく声が出せないのか、白火はまたしてもこくりと頷く。

　蒼馬としては今までの経けい緯いも話したいし、きちんと謝りたいのだが、まだまだ白火にその余よ裕ゆうはないようだ。

　涙なみだで唇くちびるが濡ぬれていたので拭ぬぐい取ろうと蒼馬が指先をあてがうと、白火がその途と端たん、ひどく怯おびえた顔をしてびくっと全身を強張らせた。

「白火？」

「あ──」

　蒼馬に触ふれられて、蒼馬の顔を見て。

　捨てられたあの時の記き憶おくが、はっきりと脳のう裏りに蘇よみがえってしまう。

「や……！」

　咄とつ嗟さに離はなれようとする。

　もう、あんなふうに切り捨てられるのはいやだ。あんなふうに心が粉々になるのはいやだ。

「落ち着け白火！」

　強ごう引いんに抱き寄せようとした蒼馬の手が、白火に触れる寸前のところでぴたりと止まる。

　そして、白火の様子を窺うかがうようにゆっくりと、細い手を片方ずつ摑んだ。

　背を屈かがめ、小さな顔を覗きこむ。白い頰はずっと絶え間なく涙に濡れていて、蒼馬は困こん惑わくしてしばし迷う。

　正直に、すなおに心を綴つづることしか、今は考えられなかった。

「……落ち着いてくれ。もうあんなことは二度としない」

　白火に会ったら言いたいと、ずっと蒼馬が思っていた言葉だ。

「幸せにする。今まで泣かせた分幸せにするから──頼たのむから、泣き止んでくれ」

　そう言って目を覗きこむと、琥こ珀はくの双そう眸ぼうから更さらに大おお粒つぶの涙がぼろぼろと転がり落ちる。蒼馬はほとほと困り果ててしまった。白火の涙るい腺せんを、壊こわしてしまったようだ。

　えく、としゃくり上げながら、白火が震ふるえる唇で返事を紡つむぐ。

「蒼馬さまに幸せにしてもらおうなんて、オレ、思ったことはありません」

　幸せにしてもらうのではなく。

「一いつ緒しよに、幸せになりたいんです……！」

　束つかの間泣きそうに顔をくしゃりと歪ゆがめた蒼馬が白火の手を離し、大きく腕うでを広げた。

「白火」

　おいで、と。

　その腕の中に飛びこむ。

「相変わらず、欲よくのないことだ。だがこれは俺も譲ゆずれない。全身全ぜん霊れいをかけてお前を幸せにする。だから」

　摑んだ指先に、ちゅっと軽く触れられる。

「お前も、俺を幸せにしてくれ」

「──……っ、はい……！」

　目もくらむような幸福に包まれて、ようやく白火は息を吹ふき返したような、そんな気持ちがした。あの夜以降、心はずっと凍こおりついていたから。

　──やっと、言える。

　蒼馬に会ったら言おうと、ずっと白火が温めていた言葉を。

「蒼馬さま」

「ん？」

「……大好き、です」

　初めて蒼馬と出会った、あの早春の日からずっと。










　足に火傷やけどを負い自由に歩けないのと、逃にげる気き概がいすらないほど憔しよう悴すいしきっていることを考こう慮りよされ、静凪の身み柄がらは、獄ごく舎しやは獄舎でも石いし牢ろうではなく普ふ通つうの造りの小部屋に移されていた。

　火傷などの治ち療りようが終わらないうちに湿しつ気けのある石牢に閉じ込めると身体からだを壊すことになる、という医師の進言を氷見が受け入れたためだ。

　重臣たちの中には謀む反ほん人に対しての対処が甘すぎる、との批判の声もあったが、怪け我が人を見殺しにするのは氷見の本意ではない。

　監かん視しつきで何かと制限はあるものの、静かな環かん境きようで傷を癒いやす時間を静凪は与あたえられていた。髪かみは焦こげてしまったが、問題はない。焦げた先は切り落として、少しばさばさとした感かん触しよくがする。

　もし死罪に処されることがないのなら、このまま剃てい髪はつして出家したい、と静凪は思っている。

「……こんなふうに思えるようになったとは…………」

　ひたすら死を希ねがい、死を待ち焦がれていた数日前までの自分が噓うそのように心が凪ないで、ようやく静凪は己おのれのしでかしたことの意味や、どれだけの人に迷めい惑わくや苦労をかけたのかを思い知りつつあった。

　──遅おそいけれども、遅すぎはしないのかもしれない。

　生きている限り、取り返しのつかないことではないのかもしれない。

　反省の意味を込めて、舞まいを捨て、舞いから離れ、人のために祈いのりに身を捧ささげるような、そんな人生を送りたい。

　そんな風に思えるきっかけを作ったのは、白火だった。

『機会は、作るものです！　頑がん張ばって、努力して、自分で作るものです！』

　女によ人にん禁制の掟おきてに挑いどみ、そして望むものを実際に摑み取った少女の言葉。

　周囲から甘やかされているように見えてその実、白火は己を厳しく律している。その白火の言葉には並々ならぬ重みがあった。

　あのときは胸に響ひびくことはなかった。

　けれど今になって思う。

『静凪さんはひとりじゃない、オレだって、永観座の皆みなさんだって静凪さんの味方ですから！』

　白火にそう言われて静凪は──嬉うれしかったのだ。

「静凪」

　笛の音よりも鼓つづみの音よりも静凪の耳に馴な染じんで深い声に、項うな垂だれたままの静凪の耳がぴくりと反応を示した。

　のそりと物もの憂うく顔を上げた静凪の双眸に、誰だれよりも輝かがやかしい存在が映る。

　衛え士じがやはり複数付き添そってはいるものの、格こう子しも何もない小部屋の中に井澄が入ってくる。罪人の幽ゆう閉へい部屋だというのに、恐おそれる素そ振ぶりも見せずに。

「…………井澄太た夫ゆう」

　石牢ほど酷ひどくないとはいえ、罪人の住み処かは井澄に似つかわしくない。

　火事以降、ずっとついて回る頭痛に顔をしかめる。ずきずきと疼うずくような痛みが頭の芯しんから離れない。足に負った火傷より、頭痛のほうがずっと酷かった。

　顔を背そむけようとした静凪の足もとに、井澄が何かを放ほうる。

　ことんと音を立てて足先に触れた竹の要かなめの感覚に、静凪ははっと目を瞠みはった。

「これ、は……」

　井澄の舞まい扇おうぎ。それも、気に入って使い込み、井澄の手にしっくりと馴染んだ愛用の品だ。井澄の他人には見せない汗あせも努力も、すべてこの舞扇に染みこんでいる。

　舞ぶ台たいでは紅入りや金きん箔ぱくを蒔まいた華はなやかな品を使うが、稽けい古こでは井澄は真っ白で何の模様もない舞扇を好んで用いる。白い無地の部分に、そのときの舞いのすべてが滲にじみ出てくるから、と。

　その舞扇を、与えられる。

　井澄からの、これは餞はなむけ。

「持て」

「ですが私はもう」

　罪を認めた時点で、静凪は永観座から除じよ籍せきされている。

　井澄が言い出したことではないし静凪も確かく認にんしたわけではないが、わかっていた。

　罪を犯おかした人間など、誇ほこり高き永観座には要いらない。静凪自身、もうあの麗うるわしい牢獄から解放されたかった。

　井澄はさながら蜘蛛くもの糸だ。

　不可視の糸で雁がん字じ搦がらめに静凪を縛しばりつけ、搦め捕とり、息さえつけないほどの舞いの世界に誘いざなって引きずり込む。花の咲さき乱れる絢けん爛らんの中で井澄は見事に翼つばさを広げて天空を駆かけ、静凪は花びらの中に埋うもれていつしか暗い水の底。

　──私には、井澄太夫のような翼はないから。

「──立て」

　井澄の命令に、静凪は逆らえない。

　滅めつ多たに人に命令を下すような人ではないのだが、その分時折の命令はひどく静凪を屈くつ服ぷくさせる。井澄は永観座の長おさとして、人の上に立つにふさわしい威い圧あつ感かんも備えている。

　右足の甲こうから膝下にかけて火傷を負っているせいで、ただ立つだけでもふらつく。火傷の痕あとが治りきっておらずに引き攣つるせいだ。

　この傷はいずれ時が経たてば消えるが、罪の烙らく印いんは生しよう涯がい消えはしない。

「──さても義経兇徒に準ぜられ　既すでに討手向ふと聞えしかば」

　井澄が新しい舞扇をかざして舞い始めたのは、『二人静』の後シテだ。

　井澄と静凪の、このふたりならではのぴたりと息の合ったところを見せる代表格の能だ。今まで井澄は、この舞いを静凪以外と舞ったことがない。

　最高の、最上の相あい舞まい。

　誰もがそう褒ほめそやしてきたのは、井澄ひとりの舞いではない。

　静凪がいたからこそなのだ。

「井澄太夫…………」

　静凪の手が震ふるえる。

　井澄は一度舞扇を下ろし、静凪に真っ正面から向かい合った。

　静凪の顎あご先さきを、ぼろぼろと涙なみだが伝って滴したたり落ちる。

「俺はこの先、誰とも『二人静』を舞わない」

「──それは」
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　認められていたことに、必要とされていたことに、今になって気づく。

「今日が舞い納めだ。付き合え」

　静凪とでなければ最高のものが舞えないから、封ふう印いんする。

　いつか静凪が舞台に、永観座に必ず戻もどってくると信じて。

　きっぱりとそう言い切られ、静凪の頑かたくなに凝こごっていた心がほろほろと解けていく。

「た、ゆ……」

「男が泣くな」

　平静から言葉の少ない井澄が、ぶっきらぼうに言う。

　怒おこったような顔をしているのは、悲しみを押し隠かくすためだろう。その微び妙みような表情の差異に誰より聡さとく気づくのは静凪だ。

　その静凪を、誰よりも近しく育ってきた乳ち兄きよう弟だいを、井澄は今日失うのだ。

　まだ公式に発表されてはいないが、静凪は、太だ宰ざい府ふに流る罪ざいと決まったという。氷見がわざわざ永観座に使いを立てて教えてくれた。決定を聞いたその足で、井澄は静凪のもとへとやってきたのだ。

　面会は厳しく制限されているが、今日ばかりはと氷見直々の許可が下りている。

　とはいえ、時間は限られている。

　舞扇が閃ひらめく。

　この世のものとは思えないほどの鮮あざやかな軌き跡せきを描えがいて。

「──賤やしづ　賤の苧おだ環まき　繰くり返し」

　これが井澄の舞い。

　しっかりとその麗れい姿しを脳のう裏りに焼きつけようと目を凝こらして、静凪の喉のどが呻うめき声を漏もらす。

　井澄が舞う。

　静凪のためだけに、井澄が舞う。

　もう、逃にげない。

　足を引きずりながら、静凪はそれに続いた。

「……昔を今に　なすよしもがな」

　犯した罪の重さは消えないけれども、少しずつ、薄うすめていくことができるなら。

　いつか、また戻って来られるのなら。

　──いつになるかは、わからないけれど。

　心を込めて、研とぎ澄すまして、静凪は井澄の舞まいに添って合わせていく。

　井澄の舞いにこうして触ふれれば、邪よこしまな考えはたちまちのうちにかき消えてしまう。

　余計な不安に惑まどわされる前に、こうして共に舞えば良かった。そうすれば、静凪は己おのれの弱さに負けずに済んだのかもしれなかった。

　けれど、それはもう後の祭り。

　これより先はしばしの別れ。

　白火も憧あこがれる相舞は、他ほかに観みる人もなくひっそりと。

　だがこれでいいのだと、井澄は、静凪を見つめて力強く頷うなずいた。

　静凪はもう、大だい丈じよう夫ぶだ。
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「聞いたか？　柚木座の話」

　京では近ちか頃ごろ、柚木座の、と話す際に皆みな決まって声をひそめる。だが今日は様子が違ちがった。

　一時期京を騒さわがせていた土つち蜘ぐ蛛もの男たちの狼ろう藉ぜきがぴたりと止やんで、また平和が戻ってきている。

　帝みかどに連なる血筋の宮が病の療りよう養ようのために住まいを移し、自じ邸ていがひっそりと静まり返っているというが、それは京人にとってはどうでもいい話だ。庶しよ民みんというものはいつの世もたくましい。自分たちの暮らし向きに不安がなければ一いつ切さい気にしない。

「ああ、聞いたぞ」

「あれだろう？　蒼馬が戻ってきているのは知っていたが……太た夫ゆう職を継つぐとなると、やっぱりあの噂うわさはただの噂だったんだな」

「ああ、蒼馬は無関係だったんだろう。まあ、差し障さわりがあるような人間には後を継がせないよな、有楽太夫も」

「でも蒼馬が土蜘蛛だとかっていう噂、どこから出たんだろうな」

「な。太夫を継ぐための精しよう進じん潔けつ斎さいで京を離はなれてて、誰だれにも他言しちゃいけなかったんだろ？　その間に土蜘蛛騒ぎが起きて、柚木座としちゃあいい迷めい惑わくだっただろうなあ」

「で、その柚木座で近々興行があるって？」
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「あのふたりがなんとか元の鞘さやに落ち着いてくれて、ほっとしたわ」

　朧が白い布地の上で手て際ぎわよく針を動かしながら、顔を上げずに言う。細かい針仕事をしているので、目を手もとから離すことができない。しかも急ぎの仕事だ。間違えるわけにはいかない。

　陽ひが直接入ると眩まぶしいので、部屋の少し奥に引っ込んでいる。

「そうだな」

　矢涼は部屋に面した縁えん側がわにあぐらをかき、朧の代わりに竹の笊ざるに入れられた細長い豆の筋を取っている。

　この豆は、今夜の総菜になるそうだ。朧が手が離せないというので引き受けたのだが、あまりやったことのない台所仕事なので、手つきが少々ぎこちない。

　──お笛を吹ふいているときは、あんなになめらかに動くのにね。

　黙もく々もくと仕事をこなす矢涼をちらりと見、朧は小さく口もとを綻ほころばせた。

　ごつごつと無骨に荒あれているのに、矢涼の手は案外器用に動く。

「もう、あんなのは二度と御ご免めんだわ。皆みな、幸せにならなくっちゃ。ね」

　針を針山に刺さして、立ち上がって首を軽く振ふる。細かい作業をしていたせいで、すっかり肩かたが凝こってしまった。

　でも、これは幸せな痛みだ。

「朧」

「はあい。お豆終わった？　手伝ってくれて助かったわ」

　綺き麗れいに筋を取った豆の笊を受け取り、微笑ほほえむ。そろそろ厨くりやで支し度たくにかからなくては、夕ゆう餉げが遅おくれてしまう。今日は興行はないが、稽けい古こや買い出しなどで出で払はらっている日輪座の面々も、ぼちぼち帰ってくるだろう。

　赤い赤い陽ひ射ざしが部屋の中を斜ななめに照らして、こうして見ると、日輪座の小さな館やかたはこぢんまりとして住み心地ごこちが良い。

　──ぼろだけど。

「……朧」

　矢涼がなんだか歯切れ悪く呼ぶので、笊を抱かかえた朧はくるっと振り返った。いつのまにか矢涼が立ち上がり、朧のすぐ背後に立っている。

　頭ひとつ分以上背の高さが違うので、必然的にじっと見上げることになる。黒目がちの丸い瞳ひとみに見つめられ、いつもいつも矢涼が束つかの間息を詰つめていることに、朧は気づいていない。

「なあに？」

「…………これを」

　前にも聞いたことのある台詞せりふと一いつ緒しよに、矢涼が懐ふところから取り出した細長い包みを、ぶっきらぼうに差し出してくる。不自然に横を向いて朧と目を合わせないのは、照れているかららしい。

「矢涼。これ……？」

　尋たずねてみても、矢涼は腕うでを組んでそっぽを向いたまま、もう答えようとしない。ただ、朧が包みを開けるのを待っているようだ。

　笊を足もとに置いて包みを開くと、小さな桃もも色いろの花が姿を現す。

「撫子なでしこの、簪かんざしね……？」

　指で摘つまんで高くかざしてみる。撫子の花を模したものと銀色の葉を模したものがつけられた、夏向きの涼すずしげな簪だ。ちりちりと可愛かわいらしい音のする、小さな鈴すずもついている。

　今朧は、以前に矢涼から贈おくられた小さな摘み細工の花簪を挿さしている。小花をあしらった可愛らしい作りで、とてもお気に入りだ。

「ありがとう。でも、使うのがもったいないわ。撫子こつちは、お出かけ用にしようかしら。それとも、大切にしまっておこうかしら」

　とっても、とっても綺麗だわ──朧が矯ためつ眇すがめつ簪をかざして喜ぶ。

　にこにこしながら簪を眺ながめていると、横から矢涼が突とつ然ぜん手を伸のばして簪を奪うばい取った。

「あ」

　そのまま、朧の髪かみに半ば強ごう引いんに挿してしまう。

「もったいながらずに使え。また買ってやる」

　矢涼の身体からだが、朧がほんの少し首を傾かたむけるだけで触ふれ合えそうなほどに、近い。

　頰ほおを真っ赤に染めながらうつむいてそれを隠かくして、小さく小さく、朧は消え入りそうな声で呟つぶやいた。

「……ありがとう」

「ずっとお前に言いたかった言葉がある。言ってもいいか」

　朧は、返事の代わりにこくりと頷いた。矢涼の言葉は少ないが実直で、噓うそがない。

「お前が好きだ」

　初めて会ったときから。

　小さな蕾つぼみだった撫子の花が、嬉うれしそうに微笑んで矢涼を見上げる。

「……そんなの、ずっと前から知ってるわ」
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　白火と蒼馬が柚木座に戻もどって、今日は柚木座の新太夫の披ひ露ろ目め興行だ。

　体調を崩くずした有楽がそのまま引退して表おもて舞ぶ台たいから完全に手を引くと宣言したのである。

　そのため蒼馬が太夫の地位を継ぐこととなった。

　どこの座でも太夫の披ひ露ろうなどの華はなやかな興行は贅ぜいを尽つくくして執とり行われる。

「蒼馬さま……あの……」

　おろしたてのまっさらな単ひと衣えに身を包み、白火は衝つい立たての奥からもじもじと顔を覗のぞかせた。白火の部屋は衣い桁こうや着つけの小物が壁かべも床ゆかも埋うめ尽くす勢いで広がっていて、足の踏ふみ場もない。

　珍めずらしいことなので、白火自身落ち着かない。まるで、自分の部屋ではないようだ。

　香かおりを身にまとうために、梔くち子なしの花を花か瓶びんいっぱいに活いけているせいもあるかもしれない。衣桁にかけられた着物や帯に移る梔子の香りは甘く、香こうを焚たいたのとはまた違ちがう芳ほう香こうを放つ。

　瑞みず々みずしく甘い香りこそ、今日の白火がまとうにふさわしい。

「ああ、できたか？」

　柘植つげの櫛くしや真しん珠じゅの簪の用意をしていた蒼馬が立ち上がり、白火の様子を見るなり小さく笑み崩れた。白火の、恥はずかしがる癖くせは未いまだ健在だ。

「ほら、来い」

　来い来い来い、と手招きされ、白火はおずおずと蒼馬の前に立つ。

　この衣桁や小物も、今日のために蒼馬がわざわざ白火の部屋に運び込ませたものだ。

「──はい」

　今の白火は髪を梳すいて流して、薄うすい単衣を紐ひもで結んだだけの姿だ。薄い単衣は、役者にとっての肌着のようなもの。

　こんな格好で蒼馬の前に出るのは恥ずかしくて仕方がなかったのだが、蒼馬はそんなことには一いつ切さい頓とん着ちやくしていないようだった。蒼馬も同じように単衣をまとって、腰こしの辺りで細い帯を締しめている。白火の着つけを済ませたあとに、蒼馬自身も着つけに入る。

　夜が明け始め、朝焼けが空を綺麗な赤に染めている。

　きっと今日は一日、よく晴れて良い天気になるだろう。天候までもが、この晴れの舞台を言こと祝ほいでいるかのようで嬉うれしくなる。

「髪は最後に結ゆえばいいな。着つけが先だ」

「はい、お願い致いたします……わっ」

　屈かがんだ蒼馬に唐とう突とつに足首を摑つかまれて、白火がころんと転がる。蒼馬の腕うでに受け止められたので、痛くはない。

　細い素す足あしを摑つかみ、蒼馬がにやりと笑みを浮うかべた。

「まずは足袋たびからだな」

「た……足袋くらい自分で履はきます！」

　赤子でもあるまいし、座ったまま足首を持たれて足袋を履かせてもらうなど、恥ずかしすぎる。

「だめだ。今日の着つけはお前は一切手を出すな。約束しただろう？　単衣だって、本当は俺が着せたかったところだぞ？」

　お前があんまり恥ずかしがっていやがるから、単衣だけは許したがな──漆しつ黒こくの瞳ひとみで甘く責められて、白火はぐっと言葉に詰つまった。

「ほら、おとなしくしてろ。暴れると裾すそがまくれるぞ。艶あでな眺ながめだから、俺は一向に構わないが？」

「オレが構いますっ！　もうっ！」

　真っ赤になって怒おこりながらも白火が律りち儀ぎに裾を押さえると、蒼馬はくつくつと喉のどを鳴らして笑いながら、小さな足袋を履かせる。

　今度は長ちよう絹けんだ。

　いつもの能のう装しよう束ぞくならば白火はひとりで着つけをするか、ある程度着てから控ひかえの座員に帯を結んでもらったりしている。

　けれど今日は蒼馬が白火の着つけを行う。柚木座の庭での興行なので、控え室を設けずにあえて白火の部屋で着つける。衣桁にかかっていた白絹をするりと白火に羽織らせ、蒼馬は心底満足そうに白火を見つめた。その視線のひとつひとつが、白火は嬉しくて恥ずかしくてどうしようもない。

　上質の絹が、単衣と触ふれ合うたびにさらさらと音を立てる。

　長絹は羽根のように軽く花びらのようにしっとりと、見た目もさることながら肌はだ触ざわりも最高だった。

「急ぎの注文だったが……良い仕立てになったな」

　蒼馬が感かん嘆たんしている通り、純白の絹が、白火の淡あわい髪や抜ぬけるように白い肌によく映えた。蒼馬は、白火に着つけること自体を楽しむかのように、ゆっくりと絹の上から指を滑すべらせていく。

　さらさら、さらさら。

　下ろしたままの薄うす茶ちやの髪も、絹の上で戯たわむれるように躍おどる。それをそっと払はらいのけながら、時には指先で弄もてあそんだり、唇くちびるで軽く触れたりして遊んでいるので、着つけが全然進まない。

「蒼馬さま、くすぐったいです」

　白火が身をよじって逃にげようとすると、すぐさま肩かたを摑まれ引き戻されてしまう。

「いいからじっとしていろ」

「蒼馬さまの着つけの時間がなくなっちゃいますよ」

「俺は数分あれば充じゆう分ぶんだ」

「ずるい……蒼馬さまは自分で着つけをするなんて。オレは、自分の着つけに手出しできないのに」

「当然だろう。花嫁が自分で着つけをする気か」

　ゆっくりゆっくりと、単衣の上から手のひらを滑らせ、長絹を裾を引きずるように胸の前で合わせて、扱しごき帯で締めてから帯を巻きつける。

　いつもの蒼馬だと興行の直前まで色々な仕事に忙ぼう殺さつされているのだが、今日ばかりは、てんやわんやを隼人たちに任せているらしい。

　母おも屋やの向こう、舞台を設しつらえた庭を気にしている白火に、蒼馬が笑う。

「気になるか？」

「はい。いつもだったら、何かしらあって誰だれかが蒼馬さまを呼びに来ますから」

「座員たちも気を利きかせてくれているんだろう。今日くらいはな」

　太た夫ゆう披露目の今日は、白火と蒼馬が主役だ。

「ありがたいことですね。ちょっと恥ずかしい気もしますけど」

　微笑ほほえんで見上げると、蒼馬が白火の真上から唇を降らせてきた。

「……ん」

　口紅を塗り直さないとな──低く笑った蒼馬に、白火は盛大に顔を赤くする。

　これから神聖な舞台だというのに、何ということをするのだろうか。

「……蒼馬さま、絶対わざとやっているでしょう……っ」

　極ごく上じようの白の長絹には白の絹糸のみで松と梅の紋もん様ようを浮き立たせるように精せい緻ちに刺し繡しゆうされており、白火が身じろぐたびに豊かに波打って光こう沢たくを放つ。

　白地の帯には鶴つるの模様、白の飾かざり襟えりにも梅の花。

　真っ白。

　純白尽づくしの、これは白火の花はな嫁よめ装束。

　贔屓ひいきの絹織問屋でありったけの在庫を見み較くらべて、蒼馬が厳選に厳選を重ねて選んだ極上の逸いつ品ぴんだ。

　しゅるりと音を立てて帯を結んで裾をさばいて、髪を椿つばき油あぶらと柘植の櫛とで結い上げ、白粉おしろいを形ばかり叩たたいて紅をさして。

　その姿を見つめ、蒼馬は桐きりの化け粧しよう箱ばこから真珠の簪かんざしを取り上げた。

「これで仕上げだ」

　きゅっと結い上げた髪の元結いに、簪を挿さす。

　出で逢あってすぐのころに白火に贈おくった真しん珠じゅの簪は、花嫁が髪に飾るにしては少し飾りが少なくて寂さびしいかもしれないと言う蒼馬に、白火がたっての願いで使うことにしてもらったものだ。

　だって、蒼馬がくれた簪だ。

　白火にとっては、これが最高のものなのだ。

　真珠の簪の横には梔くち子なしの花の一ひと際きわ美しいものを飾り、白火の花嫁姿が出来上がる。

「やっと、花嫁装束を着せることができたな」

　しみじみと感かん慨がい深ぶかげにそう言われて、白火は、繊せん細さいな絹に皺しわが寄るかもしれないということも忘れて、蒼馬の胸にしがみついていた。

「蒼馬さま……！」
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　蒼馬の舞まいが、変わった。

　皆みなが息を吞のんで酔よい痴しれる中、蒼馬は愛用の青い舞まい扇おうぎを大きく閃ひらめかせて自由に翼つばさを広げる。

　共に舞いながら、白火は小首を傾かしげる。直ひた面めんの舞いで面おもてをつけていないので、蒼馬の舞いがすべて見えるのが嬉うれしい。

　なんと言えばいいのだろう。

　──孵ふ化か……？

　青い空と蒼あおい舞扇を従えて、全身に風を受けて黒くろ髪かみを流して。

　清すが々すがしくも艶やかに。

　凄せい烈れつに、そして妖よう艶えんに。

　──それとも、羽う化か……？

　以前は軽けい妙みような洒しや脱だつさが勝まさっていたけれど、今の蒼馬は神こう々ごうしいまでにすべてが澄すみ切って鋭するどい。鋭くて深い。

　そして優やさしい。

　蒼馬の生み出す舞いの渦うずに引きこまれていく感覚が心地ここちよい。

　息を合わせて、舞いを合わせる。

　このふたりが揃そろって舞うと、とんでもない相乗効果を生み出す。

　今がその最高潮。

　蒼馬の身体からだを包んでいるのは白火と揃いの地じ紋もんの浮うかぶ白絹で、縁ふちは金の布で細く縁取りされている。

　すべてを白で統一した白火の花嫁装束と違ちがい、蒼馬の花はな婿むこ装束にはところどころに金を使っていて、それが蒼馬の威い風ふう堂どう々どうとした物もの腰ごしによく映えた。

　白火が舞いを司つかさどる神、伎ぎ芸げい天てん女によの愛いとし子なら、蒼馬は舞いを支配する王者の風格がある。

　蒼馬が太た夫ゆう披ひ露ろ目めの演目に選んだのは、通例通りの神の演目、『高砂たかさご』だ。

　一組の翁おきなと媼おうなの夫ふう婦ふ愛と長ちよう寿じゆを相あい生おいの松に言こと寄よせて言こと祝ほぐ、めでたい舞いだ。祝しゆう儀ぎの際に舞われる舞いとしても有名で、祝い事の席には欠かせない。

　そこに蒼馬は一ひねりの解かい釈しやくを加える。柚木座の得意とする舞いは伝統のみのどっしりとした重じゆう厚こうな舞いではなく、人の心を惹ひきつけずにはいられない斬ざん新しんさだ。

　翁、媼の舞いではなく、若い恋人たちの『高砂』。

　噂うわさを聞きつけた京人たちが朝早くから柚木座の舞ぶ台たいに押し寄せて、開演を今か今かと待ち侘わびる。京は噂が流れるのが早いが、その分忘れ去られるのも早い。

　京は帝みかどのお膝ひざ元もと。この国にたったひとつしかない、帝のおわす場所なのだということをよくよくわかっていなければ、京には住めない。帝てい位いの譲じよう渡とには多かれ少なかれ陰いん謀ぼうがつきもの、影かげが暗あん躍やくしないことなどあり得ない。そしてそれは皇族や貴族のみならず、民たみにも影えい響きようを及およぼす。敵に与くみしていたと思われれば終わりなのだ。

　だから時の権力者にのみ恭きよう順じゆんを示し、たとえ味方であろうともそれが朝敵となればあっさりと身を翻ひるがえし、柳やなぎのようになよやかに、裏で根回しをして保身を図って。

　そうやって強したたかに生きてきた長年の積み重ねが都の空気にすっかり馴な染じんでいるから、京は特別なのだ。

　都ほど、幾いく度ども戦せん渦かに巻きこまれた場所はない。だから日々たくましく生きる。

　その京人たちの最大の娯ご楽らくが、ここにある。

　憂うき世の憂さを忘れ、ひとときの夢に酔いしれること。

　蒼馬を新しい太夫に戴いただいた柚木座の舞台が進んでいく。




　──四し海かい波なみ静かにて

　　　国も治まる時つ風







　その舞台を、帯刀が貴き賓ひん席から見守っている。

　氷見も観たいと駄だ々だをこねたが帝が出しゆつ御ぎよするにはあまりに急だし、前例がない。

　苦し紛まぎれの策として青年貴族の扮ふん装そうをし、帯刀のそばにちゃっかり陣じん取どっている。

「ほう。なかなか良い出来ではないか。なあ、帯刀」

　こそりと檜ひ扇おうぎの陰かげから耳打ちされ、舞台から目を離はなさないまま、帯刀も目を細める。

　舞いの王のごとき荘そう厳ごんさを漂ただよわせる蒼馬の隣となりで、白火も負けじと輝かがやきを放って美しい。

　純白の花はな嫁よめ姿が愛くるしくも儚はかなくて、壮そう絶ぜつに透すき通った、完成された美というものを感じる。

　白火は天女。

　桜天女。

　この京に舞いの美しさを広めるために伎芸天女から遣つかわされた、舞いの女め神がみの愛し子。

「確かに」

　客席には白火の父親、一陽や天輪、朧、矢涼といった顔かお触ぶれが並び、招待席には永観座太夫井澄の姿もある。前太夫である有楽は後で挨あい拶さつをするために正装をして裏に控ひかえているという。

「朱しゆ鬼ぎは来ておらぬのか？　従弟いとこの晴れ舞台であろうに」

　氷見がひそひそと尋たずねると、帯刀が視線だけで客席の後ろ、大きな木の枝の辺りを指し示す。

「──あそこに」

「やはり来ておったか」

　朱鬼が来ているというのなら、その仲間たちも観みに来ているかもしれない。

　瑪め瑙のうに紅、豹ひよ太うた。

　皆みながこの舞いを言祝ぐ。

　この舞いに、皆が清められる。

　舞いは、この世の憂さを忘れるためのもの。

　そして、舞い人を何よりも強く惹ひきつけて放さないもの。

　白火が舞扇を翻し、淡あわく微笑ほほえむ。

　蒼馬も瞳ひとみの奥で優しく微笑んで、ふたりだけにしか通じない、声にならない言葉を交かわす。

　これは、白火と蒼馬の祝しゆう言げんだ。

　永遠に添そい遂とげる夫婦の舞いを舞うことが、このふたりの誓ちかいの言葉となる。

　──幾いく久ひさしく。

　蒼馬が言う。

　白火が応こたえる。
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　──千代に、八千代に。

『高砂』の相生の松のように、どこまでも末永く。







　──千秋楽は民たみを撫なで　萬まん歳ざい楽らくには命を延のぶ

　　　相生の松風　颯さつ々さつの聲こえぞ楽しむ

　　　颯々の声ぞ楽しむ


（「高砂」より）








　舞台が差し招く。

　舞まい人たちよ舞え、舞いの神に舞いを舞い奉たてまつれ、と。

　その音に魅み入いられて、蒼馬の手を取り、白火は舞扇を閃ひらめかせる。







　互たがいに対ついをなして咲さき誇る華はな、蒼王と桜天女と呼ばれたふたりの新たな伝説は、ここから始まる。





















「いいか白火」

　抱だき締しめられて、甘やかされて、白火は蒼馬に言いつけられた。

　季節はそろそろ秋の始まりで、だいぶ風が涼すずしくなってきた。

　おいしい夕食をたくさん食べていい感じに眠ねむ気けに襲おそわれていて、白火はついついろくに話を聞かないまま、こっくりこっくりと舟ふねを漕こぐ。

　秋は良い季節だ。白火の好物の、茸きのこと芋いもがおいしい。今日の夕ゆう餉げの焼き物も、茸が香こうばしくて芋は甘みが増していて、申し分なかった。

　お腹なかがいっぱいで、暑くもなく寒くもなく。

　あたたかいぬくもりに包まれて、うとうととまどろむのは最高に気持ちがいい。

　白火は蒼馬の腕うでの中で、じゃれるように、すり寄るように首を動かす。甘えるしぐさが猫ねこみたいだと、時々言われる。

「は、い？」

「しばらく、柚木座から外へは出るな。どうしても出かけたいときは、俺か矢涼……そうだな、あとは隼人でもいい。必ず誰だれかそばにいさせろ。ひとりでは外出禁止だ。わかったな？」

　いきなりの理り不ふ尽じんな言いつけに、眠気が根こそぎ吹ふき飛んで、白火は叫さけんだ。

「えええ～!?」
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「で？」

　繕つくろい物を手にした朧に促うながされ、畳たたみの上にころりと寝ね転ころがった白火が、先を続ける。

　香かおりの良い菊きくが薄すすきと一いつ緒しよに、庭先にちらほらと咲き始めている。

　そんな、秋の始まりの昼下がりに。

　日輪座にやってきていた白火はぺったりと腹ばいになり、頰ほおを不満そうに膨ふくらませながら、指折り数えて訴うつたえた。

「ええと、今日は、『一雨来そうだから』。昨日は、『人手が多いから、転ぶと危ない』から。他ほかにも、『疲つかれるとまだ身体からだに良くない』とか、『暑い』とか。まだまだあるぞ」

　綻ほころびを直した糸の根を結び、朧は、手にしていた針を針山に戻もどして糸を糸切りばさみでぱちんと切った。

「あきれた。どうしても外出したいときとかどうするの？　お薬もらうときとか。いくらなんでも、柚木座のお屋や敷しきに閉じこもりっぱなしってわけにもいかないでしょうに。お人形じゃないんだから」

「蒼馬さまか矢涼とか、隼人さんが付き添そっていればいいって言われた」

「とにかくひとりで出歩かせたくないわけね。徹てつ底ていしてるわね～……」

　朧は、心底からのため息を吐つく。

　ここ数日、白火が蒼馬からわけのわからない理由をこじつけられて、一いつ切さいの外出を禁じられているというのだ。

　いくら柚木座預かりの身とはいえ、蒼馬にそこまで制限する権限はないはずだ。それに白火は意外と動き回る質たちで、おとなしく家に閉じこもっているのは苦手だ。

　現に、言いつけを破って、こうしてこっそりと日輪座にやってきている。

　──誘ゆう拐かいされたばっかりだから、警けい戒かいしているのかしら。それにしても、蒼馬さまらしくないわね。

　もっと、白火を自由に飛び回らせてその上で見守ってやれるような、度量の広い青年だと思っていたのだけれど。

　読み違ちがえたかしら、と、朧は内心首を傾かしげる。

「毎日興行続きで、ろくに話をする暇ひまもないし。嵯峨野から帰って以来、蒼馬さまは毎日舞ぶ台たいだ」

「興行続きなのは、季節柄がら仕方ないわよ。能見物には良い季節だもの」

「それはわかってる。柚木座でも日輪座でも、人手があればあるほど助かるだろう？　だから手伝いに行きたいのに、それもだめだって言うんだ」

「日輪座うちはまあ、人手は足りてるけど」

　粋いきな伊達だて男おとことして名を馳はせている蒼馬も、白火に対してだけはべたべたの甘々になる。その蒼馬らしくない振ふる舞まいだ。

　白火はもともと舞い人だが、今は舞えない。春先に怪け我がを負った左腕が未いまだ思うように動かないせいでもあるし、そのほかにも、女によ人にん禁制の舞台に上がっていたことで、諸もろ々もろの問題が残っている。

「なんで出かけちゃいけないんだろう。柚木座は今日なんて、三箇か所しよくらいで興行してるって聞いた」

　退たい屈くつを持て余して、ごろごろと畳の上を転がって白火は考える。

　どうやったって人手は足りないはずだし、白火は幼いころから舞台に立っているので、楽屋でどうしたらいいのかも心得ている。実際に舞台に立たなくても、仕事は山ほどある。

「誘拐されたばかりだから、心配なのよ。蒼馬さまの気持ちもわかるわ」

　さらりと言われて、白火もぐっと返答に詰つまる。

「だってあれは……！」

「余計な虫がつかないよう、神経過か敏びんになってるだけだと思うけど。でもちょっとやり過ぎよね。白火の意思を無視するなんて酷ひど過ぎるわ」

「……だろう？」

　日輪座に来ている時点ですでに言いつけは破っているのだが、そんなことはすとんと忘れ、白火は勢い込んで朧に詰め寄る。

「別に遊び回りたいわけじゃない。手伝いたいだけなのに、なんで禁止なんだ！　蒼馬さま、横暴だ！」

「そうよそうよ。文句は溜ためちゃだめよ白火。身体に悪いから」

「うん、ちょっと文句言いに行ってくる！　ひとりで留守番はもういやだ！　オレも手伝う！　これ以上留守番してたら、退屈で溶とけるっ！」

　閉じこもりきりで、相当鬱うつ屈くつが溜まっていたのだろう。

　止める間もなくぴゅーっと飛び出していった白火の後ろ姿を見送り、朧はぺろっと舌を出した。

「あらあ……？　あたし、もしかして、余計なことしちゃったかしらね？……ま、いいか」

　繕い物の続きに戻る。

　首を突つっこんだところで、しょせん、馬に蹴けられるなんとやらだ。

「要は蒼馬さまに構ってほしいんでしょうに……すなおじゃないわねぇ、白火も蒼馬さまも」










　外出時には、顔を隠かくせる被かぶり布が欠かせない。引き被った薄うす絹ぎぬの端はしから、さらさらとした薄茶の髪かみがこぼれ落ちて風に揺ゆれる。

「蒼馬さまは確か、川かわ床どこでの奉ほう納のう舞まいだったな」

　鴨川には夏の間、川かわ面もに板を張り巡めぐらせて涼りようを楽しむ風ふう雅ががある。

　白火もこの間川床を経験したが、真下から水の匂においがしてせせらぎの音がして絶えず風が流れて、五感のあらゆる感覚で涼を感じ取れるようになっていた。

　その川床で涼すずみながら能を観みるのが、京人たちの夏の楽しみだという。

　白火は被り布の下に手を滑すべらせ、髪に挿さしてある銀の簪かんざしにそっと触ふれた。蒼馬に贈おくられたその日から、上質の真しん珠じゆをあしらったこの簪はずっと白火の髪に飾かざられていて、夏の初めに嵐あらし山やまで一度なくした。

　白火の髪にこうして戻って来たのは、ほんの半月前のことだ。

　中ちゆう途と半はん端ぱだと、自分でも思う。

　男で簪を髪に挿す者はいない。

　男装をしていても、この身は間違いなく女だ。

「だからって、普ふ通つうの女の人みたいになるのは無理だし……」

　女性であることが明らかになっても舞い続けたいと思うが、それはわがままなのだろうか。

　支えてくれる人たちはいる。

　生まれ育った日輪座の家族たち、蒼馬をはじめとする柚木座の座員たちに、後こう援えんを名乗り出てくれた帯刀も、皆みな、白火が女だというだけで舞台から引きずり下ろそうとはしなかった。

　けれど、応おう援えんしてくれる人たちと同じくらい、反対している人間の数が多いことも、実は白火は知っている。

　能の舞台に女は不要。

「……それは、わかってるんだけど。いっそのこと最初から男女関係なしにしておいてくれれば、問題なかったんだけどな」

　腕うでが完治したとしても、舞台に白火の居場所はあるのだろうか。

　そう思うと、少し、不安で。

　ぶるりと、身の底から震ふるえる。

　育ちや環かん境きようを抜ぬきにしても、白火は純じゆん粋すいに舞うことが好きだ。それを取り上げられるのはいやだ。それに白火はもう、ひたすらな高みを目指すことの心地ここちよさと、夢の階きざはしを一度見て知ってしまっている。あの陶とう酔すいに囚とらわれて、魅み入いられない芸人などいない。

　──離はなれられない……離れたくない。

　三間四方の小さな世界が、白火を捕とらえて魅み了りようする。

　舞台。

　それこそが、白火の生きる世界だ。
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　──四方の梢こずえも色々に

　　　錦にしきを彩いろどる夕ゆう時雨しぐれ


（「紅葉もみじ狩がり」より）





　柚木座の若わか太た夫ゆう、蒼馬の舞いを一言で表すなら、『艶つや』だろうか、と、帯刀は思う。

　なよやかな艶ではなく、力強い支配者としての艶だ。

「へ～。なかなかかっこいいじゃん、柚木座の若太夫さん」

　帯刀の背後、貴き賓ひん席の幕の隅すみに影かげに溶けこむようにして佇たたずむカイが、小さく囁ささやく。帯刀も、蒼馬の舞いから目を離さなかった。

　──確かに、単なる優やさ男おとこではないようだな。

　この神祭の奉ほう納のう舞まいを行うことが決まったとき、帯刀は蒼馬と打ち合わせをした。










「私の依頼など、断るかと思っていたが」

　白火が眠ねむったあとに柚木座を抜け出してきたという蒼馬が、饗きようされた酒に義理程度に口をつける。

「仕事は選ばない主義なだけだ」

　そう言いながらも、蒼馬は憮ぶ然ぜんとしていた。ここは表面上だけでも穏おだやかに、依い頼らい主と役者としての態度を取り繕つくろう場面なのだろうが、お互たがい面めん倒どうなことは嫌きらいなので、さっさと本ほん性しようをさらけ出す。

「何を演やる」

「『紅葉狩』を。俺と、もうひとりの舞い人で。隼人といってまだ若手だが、切れの良い舞い方をするから戸と隠がくし山やまの鬼き女じよはきっと合う」

「ほう……あの演目は、もっとたくさんの舞まい人が要いるのではなかったか」

「別口の興行があるんでな。迫はく力りよくが足りないなんて言わせる気はないから安心しろ」

　雰ふん囲い気きが殺さつ伐ばつとしすぎているのは、蒼馬と帯刀の間にどうしようもないわだかまりがあるからだ。

　白火。

　この世にたったひとりのこの華はなを、青年ふたりはどちらも譲ゆずる気がない。

　蒼馬にとって帯刀は、どんなに身分が尊かろうと、『白火を攫さらい、不届きな真似まねをした許せない男』だ。

　帯刀にしてみても、今だけ白火を蒼馬に預けているに過ぎない。その蒼馬がどれほどの男なのか、奉納舞いの場で確かめてみなければ気が済まなくて、急きゆう遽きよ柚木座の舞いを入れるよう要よう請せいしたのだ。

「──あれは、変わりないか」

　帯刀が切り出すと、蒼馬が瞼まぶたをぴくりと動かし、いやそうに答える。

「ああ。だがまだ体力が戻もどりきっていないから、部屋に閉じこもっている。無理はさせたくない」

　だから奉納舞いには来ない、と言外に告げる。蒼馬が白火に外出を禁じているだけで、白火の体力が実はもうすっかり戻っていることなど、親切に教えるつもりはなかった。

　──卑ひ怯きようでも、小こ賢ざかしくてもいい。こいつがいると、安心できない。

　今はまだ、帯刀と白火を会わせたくなかった。だから、この奉納舞いを無事に終えるまで、白火を柚木座から出さない。

　白火にはかわいそうだが、蒼馬はそう決めている。

「まだ元気になっておらぬのか。情けない。そなたにあれを任せたのは間ま違ちがいだったか」

「少しゆっくりする時間が必要なだけだ」

「医師に滋じ養ようの薬を持たせよう」

　ばちばちと視線がぶつかり合い、お互いに一歩も引かない。他ほかでもない、白火についてのことだ。引くつもりもない。

　氷が見える。

　火花が見える。

　打ち合わせの様子をこっそり天てん井じよう裏うらから見守っていたカイは、この青年たちの遣やり取りにただただ呆あつ気けに取られ、一言つぶやいた。

「うわー……怖こわ」
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「え……？」

　楽屋として使っている天幕の裏で、白火はふと異変に気づいて立ち止まった。

　白火はもともと、舞ぶ台たいを客席で観みることはほとんどない。観るときは舞台の袖そでや客席の奥で、人目につかないようにひっそりと観る。

　──文句を言おうと思って飛び出してきたけど、舞いを観たら、すぐに帰ろうかな……。そうすれば、蒼馬さまにも見つからないよな。

　今になって、言いつけを破ったうしろめたさのほうが勝まさる。

「見つかったら怒られるかな……？　怒られるよな、やっぱり……」

　隠かくれて舞台を観られる場所を探して裏手に回り込むと、興行中だというのに、天幕の中の、鏡の間と呼ばれる控ひかえ室がなんだか騒さわがしかった。

「わ」

　見習いの中でも年かさの子供がひとり、緊きん張ちようした面おも持もちで天幕から走り出ていく。すぐそばにいた白火に気づいた様子もない。

　ひそひそとした囁きが、天幕の布を通して外にもれ出てくる。

「……なにか、あったな」

　白火は、小さく顔をしかめてつぶやいた。

　客にはあまり知られていない事実だが、能楽一座が何事もなく平和に興行を終えられることなど少ない。それは、日輪座であろうとも、天下の柚木座であろうとも同じだ。

　雨が降れば木の床ゆかは滑すべりやすくなるし、風が吹ふけば作り物が飛んでいってしまったり、置き場所がずれてしまうこともある。囃はや子し方かたの鼓つづみが破れたり役者の面おもての紐ひもが切れてしまったり、こまごまとしたことならわりと日常茶さ飯はん事じだ。

　白火など子方のころ、強風の日の興行で本当に風に飛ばされてしまったことがある。だから、大たい抵ていのことには動じない。

　けれど、何だか逼ひつ迫ぱくしたような空気が鏡の間から伝わってきて、白火は思わず垂れ布をめくって中に潜もぐりこんだ。

「どうかしたんですか？」

　神祭はもう終しゆう盤ばんに差しかかり、今日一番の眼目の舞い、『紅葉狩』が始まっている。

「あ、白火さん！」

　鏡の間で足を投げ出して座りこんでいた隼人が、泣き出しそうな、安あん堵どしたような、複雑な表情で白火の名を呼んだ。

　籍せきを置いていないとはいえ白火はもう柚木座の身内のようなものであり、隼人にとっては師し匠しようでもある。

「隼人さん？　どうしたんですかその足！」

　白火は控え室の様子になんだか違い和わ感かんを覚えつつ、隼人に駆かけ寄る。

　鬼女の装しよう束ぞくを身につけ真っ赤な髪かみの鬘かつらを被かぶった隼人の、まくり上げた裾すそから露わになった足首が盛大に腫はれ上がっていた。

「前シテの美女の舞いの間に挫くじいたようでしてな。それをすなおに言わずに舞い通して、ここまで腫れ上がったんですよ。今までは意地で舞っていましたが、こうなるともう立てもしますまい」

　楽屋のしきり役でもある脚きやく本ほん家の祐たすくに軽く睨にらまれ、隼人が悔くやしそうに唇くちびるを嚙かむ。

「……」

　役者の務めは、舞うことだけではない。体調を管理し、より良い舞台を見せるために、ありとあらゆる最善を尽つくす。

「隼人。何故なぜ最初に言わなかったんだ。すぐに言えばここまで酷ひどくはならなかっただろうに」

「わかってるでしょう、今日は代役がいないんですよ！　やるしかないじゃないですか！」

「代役がいないって……どういうことですか？」

　柚木座の興行の仕組みなど、白火はほとんど知らない。

　最初に控え室に入った瞬しゆん間かんに感じた違和感の正体に、ようやく気づく。

　──人がいない……違和感はこれのせいか。

　出番を待つ舞い人や囃子方のほか、後見役や働キなどで普ふ通つうならば人がたくさんいるはずなのに、がらんとしている。

「どうしてですか？　ほとんど誰だれもいないなんて。普通、少しは人手を置いておくものでしょう？」

　あの蒼馬の仕切りだ。普ふ段だんの柚木座なら、こうした事態に万ばん全ぜんの備えを敷しいているはずだ。

　必死に押し隠してはいるが実際はかなり足が痛むのか、隼人が少し荒あらい息いき遣づかいで答える。

「今日はここ以外にもあちこちで依い頼らいがあって、必要最低限の人数で回しているんですよ。若わか太た夫ゆうが、自分が行けない場所のほうに優先的に人数を回したんで、こっちに余計な手はないんです。若太夫はもう舞台に上がってますし、何かで足首を固定して出ます」

「そりゃ無む茶ちやだ。大体、それで観客が納なつ得とくするような舞いが舞えるか？」

「それは……」

　隼人の捻ねん挫ざという予想外の出来事に、楽屋の取り仕切りを任されている祐も、さすがに困こん惑わくを隠せない。

　たとえ代役と言えど、ただ舞まえるだけではいけない。

　柚木座の舞台には玄人くろうとの、磨みがき抜ぬかれた芸人しか上がれない。

　芸を見せて金を得る以上、柚木座の基準は厳しいのだ。そこに柚木座の誇ほこりがある。

　祐が、心配そうに隼人の足首を見下ろす。

「腫れはひどいが、まあ、この分なら骨には異常なさそうだな。今薬くす師しどのを呼びに行かせたからおとなしくしておれ。こうなったらもう、あとは若太夫に任せるしかあるまい」

「打ち合わせもなしに内容を変へん更こうするっていうんですか!?　いくら若太夫でも、そんなの無茶ですよ！　ただでさえ変更しまくりの演目なんですよ？」

「仕方あるまい」

　舞台はもう開いていて、途と中ちゆうで幕を下ろすことはできない。たったひとり、舞台に上がっている蒼馬に委ゆだねるしかない。

「──今回の『紅葉狩』は、蒼馬さまと隼人さんしか出ないんでしたね」

　台の上に置いてある鬼き女じよの面を見つめ、白火は、すっと背筋を伸のばした。

　──隼人さんの代わりさえいれば、舞台に穴は開かない。

　きっと蒼馬には怒られるだろう。でも見過ごすことはできない。

　稽けい古こ場ばで、白火はずっとこの舞いを観てきた。隼人の師匠として。

　振ふりは覚えている。

　──できる。手伝える。『オレにできること』で、蒼馬さまたちの役に立てる……！

　沸ふつ々ふつと湧わき上がってくる、なにかの力。足の底から髪の先まで、気力が一気に満ちて溢あふれる。こうなったらもう止まらない。

　出番だ、と舞台が白火を手招いているかのようだ。

　迷わない。

　怪け我がをした隼人は気の毒だと思うが、舞台は何よりも最優先だ。意識が、普段から芸人の白火へと切り替かわるのがわかる。

「『紅葉狩』の後シテの鬼女ですね？　それならできます。腕うでも隠せますし」

　能の装束はゆったりしたものが多いので、動かない左腕はどうとでもごまかせる自信があった。

「白火さんが…………？」

　隼人が目を丸くする。

「そりゃあ白火どのは、振り移しは完かん璧ぺきですが、しかし今の白火どのを舞台に上げるのは、柚木座うちとしてもちょっと……」

　祐が唸うなる。白火は舞い人としては休業中の上に女性だとばれてしまっているので、さすがに決めかねているようだ。

「時間がありません。舞台に穴を開けるかそれともこのまま続けるか、ふたつにひとつです」

「このまま、ですか？」

　白火がなにかを企たくらむ目をして頷うなずく。

「このまま、です」

　隼人が一いつ瞬しゆん迷う。晴れの舞ぶ台たいに、自分が立てないのは悔しい。けれど満足に舞えない自分が舞台に上がることはもっと悔しい。

　とっさの判断で腹を括くくる。

「よろしくお願い致いたします、白火さん。あとで若太夫には俺が詫わびますので」

　きっちりと頭を下げられ、白火も膝ひざを揃そろえ、心して頭こうべを垂れた。

「承知致しました。それと、鬼女を舞うのは、オレではありません。あくまで『隼人さん』です」

　白火が手早く支し度たくを始める。

　数瞬経たってからその台詞せりふの意味に気づいて、隼人が信じられない、と目を瞠みはった。

「白火さん、まさか……!?」

　白火は、きっ、と正面を見み据すえて頷いた。

「はい。そのまさか、です」










　うつらうつらと、ほろ酔よいの貴公子が優ゆう雅がなまどろみを貪むさぼる。

　平たいら維のこれ茂もち──それが、今の蒼馬の名前だ。

　戸隠山に鹿しか狩がりに訪おとずれて、先に紅葉狩をしていた高貴な美女に誘さそわれ、勧すすめられるままに酒を過ごし。

　夢か現うつつかの心地ここちよい眠ねむりの中。

　この役には面おもてはかけない。眠っていることを示すために半分閉じた扇おうぎで顔を隠かくしているのだが、その所作さえもが男の色いろ香かが滴したたるように妖よう艶えんだ。

　これから、なにかが起こる。

　そんな予感を秘ひめて、舞台は静かに進んでいく。

　──隼人？

　美女から一転、鬼女に変へん化げした隼人の出が、鼓つづみの音より一瞬遅おそかった。

　舞台にいた蒼馬が、異変に気づく。

　──隼人が出で遅おくれなんて、珍めずらしいな。

　なにかあったのかと思って見てみるが、足取りに迷いはない。それどころか、小さな足がしっかりと床ゆかを摑つかみ、荒あら々あらしい鬼女がたっぷりの気き迫はくと共に近づいてくる。

　──気合いも入っているし、大だい丈じよう夫ぶそうだな。

　安心しかけた蒼馬は、はっと気づいてもう一度その舞い人に目をやった。白しろ足袋たびに包まれた足が、隼人にしては小さすぎる気がしたのだ。

　舞い人の正体に気づいて、驚おどろきに目を瞠る。

　──お前……!?
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　今回の『紅葉狩』は前半で上じよう﨟ろうが維茂に酒を勧め酔わせるまでの遣やり取りを、色っぽく、能楽らしくゆったりと見せる。

　後半は打って変わって、戦いの荒々しさを全面に押し出す。

　美しい上﨟が見るも恐おそろしい戸隠山の鬼おにとなって現れ、いざ戦いの場面へと移り──。




　──維茂すこしも騒さわぎ給たまはず

　　　剣けんを抜いて待ちかけ給へば

　　　ふしぎや　今までありつる女


（「紅葉狩」より）





　──いざ。

　白火が身構えた。

　白火と隼人が入れ替わっていることに気づいたのだろう。黒こく檀たんの双そう眸ぼうにかすかな戸と惑まどいを浮うかべている蒼馬に向かって、心の中で叫さけぶ。

　──蒼馬さま、続けて！

　顔には顰しかみの面、髪かみには鬼の証あかしの赤い鬘かつら。今の自分は男でも女でもない、白火という名前ですらない。

　しがらみを一いつ切さい振り捨てて、白火は舞いの世界に飛びこんでいく。

　鬼女は維茂を殺そうと襲おそいかかる。

　──お前の命を、奪うばってみせる……！

　蒼馬が剣を構え直す。

　これは戦い。

　鬼女と維茂の戦い。

　白火と、蒼馬の戦い。

　白火は、力強く床を蹴けった。鬼の証である持ち物の杖つえを振ふりかざして、剣と交える。

　蒼馬が、わずかに力を弱めたのがわかった。力の弱い白火のために、わからないように加減しているのだ。

　──手加減不要！

　ぐ、と、力ちから一いつ杯ぱい杖で刃やいばを押し返す。手加減なんかいらない。遠えん慮りよなんかいらない。ただ真しん剣けんに対たい峙じしてほしいだけ。

　白火の意思を読み取った蒼馬が、瞳ひとみの奥でにっと笑った。

　その途と端たん杖ごと振り払はらわれ、はじき飛ばされた白火は、すぐさま杖を構え直した。

　斬きりかかり、飛び上がり、はね除のけて、睨にらみつけて。

　暴れ狂くるう鬼き女じよを、維茂も追う。

　生々しい斬り合いは囃子はやしに乗り、美しい所作に移り変わって、流りゆう麗れいな演えん舞ぶとなる。

　──久しぶり、だ……。

　急激に引きずり込まれていくこの感覚。

　代役であることも言いつけを破ったことも、女であることも。

　すべて忘れて、白火はその空間に舞まい漂ただよう。

「──一時はどうなることかと思ったが。大丈夫だな、あの様子なら」

　客席と舞台とを同時に見守り、祐が囁ささやく。

　根こん性じようで袖そでまで歩いてきた隼人が、柱に寄りかかりながら感かん嘆たんの吐と息いきを零こぼす。目は舞台に釘くぎ付づけだ。

「ここで早めに足を止めて、次にゆっくり腰こしを入れるのが俺の癖くせなんですが……うん、完かん璧ぺきですね、白火さん。いつの間に覚えてたんだろう」

　隼人そっくりの舞い。

　今この舞台で舞っているのが隼人でないことは、誰だれもわからないだろう。一いつ緒しよに舞っている蒼馬以外は。

「若わか太た夫ゆうも全然崩くずれてませんね。代役だってことは気づいているみたいですけど。さすがだなあ」

「豪ごう気きなお人だからの」

　蒼馬はいつも通りに舞いを進めていく。

　神々の力に助けられた維茂によって、鬼女は成敗される。

　作り物の黄色い紅葉もみじが鬼女の流した血で赤く染まって、興行は無事幕を下ろした。

「お疲つかれさまです、白火さん……俺、鏡でも見ているのかと思いましたよ」

　蒼馬よりも一足先に、白火は舞ぶ台たい袖そでに戻もどった。ずっと袖にいた隼人が、苦く笑しようしながら出で迎むかえる。

「隼人さんがそう言うなら、大丈夫ですね。良かった」

　聞こえてくる客席の反応は悪くない。

　白火が面を外し、深く息を吸いこみながらうっすらと笑う。

　白火は今の舞台で、完璧に『隼人』として舞っていた。舞い癖ぐせ、拍ひよう子しの取り方、役やく柄がらの解かい釈しやくまで、なにもかもを隼人の舞い方で通した。

　代役が立ったことを知られないためにと、白火が隼人と祐に提案した策だ。

　緊きん張ちようのほぐれた白火が、はーっとため息をつく。

「こんなことしたの初めてですけど、失敗しなくて良かったです」

「ただの代役ならともかく、こんな器用な真似まねできるの、きっと、白火さんだけですよ」

「それはそうと隼人さん、立ってないで座ってないと。足、大丈夫ですか？　まだ痛みますか？」

　不意に背後から、伽きや羅らの香かおりがふわりと香る。上品でゆかしく、薄はく氷ひようを凝こごらせたように静せい謐ひつなその香り。

　──この香こう……っ！

　白火は咄とつ嗟さに、一度外した面おもてを顔にばふっと押し当てた。

　振り向くと、そこにはいつのまにか、帯刀が立っていた。

　──やっぱり！

　袖は関係者以外は立ち入り禁止のはずなのだが、今日は人が少なくて、見とがめる人間もいなかったらしい。

「た…………！」

　帯刀さま、と呼びかけた声を、白火はぐっと飲みこんだ。

　今の白火は『隼人』なのだ。隼人は、帯刀のことを名前で呼んだりしない。それに、声を聞けば、帯刀には白火だとわかってしまうかもしれない。

「どなたでしょうか。ここは関係者以外立ち入りを禁じられておりますが」

　顔つきを険しくした隼人が片足を引きずりながら、白火をさりげなく背に庇かばうようにして前に出る。

　──隼人さん……！

　隼人は、この青年が誰なのかわかっていない。白火は内心青くなった。

　この高貴な皇子には、本来ならば、白火たちのような身分の低い人間から話しかけることすら許されていないのだ。

　──どうしたらいいんだ!?

　あわあわと慌あわてる白火に気づいたかのように、帯刀が白火に目を留とめた。

「──戸隠山の鬼女は、今は口を利きけぬか」

　面で顔を隠かくしたままの白火を見つめ、それから隼人の足に目線を下ろす。

　応急処置で、晒さらしの布をぐるぐると巻きつけてある。

　何もかもを察知したのだろう。帯刀は納なつ得とくしたように軽く頷うなずき、優ゆう雅がに歩みを進めた。伽羅とともに、長い髪が躍おどる。

「今日は神祭だ。些さ細さいなことで咎とがめ立てするような無ぶ粋すいな真似はせぬ。退ひけ」

　圧あつ倒とう的な気品と迫はく力りよくで隼人を退けさせ、携たずさえてきていた楓かえでの枝を、顔の見えない舞い人に向かって差し出した。

「そなたに。見事な舞いであった。その祝しゆう儀ぎだ。受け取れ」

　──帯刀さま、もしかして気づいてる……？

　白火は面の奥から、帯刀を見上げた。

　氷のようなと称しようされる皇子の美び貌ぼうに、ふわりと柔やわらかい微笑ほほえみが混じる。

「良い舞いであった」

「…………」

　白火がそっと腕うでを伸のばして受け取ると、帯刀が小さく囁く。

「嵯峨野の楓だ」

　白火に見せたいと思って持って来ていた、京より一足早く秋の来る、嵯峨野の山にある楓だ。

　そのまま帯刀は、隼人には目もくれず、静かに立ち去る。

　その後ろ姿を、楓を抱だきかかえたまま、白火は黙だまって見送った。

　──帯刀さま、ありがとうございます……。

　代役を見破ったのであろうに、沈ちん黙もくを守ってくれた帯刀に感謝して。

　白火は深く、深く、頭を下げた。










「良かったですわよ、今回の『紅葉狩』！　大だい胆たんな仕立てで、とてもおもしろかったですわ。ね、お祖母ばあさま」

「ええ」

　今日は柚木座古くからの馴な染じみである反たん物もの屋、彩さい乃の屋やの女性たちが見物にやってきていて、舞台がはねるなり蒼馬を訪ね、批評に花を咲さかせる。

　おっとりとして新しもの好きで、反物に関しては驚おどろくほどに目利き。

　姿形も性格もよく似た祖母と孫が、蒼馬は嫌きらいではなかった。

「蒼馬さまの維茂も色っぽかったけれど、シテもよろしゅうございましたわね。美女の高貴な美しさと、後半の荒あらぶる鬼き女じよが違い和わ感かんなく溶とけ合わさって、良い舞い人さんが育っていますわね。今後が楽しみですこと」

「……そう伝えておきます」

「舞い終えたばかりで、あまり長居してもご迷めい惑わくですわね。さ、もう帰りましょう。雲行きも怪あやしくなってきたわ。降られないうちに」

「はあい、お祖母さま。蒼馬さま、近いうちに店にいらしてくださいね！　上物の染め物が入りましたから！」

　見送りに立った蒼馬は、空を見やった。

　確かに、いつのまにか分厚い雲が空を覆おおい隠している。

　この夏最後の野の分わきかもしれない。

「舞台がはねたあとで助かったが……野分だったら、興行はしばらく中止だな」

　ひとりになり、装束もまだ解いていない蒼馬は難しい顔をして腕を組んだ。先ほど言われた言葉が引っかかる。

「美女と鬼女が違和感なく溶け合わさって、ね……」

　ありえない、と蒼馬は思う。

　観客は皆みな、両方とも隼人が演じたと思っているのだからそれも当然だが、実際には後半の鬼女を舞まったのは白火だ。

「白火と隼人じゃ、舞い方も癖くせも全然違ちがう。なのに、維お茂れにも違和感はなかった……」

　白火が代役に立ったことがすぐにわかっていたから、蒼馬はすなおに騙だまされることができない。

　それでもまあ、代役として、白火が見事に観客を騙しきったことには違いなさそうだ。

　考えごとをしているときの癖で、懐ふところに手を滑すべらせかけて気づく。装しよう束ぞくのままだから、愛用の煙管きせるは入っていない。

「ったく……」

　蒼馬は、がしがしと頭をかきながら大おお股またで踵きびすを返した。確かめたいのは、何故なぜここに白火がいるのかということだ。舞台に上がるどころか、外出すら許可した覚えはない。

「──降ってきたな」

　思った通り、ざあざあと、粒つぶてが地面に当たって白く跳はね返るほどの大雨が降り始めた。風も強く吹ふき始める。

「お疲つかれさまです、若わか太た夫ゆう」

　控ひかえ室に戻もどろうとすると、途と中ちゆうで祐に呼び止められた。その後ろには、手当てを済ませた隼人もいる。

「隼人。足は」

「軽い捻ねん挫ざでした。すみませんでした、若太夫」

「気をつけろよ。捻挫は癖になりやすいからな。わかっているとは思うが、完治するまで稽けい古こは禁止だ」

「はい」

　怪け我がをしたのは隼人の落ち度ではないし、祐が代役を認めたことも間違ってはいない。それぞれが舞ぶ台たいを最優先に考えた上で、白火の代役は最善の策だったと、蒼馬も理性では理解している。

　それでも怒いかりはする。

　柚木座から出るなという言いつけを、白火は破った。

　──よりによって、あの皇子が来てるっていう日に……。

「あの、あまり白火さんを叱しからないであげてください。結果的に、代役をしていただけて助かりましたし……」

「代役を置かなかったのは俺の責任だ。お前が気にすることじゃない」

　そう言い置いて、控え室に入る。そこに白火がいる、と祐が伝えてくれたのだ。

「入るぞ」

　呼びかけると、中ではいつもの普ふ段だん着ぎに着き替がえた白火が、きっちりと正座して蒼馬を待っていた。

　顔つきが、少し強こわ張ばっている。

　蒼馬は、白火の前にどかりと腰こしを下ろした。

「どういうことか説明しろ。俺は言ったぞ。柚木座から出るな。出るときは護衛をつけろと」

「はい……」

　白火が口ごもる。

　蒼馬に、理由は言いたくないようだ。その頑がん固こさが、更さらに怒りを煽あおる。

　何もなかったからいいようなものの、もし帯刀が白火を見つけて、また無理にでも攫さらっていたらどうするつもりだったのだろうか。

「俺には言えない理由か」

　問い詰つめられて、白火はほとほと困り果ててしまった。どうしたらいいのだろう。言葉が見つからないし、この理由を口にするのは気き恥はずかしいような気もする。

　──言っても、いいの、かな……？

　言いよどむその様子を見て、蒼馬が目を剣けん吞のんに眇すがめた。

　──口で言っても無む駄だなようだな。

　こんな華きや奢しやな少女ひとり、蒼馬や帯刀がその気になれば、どんなに暴れてもいやがっても、好きにできる。

　そのことを口を酸すっぱくして言っているのに、白火は理解しない。男心を理解せず、警けい戒かいすることなく無防備に狼おおかみの前で、美味うまそうな芳ほう香こうを放って煽る。

　無自覚だからこそ質たちが悪い。醜しゆう悪あくな感情を理解しないのは、伎ぎ芸げい天てん女によの愛いとし子の、最大の欠点だ。

　──徹てつ底てい的に教えこむしかないか。

「──もういい」

　ばさり。

　白火を怯おびえさせまいとしていた封ふう印いんを、自ら破る。

　蒼馬は唐とう突とつに、白火の肩かたを押してのしかかった。いつもいつも、無事でいられる保証などないのだ。特に、蒼馬のような若い男とふたりきりでいて。

　そのことを、わからせる必要があると思った。そうでなければ危なっかしくて、とても目を離はなせない。

「蒼馬さま？」

　床ゆかの上に髪かみを散らした白火が、驚いたように目を見開く。それを真上から見下ろし、蒼馬はわざと冷たく言い放った。

「黙だまってろ。お前、口で言ってもわからないようだからな」

　袴はかまの裾すそから白い素す足あしを手のひらで撫なで上げ、太ももまで指を這はわせる。

「蒼馬さま……！　何？　いやだ！」

　蒼馬の身体からだの重みをかけられて、白火が懸けん命めいに暴れても、たくましい身体はびくともしない。

　重い。

　熱い。

　怖こわい。

　──何で……!?

　白火は混乱する。蒼馬に触ふれられることはだいぶ慣れたけれど、それとは全然違う。抱だき締しめられる穏おだやかな優やさしさも、伝わる心地ここちよいぬくもりもなくて、ただただ怖い。

　──蒼馬さま、怒おこってる……。

　ぐいっと、蒼馬が白火の顎あごを摑つかんで唇くちびるを寄せる。乱れた黒くろ髪かみが、白火の上に降り落ちてくる。

　蒼馬の身体の下で白火は怯えて身を硬かたくしていたが、唇が触れるほどに近づいて熱い吐と息いきを吹きかけられると、我が慢まんしきれないように固く目を瞑つぶり──。

　そして、諦あきらめたように身体の力を抜ぬいた。

「……抵てい抗こうしないのか？」

　腕うでの中の白火がおとなしくなったのを不ふ審しんに思い、蒼馬が問いかける。

　暴れて嫌いやがられるより、こうして諦めたようにおとなしくされるほうが胸が痛くなるのだと、蒼馬は初めて知った。

「いつかみたいに、引っぱたいてもいいぞ」

　それくらいされないと、蒼馬としても加減がわからない。

　天幕の硬い床の上でぐったりとしながら白火が、わずかに首を横に振ふった。

「これは、お仕置き、でしょう……？　オレが言いつけを破ったから……だから……」

　泣き出したいのを必死にこらえて、白火の声がぐすぐすと濡ぬれている。

　想おもいが通じ合っても、まだ白火は子供だ。だから、こんなにも容易たやすく怯える。蒼馬が、怒っているからこんなことをするのだと、本気で信じているのだ。

　参ったなと、蒼馬は心の中で苦くぼやく。

　──餓が鬼きだからしょうがないとはいえ……。

　白火は健けな気げに、震ふるえながらも蒼馬に従おうとしている。そのさまは淡あわく儚はかなく、そして弱々しかった。今にも涙なみだに溶とけて消えてしまいそうだ。

　先ほど、堂々と代役を務め上げたとはとても思えない。取り繕つくろわずに蒼馬だけに見せる、これが白火の素す顔がおだ。

　ぎゅ、と胸の奥が締めつけられるような心地になり、蒼馬の怒りがすっと引いていった。

　身体を起こして、白火の頰ほおに片手をあてがう。すなおに蒼馬に預けてくる頰はやわらかい。

「もう一度聞く。なんで、言いつけを破った……？」

　きっと、何かの理由があるのだろう、と思う。

　白火は、蒼馬に言われたことをむやみに破るような性格ではない。驚おどろくほどに根がすなおで正直だ。

　だから、理由が知りたかった。

　囁ささやくように問いかけるのは、これ以上白火を怖がらせるのは本意ではないからだ。

　白火の行動を制限する権利など自分にはないことも、蒼馬はわかっている。わかっているが、白火を守るために、詳しよう細さいを話して白火を不安がらせないために、必要なことだった。

　白火が、たどたどしく答える。

　声に、涙が混ざって震える。

「……会いたかったから。蒼馬さまに、会いたくなって、それで」

「俺に？」

　さすがに蒼馬もその答えには驚いて、白火の目を覗のぞきこんだ。

「毎日顔は合わせてただろう」

「でも、ずっと、蒼馬さまは忙いそがしくて。ろくにお話もできませんでした。会えたと思ったら外に出るなで、理由は教えてくれませんし」

　大きな瞳ひとみでじっと見つめ返されて、蒼馬は、白火がこのことで相当悩なやんでいたらしいことを悟さとった。

　時折大だい胆たんなこともするし芯しんがしっかりしているからついつい忘れがちになってしまうのだが、白火は、男装という自身を守る鎧よろいの下に、とても繊せん細さいな心を持っている。

「オレが帯刀さまに攫われたりしたから、蒼馬さま、まだ怒ってるのかと思って。助けに来てくれて嬉うれしかったけど、蒼馬さまはその間、ずっと舞ぶ台たいに出ないでオレを探してくれたって聞いて。まだそのことを、ちゃんと謝ってもいないんです」

　白火が、しゃくり上げるようにして息を継つぐ。

　嵯峨野から帰ってきてすぐに、嵐あらしのような興行の期間に入ってしまったから、ゆっくり話をする余よ裕ゆうは確かになかった。

「……白火」

　愛いとおしくてたまらない。

　蒼馬は、白火の額に自分の額を押しつけた。










　雨の弱まった隙すきを突ついて柚木座に戻もどり、濡れた着物を着き替がえてさっぱりしてからも、蒼馬はずっと白火と一いつ緒しよにいた。

　柚木座の若わか太た夫ゆうとして、やるべきことはたくさんあるのだろうに、ずっと白火のそばにいた。

　ざあざあと篠しの突つく雨の勢いは強く、数日は降り続きそうだという。雨が止やんだら本格的に秋になる。

　この雨が止むまでは、興行もしばらく休みだ。

　帯刀からの祝しゆう儀ぎの楓かえでは、誰だれからもらったとは言わずに、黙って白磁の壺つぼに活いけて床とこの間に飾かざった。

　──蒼馬さまとゆっくり過ごせるのは、嬉しいことは嬉しいんだけど……。

　白い寝ね間ま着きに着替えた白火は困こん惑わくして、布ふ団とんにくるまって目を白黒させていた。どうしてこんなことになっているのだろう。

　──ここまで一緒じゃなくてもいいんだけどな……。

　大おお柄がらな体たい軀くに合わせたのか大きな褥しとねの中で、蒼馬は白火をしっかりと抱き締め、放そうとしない。

　──こんなにくっついてたら、寝ねれないっ。

　今までにも似たようなことはあって、そのときは眠ねむ気けのほうが完全に勝った。けれど今は、なんだか胸のざわめき方が違ちがう。

　厚い胸に顔を押しつけていると顔が燃え上がりそうなほどに熱くなって、白火がもぞもぞと身み動じろぐと、蒼馬が腕を緩ゆるめた。

　夜も更ふけてきたので褥に潜もぐりこんだものの、こちらもまだ眠ねむくはないらしい。

「──白火。お前、さっきの舞まいで、隼人を意識していたか？　あれは、お前の『鬼き女じよ』じゃなかったな？」

　紙し燭そくの灯あかりひとつの中での寝ねも物のが語たりの内容にしては艶なまめかしさにはほど遠いが、相手が白火なので仕方ない。

　白火がこくりと頷うなずく。

「はい。オレと隼人さんは結構舞い癖ぐせとか違うから、代役なら合わせたほうがいいと思って。隼人さんの舞い方と解かい釈しやくは、稽けい古こを見て知っていましたし」

「やっぱりか」

　納なつ得とくする。蒼馬が役として違い和わ感かんを感じなかったのは、白火が隼人の振りを通したからだ。

「祐の指示か？」

「いいえ。オレの独断です。代役をと思った瞬しゆん間かんから、隼人さんの舞い方をすることしか考えられなくて」

　隼人さんにも祐さんにも、最初は無む謀ぼうだって言われたんですけどね──白火が首を竦すくめる。

「そうか」

　それきり、蒼馬が不意に黙だまりこんでしまう。

　すっぽりと蒼馬の腕の中に収まったままの白火が、不思議そうに首を巡めぐらせた。

　蒼馬は、さらさらとした薄うす茶ちやの髪かみをゆっくりと撫なでる。

　ゆっくり、ゆっくりと。

　久し振りの舞台で、やはり疲つかれていたのだろう。

　次し第だいに琥こ珀はく色いろの瞳がとろりと眠気に潤うるんで、小さな唇くちびるがかすかに綻ほころんで無心な呼吸を繰くり返す。

　小さくて可愛かわいらしくて、健気で頑がん固こな生き物。

　もう半分以上夢の中にいる白火に向かって、蒼馬はそっと囁いた。

「お前は誰にも渡わたさない。手放すつもりはない。だから──」

　その翼つばさでどんなに天空を飛び回っても、自由に野を駆かけても。

　必ず──この腕うでの中に、戻ってこい。










　しっとりとした雨の匂においに包まれて、白火は夢を見る。

　代役ではなく、いつか、自分自身が舞台に上がる夢を見る。

　その夢が叶かなうのは、まだ先の話。

　結果的にとはいえ、左腕の動かない白火が舞台に上がったことは、白火たちだけの秘密だ。





















　──いつ上がっても、ここの舞ぶ台たいは緊きん張ちようするな。

　稽古の最中。

　永観座の稽古場の中央でひとり舞っていた天輪がふとそう思った途と端たん、すぐに指南役の厳しい声が飛んできた。

「集中しろ。余計なことを考えるな」

　──やべ。

　目もとの涼すずしい風ふう貌ぼうの少年は、ぴゃっと肩かたを竦め、すぐに集中して自分の世界を取り戻す。舞まい扇おうぎの色は濃こい緑で、最近誂あつらえたばかりだが手に良く馴な染じみ、とても気に入っている。

　子方や少年役などから卒業し、先日一人前の主シ役テ方として披ひ露ろ目めを済ませた祝いに、父の一陽から贈おくられたものだ。

　日輪座の太た夫ゆうの息子むすこ、若太夫という肩書きも名目だけではなくなり、天輪は、そろそろ子供ではなく、一人前の役者として扱あつかわれていることをいやでも感じざるを得ない。

　日輪座の天輪と言えば、京ではかなりの知名度を誇ほこる。

　日輪座の若き若太夫として、そしてあの桜さくら天てん女によ、柚木座白火の弟として。

　額から鼻筋にかけてが筆ですっと一ひと刷はきしたかのようにすっきりと整っている少年で、身のこなしも衣服も、質素ではあるが洗練されて趣しゆ味みが良い。

　京に初めて上がったときはまだ小さかった天輪も今では十六歳、匂い立つような色いろ香かと少年特有の青さが同居して、美少女と見まごう華はなやかさは今が盛さかり。

　さらりと長い髪をひとつに結ゆい上げて舞扇を凜りんと爽さわやかに翻ひるがえすそのさまは、十年ほど前、白火がまだ少年姿で舞まっていたときと瓜うり二ふたつともっぱらの評判だ。

　やはり血筋なのか顔立ちだけではなくしぐさなども似通っているが、目の端はしが少し切れ上がって、天輪のほうが若じやつ干かん生意気そうな、そんな印象を与あたえる。骨格も、れっきとした少年なのでしっかりとしている。

　今はまだ早熟な青さが充みち満ちているが、そのうち、目を瞠みはるような大輪の華となるだろう。芸事に目の肥えた京人たちからも期待されている、舞い人の有望株である。

　天輪の舞い癖は華やかで押し出しが強く、ぱっと人目を惹ひく辺りは姉の白火より、義ぎ兄けいに当たる蒼馬の芸風に似ているかもしれない。父親、一陽率いる日輪座は小規模とはいえ質の良い舞いを保ち、安定した持ち味を確立してきている。

　天輪は幼いころから蒼馬の率いる柚木座や、ここ、永観座にも出入りして稽古をつけてもらっている。姉である白火にはもちろん、物心つく前から舞扇の持ち方を教わってきた。

　白火、蒼馬、そして井澄。

　京で名だたる屈くつ指しの舞い手たちが持てる技わざのすべてを教え込む、言わば天輪は能楽界の駿しゆん馬めだ。

　その天輪に稽けい古こをつけながら、井澄は思う。

　──この俺が、こんなに手取り足取り教えるなど初めてだ。

　舞まい神しんの化け身しんとも呼ばれる永観座太夫、井澄は、あまりの才能ゆえに人に教えることが苦手だ。生まれついての才能を遺い憾かんなく発揮させ、磨みがき続けてきたので、他人がどうして舞えないのかがわからない。天才は、凡ぼん人じんの苦く悩のうがわからないものだ。

　決して教えるのが上手うまくはなく、それほど気が長いわけでも子供好きでもなかったのに、白火にそっくりな顔でにこにこと笑うこの子供だけが、井澄の容よう赦しやない指導についてきた。時には泣きながら、時には歯を食い縛しばりながら。

　父親の一陽が教えてやれば良いと思うのだが、一陽は思うところがあるのか、自分ではあまり稽古をつけないのだという。

　その結果、白火を始めとする天才たちからの指導を余すところなく受けることになったのだから、一陽の読みは当たったというべきか。

　あの太夫は食わせ者だ。

　稽古も終しゆう盤ばんに差しかかって、またしても天輪の所作に乱れが混じる。目が、落ち着きなく外に向けられている。

　いつもなら姉弟きようだい揃そろっての負けん気の強さで、こちらが呆あきれるほど稽古にのめり込む性質をしているのだけれど。

　──……なにをそわそわしているんだ？

　永観座の稽古場、いつもの定位置で天輪の出で稽げい古こを見守っていた井澄はふと片かた眉まゆを吊つり上げ、それから淡あわく淡く微笑ほほえんだ。

　──そうか。そろそろ、あれが戻もどってくる頃ころか。

　ぱちりと、手にしていた舞扇の要かなめを打ち鳴らす。

「今日はここまで」

「井澄太夫、でもまだ時間が」

「そのざまでは、稽古しても身にならない」

　ぴしゃりと言い切られて、天輪がぐっと拳こぶしを握にぎる。稽古に集中できないのは、未熟さの表れだ。

　それを見ながら、井澄はわずかに表情を緩ゆるませた。この感情表現の豊かな少年と接しているうちに、少しずつ、井澄は感情を表すこと、言葉を紡つむぐことを覚えている。

「その代わり、明日は覚かく悟ごしろ」

　井澄の言葉に、天輪の表情がぱっと明るくなる。

「はい、稽古ありがとうございました！　それでは失礼致いたします！」

　若干慌あわてながらも丁てい寧ねいに膝ひざを折り、頭こうべを垂れる。

　爽やかに挨あい拶さつをして、立ち上がった天輪がくるりと踵きびすを返した。そこへ、小用で使いに出ていた音おと若わかが庭先から駆かけ込んでくる。

「おい天輪！　行くぞ！」

「ああ、わかっている！」

　天輪が勢いよく稽古場の階きざはしを降り、庭先で合流した少年ふたりが、あっというまに門のほうへと飛び出していく。

「……あのように走って、転ばねば良いが」

　静凪の一件があってから井澄は、少しだけこうした『変化』を受け入れた。

　たとえば、他ほかの座の座員たちにも──あくまで井澄がその才能に注目すれば、の話だが──こうして門戸を開くこと。

　静かな静かな、ひっそりと静まり返ってどこか浮うき世よ離ばなれしていた頃とは違ちがい、今では座員たちも大声で笑うし、伝統と格式の一座よと驕おごる高飛車な態度も消えた。舞いのことに関しては一いつ切さい変えていないが、昔の音若のような見習いの子供も増えて、井澄にしてみれば考えられないほど賑にぎやかになった。

　その変化はいやではない。

　一いち陣じんの風が吹ふき抜ぬけたような。

　──静凪は、息災にしているだろうか。

　空を見上げて、懐なつかしい面おも影かげを思い浮うかべる。

　太宰府に流されてからというもの、静凪は一切連れん絡らくをして来ない。流る罪ざいに処された大罪人に、井澄から文ふみを届ける手立てもない。

　ただ、幸せであってほしいと願う。井澄は、孤こ独どくではない。それは井澄が、人と関かかわることから逃にげなかったからだ。

　そのきっかけ──井澄を変えるきっかけとなった存在が今日、京に戻ってくる。










「なあ、本当に今日、白火が戻ってくるのか!?　もう日が暮れるぞ！」

　大おお辻つじを走りながら、音若が叫さけぶ。全速力で走っているので、大声で喋しやべらなければ、同じように走っているこの同い年の友人には聞こえない。背せ丈たけも天輪と同じくらいに伸のびて、天覧能で共演して以来の付き合いだ。

　音若は白火に初めての恋こい心ごころを抱いだき、白火が蒼馬と祝しゆう言げんを挙げたことでその幼い初はつ恋こいは破れたわけだが、未いまだ憧あこがれを捨てきっていない。もっともそれは天輪も似たようなもので、今でも矢涼の隣となりで幸せそうに微笑む朧の姿を見ると、胸がなんとなくざわめく。

　年上の女性に心ここ奪ろうばわれているこの少年たちは、自分たちが京の少女から熱い眼まな差ざしを注がれていることには一向に気づいていない。

「ああ！　だって文が来たんだ！　今日、京に着くって！」

　白火と蒼馬、そして柚木座の座員たちのほとんどが出雲いずも大たい社しやでの勧かん進じん能のうのために京を発たってもう数ヶ月にもなる。遠く離はなれた出雲の地での興行は大成功を収め、一度では客をさばききれず、何日にも渡わたって興行することになったと聞く。

　ようやくの帰き還かんの知らせだ。

　待ちきれない。

　久し振ぶりに肉親に会える喜び、そして、誰だれよりも憧れる舞い人に相あい見まみえる喜びに、天輪の胸が大きく膨ふくらむ。

　天輪ははっきりと覚えている。

　なにもかもが晴れがましかった天覧能の舞ぶ台たいに立った時、天輪はまだあまり事情がわかっていなかった。ただ、いつもと様子が違うなと──厳おごそかな雰ふん囲い気きと、この世とは思えないほど艶あでやかに咲さき誇ほこる満開の桜の中で、『何か』が起こっていることだけを感じ取っていた。

　白火は綺き麗れいだった。

　桜の花の、夜空に浮かぶ淡い花びらに似て。

　蒼馬も格好良かった。

　桜に負けない精せい悍かんさに今では風格も増し、京では蒼馬こそが舞まいの王者、蒼王とも呼び称しようされている。

　舞神の化身、井澄の舞いがますます冴さえ渡って爛らんじ熟ゆく寸前、円熟の味わいを見せ、拮きつ抗こうする天才の三みつ巴どもえ。

　この三人がこの秋、同じ舞台に揃そろう。天覧能から十年の時を経へて、今、再び。

　今度は薄うす紅べにの桜ではなく、燃え上がるような紅くれないの紅葉もみじの下で。氷見が秋の天覧能を希望し、座の垣かき根ねを越こえて開かい催さいする運びとなったのだ。

　舞いの修しゆ行ぎようを重ね、天輪自身も大きくなって、あれがいかに凄すごいものであったのかを、今いま更さらながらに思い知る。

　白火の清らかな、重力を感じさせない軽かろやかさと儚はかない美しさは絶品で、十年の時を経ても色いろ褪あせるどころか、ますます華はなやかさに磨きがかかっている。いつまでも生き真ま面じ目めに稽古を重ね、一体どこまで高みを目指せば気が済むのか、と思う。

　蒼馬の凜り々りしい武者舞いは白火に呼応し、また競きそうように雄お々おしさを増して、深く、そこにいるだけで人の目を惹ひきつける魔ま力りよくはどこまでも強い。指導力にも不足はなく、ただでさえ人の多い一座ではあるが、太た夫ゆうとして問題なくまとめあげている。

　夕焼け色に染まる、鴨川にかかる大橋の中央で立ち止まる。

「見えた……！　あれだ！」

　大辻の向こう、山に繫つながる細い道を歩いてくる幟のぼりを掲かかげた一行の姿が見えて、天輪は音若と一いつ緒しよに、大きく手を振った。

「おおーい！」

「お帰りなさい、白火！　柚木座の皆みなさま方も！」

　能三ざん昧まいの日々を過ごす天輪が、声を張り上げる。歓かん迎げいの気持ちと、憧れの気持ちが届くようにと願いながら。

　一行に声が届く距きよ離りではないが、返事をするように幟が振られた気がする。白い手が、天輪たちに向かって振られているのがはっきりと見える。

「待つとし聞かば　今帰りこん」

　口をついて出るのは謡よう曲きよく『松風』。

　音若も声を合わせ、爽さわやかな声がふたつ重なって、響ひびき合って、山間に広がっていく。

「待つとし聞かば　今帰りこん！」

　今は、まだ憧れ。

　でもいつか必ず肩かたを並べ、そしていつの日か追い越してみせる。










　今はまだ、憧れ。





了











　あとがき







　皆みなさま、いかがお過ごしでしょうか。

　このたび、無事に花はな華はなを締しめくくる運びとなりました。

　漢数字の八という字は末広がりで縁えん起ぎが良いとされておりますし、扇おうぎの別名も末広がりと言います。何だか、不思議な御ご縁えんを感じています。

　花華は毎回わくわくするような見開きを含ふくめうっとりしてしまうほど美しいカラーやイラストをつけて下さったサカノ景子先生、すぐにへしゃげる情けない私を力強く優やさしく励はげまし続けて下さった担当ももんがさまを始め、たくさんの、もう数え切れないほどたくさんの方々に応おう援えんしていただき、愛していただいて、ここまで続けることができました。

　白火や蒼馬たちは幸せなキャラだと思います。花華は、とても幸せな作品だと思います。

　この本をお手に取って下さった皆さま。この本に関かかわって下さったすべての皆さまに。

　心からの感謝を込めて、本当に、どうもありがとうございました！

　願わくば、次の作品でもまた皆さまにお目にかかれますように。
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本作は能を題材にしたフィクションです。内容には一部、著者の創作が含まれておりますことをご了承ください。
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